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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　数時間にも及およぶ大手術を終え、病室のベッドで意識を取り戻もどしたとき、ロンドは最初にこう言った。

「わたし、元気になったら、きっと天下を取ってみせるわ。見ていてログ」

　その発言は死の淵ふちからつま先立ちで帰ってきたばかりの女の子のものとしては、いささか威い勢せいがよすぎるように思えた。枕まくら元もとのぼくに消え入るような声で囁ささやいたあと、この美少女は薄うす目めを開けてつけ加えた。

「ほんとよ。もしベッドから起きあがれるようになったら、立てるようになったら……わたし、きっとこの世界でしたいことをするの。今までできなかった……。だから、ログも一いつ緒しよについてきて───」

「わかった。わかったからもうしゃべるな」

　ぼくは懸けん命めいにうなずきかけた。ロンドは微笑ほほえむと、鼻先をその金きん髪ぱつにつっこむようにこてんと眠ねむったが、三日後、今度はやや元気になって言った。

「この間のあれ、超ちよう本気よ。わたし、きっとやってやるんだから。そーね。あなたにはわたしの野望をささえる参さん謀ぼう役を与あたえるわっ。古来、いい王様には必ずいい補ほ佐さ役がいるものだもんね！」

「……とりあえず、まずは病室を出ることから考えようぜ」

　ぼくはつっこんだが、このときぼくはこの子の意志と生命力の強さを甘く見ていたのだろう。なぜなら彼女はその翌日から立ち上がる練習を始め、一週間後には一いつ般ぱん病びよう棟とうへ、さらに一か月後にはリハビリセンターに移り、死に物狂ぐるいで入院中に萎なえきった四し肢しの筋肉を鍛きたえまくっていたからだ。そう、ロンドは一点の曇くもりもなく本気だった。

　そして、三か月がすぎた。

　夏になった。ロンドは元気に退院した。───奇き跡せき的に。




　一方、そのころぼくは別の女の子にうつつを抜ぬかしていた。










　振ふり仰あおぐと、青い空が見えた。

　雲ひとつ無い蒼そう穹きゆう。

　蒼穹、なんていう生まれて十七年一度も使ったことがない古風かつレアな漢字を思わず海馬の片かた隅すみから引っ張り出してしまうほどに、青い空がぼくの網もう膜まくを鮮あざやかに染めている。太陽が遠くの山の稜りよう線せんをくっきりとふちどり、日差しはあたりの景色の隅すみ々ずみにまで拡ひろがっている。ぼくは暑熱をたっぷり含ふくんだ日光におでこをさらし、大きく深呼吸した。

　夏だ。

　どこかで蟬せみの鳴き声がする。

　このざわめきの震しん源げん地ちはおそらく近くに生おい茂しげる原生林だろう。耳の奥で鳴り響くじんじんという音に誘さそわれ、ぼくは一いつ瞬しゆん目を閉じた。そして脳のう裏りに夏と夏に類する単語をありったけ思い浮うかべる。スイカ、アイスバー、かき氷、ビーチ、プール、水着、ビキニ、小麦色の日焼けあと、夜空に上がる花火に縁えん日にち、ことりと落ちる蚊か取とり線せん香こう、後おくれ毛を産む飴あめ色いろのかんざしと浴衣ゆかた姿の女の子───。

　つるっ。

　ふいに靴くつ底ぞこがすべり、ぼくは体勢を崩くずした。全身の毛が逆立つ。

　とっさに二の腕うでを絡からめて無我夢中で鉄てつ塔とうにしがみつく。二度三度、脚あしが空を蹴けり、四度目になんとかスニーカーのつま先が足場を探さぐり当てたところで、ようやく身体からだの落下が止まる。つかの間の現実逃とう避ひから現世に戻ったぼくはへっぴり腰ごしのまま、アイガー北ほく壁へきにチャレンジするクライマーもかくやという慎しん重ちようさでそろそろと下半身を持ち上げた。そして自分がまだ生きているんだという事実を細さい胞ぼうの核かく小しよう体たいレベルで実感しつつ顔を鉄塔に押し当てる。

　視線を上げると、いくぶん斜ななめにゆがんだ空が見えた。日差しが、近い。

『27分30秒けーか』

　つとシャツの胸ポケットにつっこんだスマホから木き佐さ谷や樹ぎ軍ぐん乃のの声がした。その涼すずやかな声こわ色いろにはどこかせかすような響ひびきがふくまれており、ぼくは背中をこづかれたように両りよう肩かたに力をこめると、登とう攀はん用のボルトに手をかけたままもう一度頭上をふり仰いだ。視線の先には目指す頂上と三本の高圧送電線を渡わたして架かかる鉄骨、そのつけ根に数珠じゆずのように連なる白い絶ぜつ縁えん碍がい子しがある。距きよ離りは───あと20メートルか、30メートルか。いずれにせよまだまだ頂は遠く、にもかかわらずぼくの手脚は震ふるえ、握あく力りよくは限界に近づいていた。

『ほらほら、しどーくん。早くしないと日が暮れるわよ。わたし、獅し堂どうくんが写真を撮とってくれるのを楽しみに待ってるのに───絶縁碍子さんの』

　ハンズフリー・モードにしたスマホから木佐谷樹の声が届く。発信主は……たぶん鉄塔の麓ふもとで優ゆう雅がに脚でも組んでいるのだろう。さっき下を見たとき、たいくつそうに髪かみの毛先を弄いじっていたしな。

　ぼくは息も絶え絶えに言った。

「ここから……ここから、ズームで撮るんじゃダメかな？」

『ダメよ。そんなことしたら鮮せん明めいに撮れないでしょ。わたし、くっきりはっきりしっかりとガイシーの勇姿を見たいの。それに、もし綺き麗れいに撮れてたらスマホの待ち受けにするつもりだし。責任重大なのよ、きみは』

　ガイシーって誰だれだよ。

　つーか、スマホの待ち受けって……。

『ほらほらがんばって。しどーくんが一いつ生しよう懸けん命めいがんばる様を、わたし固かた唾ずをのんで見守っているのよ』

「うそつけ。さっき、でかいあくびが聞こえたぞ」

『あら。そうだった？　それは失礼。……でも、時間をかけて不利になるのはきみよ。体力を消しよう耗もうするし、その高さですもの。日が暮れて足あし下もとがおぼつかなくなったら脚を踏ふみ外しただけで簡単に死ぬわよ』

「おそろしいことさらりと言うなよ」

『ごめん。ここは正確に「墜つい死し」というべきだったかしら』

「そっちもイヤだよ」

『じゃあ、転落死？』

「もっとイヤだ」

『ごめんなさい。わたしとしたことが言葉を惜おしんでしまったわ。ここは言げん文ぶん一いつ致ち時代の平易な散文精神に則のつとってそこから落下したら獅堂くんの肉体は潰つぶれた石榴ざくろのように四散し、細かな肉にく片へんとなって飛び散るわよ、というべきだったわね』

「すっごくいやだ！」

　ぼくの悲鳴を受け、彼女は微笑みを含んだ声で言った。

『……いずれにせよ、もし生き残ってわたしのスカートを持ち上げることができても、暗くてはなにも見えないわよ。きみはそのためにがんばってるのでしょう？　わたしの制服を脱ぬがせて、あられもない下着姿を見るために。ね？』

「……」

『ねっ？』

「……」

『なにをナマイキに無視しているのよ、豚ぶた』

「……はいよ」

　なんでこうなった？

　掌てのひらにあとからあとからわいてくる汗あせをぬぐいつつ、その日何度目かの述じゆつ懐かいが胸をよぎる。

　どうしてこうなったか、その因果をたどるのは簡単だ。いくら暑い夏の盛りだからといって、蟬と肩を並べ女子クラスメイトの罵ば声せいを浴びながら鉄塔の端はしにしがみついているからには相応のわけがある。

　あれは学校の中休みのことだ。










「───獅堂くん。ちょっと、いい？」

　木佐谷樹軍乃に声をかけられた時、ぼくは自分の席で次の英語の授業の準備をしていた。

　ぼくは「なに？」と小首をかしげ、さもなんでもないような表情で顔を上げたけれど、内心は理性担かつぎ上げの青森ねぶた祭状態、さもなければ妄もう想そうポールポジション争いのニューヨークシティマラソンの開始直後みたいになっていた。

　ここで断っておくと、ぼくはこのときぜんぜんそんなことは考えてなかったんだ。ぼくが舞まい上がったのは、単に女の子に声をかけられたことがうれしかったからであって、それ以上のことは誓ちかって想像の外にあった。

　さらに言えば、木佐谷樹軍乃は学校でも有名な美少女なのだ。切れ長の瞳ひとみ、きめ細かな白い肌はだ、まっすぐに流れる長い黒髪、１７０センチを超こえる身長……。世の中にはまれにモデルや女優になるより他ほかに道はないだろうというような美び貌ぼうレベルが傑けつ出しゆつした女の子がいるけれど、木佐谷樹軍乃はまさにそうしたカテゴリーに属していた。ジャンルとしてはいわゆる美人タイプで、知的でどこか高貴な佇たたずまいと、それと裏腹にもっとも俗ぞくっぽい青年週刊誌の表紙を飾かざる水着グラビアアイドルにも匹ひつ敵てきする傲ごう慢まんそうな肉体はつねに男子の圧あつ倒とう的な人気と支持を得ていた。

　それを考えれば、クラスの中でも特に目立つわけでもない生徒のこのぼくが、このとき少々舞い上がったとしてもやむを得ないところだったろう。

　そんなぼくの心を見み透すかしたように木佐谷樹は一瞬口の端にはっきりとした笑えみを刻むと、「ちょっと」と言ってぼくを階段の隅すみにいざなった。そして言う。

「獅堂くん、今日、放課後あいてる？」

　年中あいてます。どーせ帰宅部だし。

「どうだったかな……。どうして？」

「悪いんだけれど、ちょっとつきあってほしいところがあるの。時間は取らせないから、お願い出来ないかしら」

　よろこんで。でも、なんでぼくに？　クラスが同じになってから、今まで一度も話したことないと思うけど。

「ええと……今日は予定があったっけかな。なにか、あるの？」

「この町の外れにある鉄塔に行きたいの。ひとけの無いところだから一人で行くの、ちょっと心細くて」

　ぜんぜんオッケー。無問題。

「ふうん。つうか、鉄塔って……？　なんだってそんなとこに」

「ちょっと写真を撮りたくて。だけどそれ、ちょっと撮りづらい場所にあって、できたら獅堂くんに手伝って欲しいの。鉄塔の上にある絶縁碍子なんだけど」

「……ごめん。なんだって？」

　精せい一いつ杯ぱい見み栄えをはって考えるふりをしながら体てい裁さいと本音をドライヴしていたぼくは、ふいに見慣れぬ縁石に乗り上げ、一瞬、素すになって訊たずねた。そんなぼくに対し、木佐谷樹軍乃はふわりと黒髪を揺ゆらすと微笑んで言った。

「ゼツエンガイシ、よ」

「絶縁返し？」

「返し、じゃないわ。碍子。磁器やセラミックで出来た電気を通さない絶縁体のこと」

「は、はあ」

　初めて聞く単語に面めん食くらうぼくに対し、彼女は自分が趣しゆ味みで写真を撮っていること、その写真は風景写真であること、とくに最近は郊外に出向いて気に入った被ひ写しや体たいをカメラに収めていることなどを淡たん々たんと語った。どうやらその碍子とやらはこの子の撮りたい被写体の一部であるらしい。

　人は見かけによらないと言うけれど、木佐谷樹の見かけによらない渋しぶい趣味に面食らいつつ、ぼくは訊ねた。

「ええと……絶縁碍子ってあれだよね？　あの、電線にくっついてる白い奴やつでしょ。玉たま砂じや利りみたいな」

　おぼろな記き憶おくをたどりながら言うぼくに対し、彼女は首を振ふった。

「ううん。それはピン碍子や玉碍子。絶縁体の上のほうに溝みぞが切ってあって、通常は電線をつなげて固定するの。電柱に多く用いられるわ。わたしの言っているのはもっと規模の大きな懸けん垂すい碍子や長幹碍子」

　……ぜんぜんわかんねえ。

「好きなの。わたし。絶縁碍子を見たり、写真を撮ったりするのが」

　ぼくが引いたのを察したのか木佐谷樹がいくぶん早口で言う。

　今振り返っても、このときの木佐谷樹の表情にはポーカーフェイスの中にも自分の個人的な嗜し好こうを正直に他人に明かすことに対する照れやはじらいがあったように思う。それは率そつ直ちよくに言って人の心を打つものだったし、ぼくは好感を持った。なにより「好きなの」と言って頰ほおを染め視線をそらす木佐谷樹は控ひかえめに言っても世界最強クラスのかわいらしさがあった。

「ふ、ふうん」

　はたして絶縁碍子には親しくもない男子に声をかけてまでファインダーに収める価値があるのだろうかという素そ朴ぼくな疑問と、この学校一のアイドルが意外とニッチな趣味を持っていたというおどろき、なによりその私的関心をただひとり打ち明けられた自分というのはひょっとしたら……という甘くうれしい妄想に浸ひたりつつ、ぼくはうなずいた。

「───だめ、かな？」

　そんなぼくにとどめをさすように木佐谷樹はわずかに首をかしげて訊ねる。その滴したたるような表情に、ぼくはわけもなく身み震ぶるいした。

　どうしよう？

　べつに断る理由はない。いや、それどころかこんな幸運は滅めつ多たにないと言っていい。地味で冴さえないモブキャラとしてはこの美女の気まぐれな誘さそいにただ感かん涙るいにむせんで応じればいいし、じっさいそうすべきだったろう。でも、ぼくにはそうしづらい、ある個人的な事情があった。そう。告白すると、ぼくはほんの十日前に、生まれて初めて女の子の友達（？）が出来たばかりだったのである。

　でも───このときの木佐谷樹軍乃の魅み力りよくは抜ばつ群ぐんで。

　それはそれは抗あらがいがたいもので。

　校内一のアイドルに話しかけられ、舞い上がった馬ば鹿かな男子高校生をまんまと虜とりこにするくらいには抗こうしがたい魅力に溢あふれていた。が、しかし。

「ごめん。せっかくだけど───、」

　ほめてくれ。かろうじて胸の内に残っていた警けい戒かい心しんをかき集め、ぼくはこの話を断った。うまい話には裏がある。べつにそこまで勘かんぐったわけではないけど、このとき、ぎりぎりのところで踏みとどまろうとしたぼくはたぶんまっとうな判断を下したのだろう。

　だが。

「ただで、とは言わないわ」

　彼女はそう言うとぼくに一歩近づき、つとその手を伸のばした。

　そして、信じがたいことに。

　ありえないことに。

「え───」

　彼女はぼくの手を取ると自分の制服のスカートのサイドからたくし上げるようにそっと差し込んだのだ。その行こう為いの当然の帰結として、ぼくの指先に彼女の豊かな腰こし骨ぼねとなめらかな肌、そして彼女の穿はいているショーツがかすかに触ふれる。脳内で火花が散った。

「もし写真を撮とるの手伝ってくれたら、獅堂くんにお礼をしてあげる」

「……でででで、で、でも……」

　焦あせりまくってどもるぼくにとどめの一いち撃げき。

　その切れ長の美しい瞳でまっすぐにぼくの目を射い貫ぬき、ネクタイの端を摑つかんで勢いよく引き寄せると、木佐谷樹はあざ笑うように言った。

「きみに断る権利はないの。つきあって」




　───放課後、ぼくと木佐谷樹は町外れにある鉄てつ塔とうの麓ふもとにいた。










『獅堂くん知ってる？　変電用の碍がい子しは表面を襞ひだ状にすることで絶ぜつ縁えんする距きよ離りを稼かせいでいるの。碍子のあの独特の形は電気を通さない工夫くふうであると同時に、表面に雨やほこりなどの汚よごれが付着しても大だい丈じよう夫ぶなように襞をこしらえることによって電気の伝わる道のりを長くし、碍子の絶縁性を高めるという効果があるのよ。まさに科学技術大国日本の面めん目ぼく躍やく如じよね』

「…………」

『人がせっかく碍子にまつわる有り難がたいこぼれ話をしているのに、あなたは無視をするというの。獅堂くん、あなたはそれでも赤い血の通った人間なのかしら？』

「……碍子、超ちようすげー」

『たいへんよろしい』

　そして、現在。

　今、ぼくは鉄塔の上にいる。

　ここに来るまでの道中、木佐谷樹軍乃はいたって物静かだった。一いつ緒しよに校門を出たあとも下校の最中も駅のホームでも無む駄だ口ぐちをきくことはなく、電車に乗ったあとはスクールバッグを肩かたに提さげ、流れゆく車窓の外を静かに眺ながめている。

　一方、ぼくの方はといえば胸の内はほとんど天神祭状態だった。先刻彼女が見せた振る舞いのせいで頭の中のパステルピンク色の妄想はもはや止とどまるところを知らず、ぼくはけんめいに冷静さを保とうとした。

「───やっぱり、いろいろ経験しているのかな」

　なんとなく気き後おくれしつつ、そっと彼女をうかがうそんなぼくの視線の先で、木佐谷樹はぴんと背筋を伸ばし、わずかに傾かたむいた西日に横顔を向けている。プリーツの折り目すら端たん正せいに見えるスカートに赤いタイを無造作に結んだ白いシャツ、キューティクルだのフローラルだのといった謎なぞの形容詞が似合うまっすぐ流れる黒くろ髪かみ……。そのすらりとした立ち姿はだれもが脳のう裏りに描えがく「まっとうな女子高生」以外の何者でもない。

　そんなぼくをよそに、やがて木佐谷樹軍乃は目的地である鉄塔の麓に着くと、あっさりとした口調で言った。

「ここよ」

　ぼくはあたりを見み渡わたした。そこは住宅街から少し離はなれた山やま裾すその造成地だった。目の前には送電線をいくつも渡した鉄塔が聳そびえており、その四囲にはなんの変へん哲てつもない郊外の風景が広がっている。

　鉄塔は優に数十メートルはあった。見上げると、確かに巨きよ大だいな塔の左右にまるで両手を広げるように張り出した鉄骨の先せん端たんになにか白っぽい数珠じゆずのような連なりが見える。

「あ、あれが、碍子？」

「ええ。獅堂くん。スマホ持ってる？」

「え？　あ、うん」

「貸して」

　木佐谷樹は自分のスマホを手早く操作し、受け取ったぼくのスマホを通話中かつハンズフリー・モードにするとそれをしなやかな指先でぼくのシャツの胸ポケットに滑すべり込ませ、あっけらかんとした口調で言った。

「じゃあ、早さつ速そくはじめましょうか。獅堂くん、あなたには今からこの鉄塔を登って頂上にある絶縁碍子の写真を撮ってきて欲しいの。なるべく近くで、きれいに、鮮せん明めいにね」

「の、のぼるって……ここを？」

「そ。そして撮ってくる。かんたんでしょ。わたしは下にいるし、万一何かあってもおたがい連れん絡らくが取れるようにスマホは通話状態にしてあるから安心よ。もし獅堂くんが上手に撮ることが出来たら……そのときはお礼をするわ」

「お、お礼？」

「ええ。もうわかるでしょう───？」

　思わずどもるぼくに対し木佐谷樹は薄うすく微笑ほほえむと、つと顎あごに指関節を当てるとなにやら考え込むような表情を作る。

「ね、獅堂くん。今朝測ってみたんだけど、わたしの穿いているこの制服のスカートって、ウエストの位置がだいたい１０８センチなの。そして裾すその高さは61センチ。ただし今はローファー履はいているから、えーと、それぞれ＋２センチくらいかな。つまり１１０センチ[image: ]63センチで、このスカートの丈たけは47センチってわけ。うちの学校、偏へん差さ値ちが高いわりにスカート短くて」

「そ、それが……？」

　いったいこの子は何を言っているんだろう、と思いつつスカート越ごしにでもわかるその長い脚あしに思わず目を向けるぼくに対し、彼女は人差し指で背後の鉄塔を指し示して言った。

「対してこの鉄塔はだいたい40メートルから50メートルくらいはあると思うのよね」

「ご、ごめん。なんの話だかさっぱりなんだけど……」

「報ほう酬しゆう設定よ。あなたの受け取る、ご・ほ・う・び」

　そう言うと木佐谷樹はそのかがやく膝ひざ小こ僧ぞうから上、太ももの半ばを隠かくしている制服のスカートの裾を指先でわずかに押さえてみせた。

　そしてにやりと微笑む。

「もし獅堂くんが碍子をカメラに収めることが出来たら、その時点で君が登っていたぶんだけあなたにスカートの裾を持ち上げる権利をあげる。10メートル登っていたら10センチ、20メートル登っていたら20センチ。その権利の行使に際して、わたしは無む抵てい抗こうに従うわ。そのかわり、もし獅堂くんが撮れなかったり、登っている途と中ちゆうであきらめたりしたら報酬はいっさいなし。どう？」

「ち、ち、ちょっと待ってくれ。意味わかんねー。つ、つーか───これ落ちたらまじ死ぬって！」

「そうね。それがなにか？」

　木佐谷樹はあっけらかんと言った。そして絶句するぼくに挑ちよう発はつするようなあやしいまなざしをむける。

「わたし、一度口にした約束は守るわよ。だからあとは君次し第だい。危険だし、いやなら断ってもいいわ。放課後、わざわざこんなところまでついてきてもらって申し訳ないけれど」

「しかし……」

　ぼくは困こん惑わくし、その場に立ち竦すくんだ。

[image: ]

　今さらだけど、ぼくがここに来たわけは木佐谷樹に対する興味、そしてエッチな気持ちがその何割かを占しめていたことは否定出来ない。だが、実際に間近で見上げる鉄塔はあまりに高すぎた。

　そんなぼくの心の迷いを見み透すかしたのか、木佐谷樹はせかすように言う。

「もしやるのなら、早くはじめた方がいいわよ。暗くなったら危ないし、日にち没ぼつまでに達成出来なかったら引き揚あげるから」

「で、でも、もし失敗したら……」

　思わず身震いしつつぼくはもう一度鉄塔を見上げた。鉄骨を櫓やぐら状に組み上げて構成されたその塔は左右に高こう架か鉄線を掲かかげながら悠ゆう然ぜんと空に聳えている。

「平気よ。獅堂くん丈じよう夫ぶそうだし。さあ、君もレッツトライ」

　そんな進しん学がく塾じゆくのＣＭに出てくる女子高生みたいに人差し指立てて気安く言われても。

「ちなみに、暗くなったらその時点でご褒ほう美びも終しゆう了りようね。はい。これがデジカメ」

　彼女が差し出したデジカメを一いち瞥べつし、ぼくは深々と深呼吸をして言った。

「ごめん。木佐谷樹さん。その、せっかくだけど───」

「わたし、今日、青と白の縞しま柄がらのぱんつ穿いてきたのよね」

「うおおおおおおっ」

　ぼくは鉄塔にしがみついた。










　それがつい三十分前のできごとだ。

　当初はリビドー全開で鉄塔を登り始めたぼくだったが、すぐに女の子の色いろ香かに惑まどい、この子の口車にのったことを後こう悔かいしていた。

　修理点検のためだろう。鉄骨の表面には登とう攀はん用のボルトがついており、上に行くにはこれを登っていけばいい。だが制服姿のぼくにはハーネスの類たぐいが一いつ切さい無い上に、長くしがみついたせいで既すでに体力も握あく力りよくも限界に近い。今やぼくは地上30メートルという高さで鉄塔に張りついたままにっちもさっちもいかない状じよう況きように陥おちいっていた。

　そんなぼくに対し、下界から叱しつ咤たの声が飛んでくる。

『ほらほら。獅堂くん。手が止まってるわよ。早く登って』

　この野や郎ろう。

　しかも癇かんに障さわるのは、胸ポケットのスマホから頻ひん繁ぱんに木佐谷樹の声が響ひびいてくることである。一体どんなつもりでスマホを持たせたのかはわからないけれど、ぼくが少しでもひるんだりすくんだりしていると、すかさず麓にいる彼女から声が飛んでくる。しかもその声にははじめにあったような気き遣づかうようなニュアンスは失うせ、しだいに嘲あざけるような口調に変わってきているのだった。

　やむなくぼくはズボンの腿ももで掌てのひらの汗あせをぬぐうと、ふうふういいながら次のボルトに手をかけた。遠目からその姿を確かく認にんしたのだろう。胸むな元もとから満足げな声が聞こえる。

『そうそう。いい感じ。その調子で手早くね。早くしないと日が暮れるわよ』

　勝手なこと言いやがって……と腹に据すえかねるぼくをよそに、電話のむこうで声はつくづくといった調子で言う。

『それにしても……きみもこんな事よくするわねー。逆に感心するわ』

「あん？」

『だって、これって改めて考えたらわたしのぱんつのためにやってるんでしょ。男の子ってそんなに女の子の下着見たいもの？』

「なにいってんだ。これはそもそもきみが言い出したことで……」

『あらなに？　獅堂くん人のせいにする気？』

「この状況におかれたら、人のせいにしたくもなるよ」

　ぼくは息荒あらく必死に視線を巡めぐらせながら言った。次に足がかりにし、取りつく場所を探す。なにせ手をかける順番をひとつ間ま違ちがえれば命はない。頭はかっかと上気するし、反対に身体からだは汗が冷えたせいか心なしか寒気がする。

『でもま、自分にそれだけの価値があるって感じられるのは結構いい気分だけどね。それだけ見たいってことでしょ』

「……」

『何無視してるのよ。豚ぶた。人がせっかく話しかけてるのに』

「しかたないだろっ。今それどころじゃねーんだよっ」

『まったく。蟬せみみたいに鉄てつ塔とうに張りついて、ぱんつ見たさに恥はずかしくないのかしら？』

　一言言おう。

　この子はドＳだ。

　それも、日本代表クラスの。

『美人で清せい楚そな学園のアイドル』という仮面ペルソナをかなぐり捨て、本ほん性しようを現しはじめた木佐谷樹軍乃に、なぜもっと早くこの子の異常さに気づかなかったんだろうと悔くいるぼくをよそに、当の本人はあくび交じりに語りかけてくる。

『ね、まだ？　わたし、そろそろ飽あきてきたんですけど』

　さっきまでの碍がい子しへの情熱はどこいったんだよ……と思いつつ、なんとか間を持たせようとぼくはスマホにむかってたずねた。

「あのさ、木佐谷樹さん。ひとつ聞いていいかな？」

『なあに？』

「なんだってこんなことをぼくに？　や、べつにぼくじゃなくても他ほかにも頼たのめる人はいると思うんだけど……」

『べーつに。ただ暇ひまそうだったから。獅堂くん、クラスに友達もいなさそうだし。声がかけやすかったのよね』

　がくっ。

　ある程度予想はしていたけど、身もふたもない回答にがっくりする。だがそんなぼくに対し、木佐谷樹はぽつりと言った。

『それに、前から知ってたのよね。獅堂くんのこと』

「え……？」

　ぼくはどきりとした。

『知ってたの。獅堂くん、春の体育祭でクラス対たい抗こうの野球の試合をした時、グラウンド脇わきの芝しばのところでライナーで飛んできたボールを素す手ででキャッチしたでしょ』

「あ……」

『あれ、わたしに当たりそうだったからよく憶おぼえているの。当たるって思った瞬しゆん間かん、獅堂くんが急に手を伸のばして。そうしたらボールが生き物みたいにぐいって軌き道どうを曲げて獅堂くんの手に吸い込まれたわ。きみ、左手でキャッチしたあと、痛そうに何度も手を振ふってた。ぎりぎりだったのよ。ほんとに』

「い、いやあ、そ、それは……」

　ぼくは青くなった。まさかあれを憶えている人間がいるとは思わなかったのだ。

「そ、そうだっけ。全然知らなかった。つうか、今の今まで忘れてたし」

『そのときからすごくキモイ子だなあって、失礼、間違えたわ。すごくかっこいい子だなあって、見ていたの』

「どんな間違え方!?　つうか全然違うでしょ、そのふたつの方向性」

『あははは』

　ふう。

　なんとかうまくごまかせた、とぼくが思った時だった。つとスマホ越ごしに木佐谷樹軍乃は言った。

『獅堂くん。あなた、超ちよう能のう力りよくって信じる？』

　一瞬、沈ちん黙もくが落ちた。

「え、なんだって？」

『なによ。その天然系のラブコメ主人公みたいな反応は』

「ご、ごめん、風が鳴ってよく聞こえなかったから」

『超能力って信じるって聞いたの。ほら、念視とか瞬間移動とか物体浮ふ遊ゆうとか、ゲームやまんがによく出てくるでしょ。物理法則をばんばん無視して、人の意のままに事物に干かん渉しようできる不思議な力。この世にはそういう力があるって信じる？』

「まぬけな高校生男子を鉄塔の上まで登らせる、理り不ふ尽じんで色っぽい力があることは信じるよ」

『あははは。獅堂くんっておもしろい！』

　木佐谷樹はくすくすと笑った。そして言う。

『前から思っていたけど、獅堂くんって見かけよりひょうきんよね。屈くつ折せつしたユーモアがあるっていうか』

　しみじみと言ってから彼女はがらりと口調を変えた。

『じゃあ、質問の仕方を変えるね……あなた、超能力者の存在を信じる？』

「し、信じない」

『へー。そうなんだ。どうして？』

「だって、そんなの非現実的だし……」

『ある日突とつ然ぜんクラスメイトの女の子が近づいてきて「もし鉄塔にのぼってくれたらお礼にわたしのぱんつ見せてあげるっ」っていう言葉はそのまま鵜う吞のみにするのに、超能力者の存在は信じないんだ？　ありえなさで言ったら、どっちも同じくらい非現実的だと思うけど』

「うっ」

　もっともな指し摘てきに思わずひるむぼくをよそに木佐谷樹は静かに言った。

『わたしは信じるわ。というか、あっても不思議はないと思う。獅堂くん、お話をひとつしてあげましょうか？』

「お話？」

『ええ。そんなところに長くいるんだもの。あなたも少しは気分転てん換かんが必要でしょ？』

　今それどころじゃないんだけど……という言葉を飲み込むぼくの耳に、スマホの小さなスピーカーを通して木佐谷樹のなめらかな声がすべりこんできた。

『むかしね、あるところにとっても綺き麗れいな女の子がいたの。その子は17歳のとき、偶ぐう然ぜん道ですれ違った男の子に恋こいをした。名も知らぬその男の子をその子は食事が喉のどを通らなくなるほど恋こい焦こがれるんだけれど、どうしても再び巡り合うことができない。そのうち彼女はやつれ、折からのはやり病にかかって亡なくなってしまったの。やがて、その子が持っていた着物は別の女の子に渡わたるんだけど、以来不思議なことが起こるようになったの。その子の持っていた振り袖そでを身につけた女の子が次々に病で亡くなるという事件が起きるようになったのよ』

　この子はいったいなんの話をしているのだろう……と汗を拭ぬぐうぼくをよそに彼女は淡たん々たんと言葉をつむいだ。

『実はその振り袖には由ゆ縁えんがあって、最初に亡くなった女の子が初恋の男の子が着ていた着物の柄がらを模して織らせたものだったの。きっとその子は男の子の面おも影かげを自分の中に留とどめようとしたのね。でも、着物を手にした子はなぜか呪のろわれたように次々に病に倒たおれていってしまう。続けて三人の少女が病に倒れて亡くなった時、さすがに人々は不安に思って、とある寺社に頼んで護ご摩ま木きを焚たいてその振り袖を供く養ようしてもらうことにしたの』

「…………」

『祈き禱とうが始まり、やがて人々が見守る中、燃え盛る護摩に振ふり袖そでは投入されたわ。だけど次の瞬間、その火がついた振袖はぱっとお寺の本堂の天てん井じようへ舞まい上がり、火の粉を撒まき散らしたの。火はたちまち燃え広がり、折からの風に煽あおられてあたりの家並みに伝でん播ぱした。結局、その大火事は町中を焼き尽つくしたわ。一六五七年、江え戸どの街の四分の三を焼き尽くしたという明めい暦れきの大火よ』

「───……」

　ボルトにしがみついたまま耳を傾かたむけるぼくに、つと彼女はがらりと口調を変えて訊たずねた。

『では問題。火事を起こすきっかけとなった最初の炎ほのお、このふしぎな力は一体どっちに宿っていたと思う？　病に倒れた女の子か、それとも振り袖にか』

「さ、さあ、どっちかな」

　ぼくは我に返った。そしてなんとなく後頭部の髪かみがちりちりするような感覚の中、あいまいに言葉を濁にごす。ぼくには彼女がなぜ突然こんな話をし始めたのかわからなかったのだ。なにより身体が無性に熱く、ぼくは何度も汗あせを拭った。

　そんなぼくをよそに彼女はスマホ越しに言葉を続ける。

『わたし、どっちにも宿ってないと思う。こんなのただの俗ぞく説せつで、単なる偶然だったんじゃないかなって。だいたい、火が意志を持って暴れたりするわけないじゃない。おおかた急な突とつ風ぷうが吹ふいたのを、当時の人が勘かん違ちがいしただけじゃないかしら』

「う、うん」

『そもそも人の想おもいが物理現象に影えい響きようを与あたえるなんて、あるわけなくない？　人知を超こえた力って、そんな都合のいいものかしら』

「そ、そうだね」

『ましてや超能力者がそうそういるわけないものね。いたとして、せいぜいクラスに一人ってとこじゃない？　そう───獅堂くんみたいに』

「え……？」




『とぼけるんじゃないわよ、豚ぶた』




　その瞬間───、

「！」

　突然、ぼくの掌てのひらの中の登とう攀はん用ボルトが信じられないくらい熱を帯びた。ぼくは焼けたストーブに触ふれた時みたいに反射的にボルトから手を離はなし、大きく体勢を崩くずした。

「あっちっ」

　一いつ旦たん完全に鉄てつ塔とうから身体からだが離れたにもかかわらず墜つい死ししなかったのは単に運が良かったのだろう。滑こつ稽けいな舞まいの末、とっさに伸ばした指先が偶然鉄骨の端はしにひっかかり、ぼくは必死に鉄塔にしがみついた。滝たきのような汗が流れ、尻しりの穴から魂たましいが全部抜ぬけ落ちるような感覚に下半身がしびれる。

　そんなぼくの耳元にスマホから声が届く。

『───熱伝導って知ってる？　物体の高温部から低温部に熱が移動する現象のことよ。通常、エキシトンやフォノンなどの粒りゆう子しが熱エネルギーを伝達することを指すわ』

「熱っ……あ、あ、あちっ」

　ぼくは彼女の言葉を千分の一も理解していなかった。というのも一旦はしがみついた鉄骨は依い然ぜんその全体がまるで触さわっていられないくらい熱く、ぼくの抱ほう擁ようを拒こばんでいたからである。鉄塔を摑つかんだり放したりと無様なダンスを踊おどるぼくの耳に彼女の声が届いた。

『あら、落ちてなかったの？　残念』

　今や自分の正体を隠かくすことなく嘲あざけりを投げるこの美び貌ぼうのクラスメイトに、ぼくは思わず声を上げた。

「き、きみは……まさか……そ、その、ち、ち、超能力───」

『しっ。それ以上言ったら殺すわよ。茶ちや碗わん蒸むしにしてね』

　こええ！

　次の瞬間、ぼっ、とまるで彼女の意志がダイレクトで現れたようにぼくの目の前に小さな炎の塊かたまりが出現する。それは植物のように鉄塔を支える鉄骨に赤い炎の根を張り、ちろちろと大気を舐なめるように揺ゆれている。

　戦せん慄りつするぼくをよそに、木佐谷樹は言葉を紡つむいだ。

『わたし、前から思ってたのよね。日常で超能力者と出会うなんて、ほとんどない。だから、もし会うことがあったらその時はぜったいに容よう赦しやしないって』

「意味わかんねーよっ。つうか、なんで闘たたかう前提!?」

『危険は芽の内に摘つんでおくべきでしょ』

　大モルトケ並の先制包囲攻こう撃げき＆殲せん滅めつ戦法を戦略思想に持っているらしく木佐谷樹軍乃は言い捨てた。ボルトを伝う熱はわずかに薄うすらぎ、鉄骨は触れるのに我が慢まん出来るかできないか、ぎりぎりの温度を帯びている。

『きみ、超能力者よね』

「いや、だから知らないってっ」

『まだとぼける気？　そんなに地上に石榴ざくろの花を咲さかせたいとはね』

「ち、ち、ちょっとたんまたんまっ。つーか、マジわけわかんないし！」

　混乱する頭の中で、とりあえずとっさにぼくはふたつのことを理解した。

　ひとつ。この女は火や炎や熱に関連したなにか不思議な能力を持っているということ。そしてもうひとつはこの女は尋じん常じようじゃなくやばいということである。

『───ねえ獅堂くん、あなた、さっき聞いたわよね。どうして自分をこんなところに誘さそったんだって』

　今や日本代表どころかワールドクラスのサディストっぷりを発揮しつつ、木佐谷樹は静かに言った。

「そ、それは……ぼくが友達がいなくて暇ひまそうな帰宅部だったからだろ」

『人目につかないからよ』

　やるきまんまんだ！

　目の前でちらちらと躍おどる炎を避よけながら、ぼくは必死に首を左右に巡めぐらせた。遥か鉄塔の上に摑まる物はなにもない。

　後こう悔かい煩はん悶もん懊おう悩のう焦しよう燥そう……様々な想いが胸の奥をよぎる中、ぼくは腹を決めた。とりあえずなんだかよくわからないけれど、とにかくここは逃にげの一手だ。

　ぼくはおそるおそる言った。

「ご、ごめん。木佐谷樹。ぼ、ぼく、もうそろそろ下りたいんだけど……」

『あら、どうして？　まだ半分じゃない。それに碍がい子しも全然撮とってないし』

「で、でも、もう暗くなってきたし、そろそろ体力も限界……」

　ぼくが息荒あらくあえいだときだった。




「まどろっこしいぞ。いつまでこんなことをしているつもりだ？」




　不意にぼくの左手の手元から地じ獄ごくの底から響ひびくような嗄しわがれた女の声がした。驚きよう愕がくするぼくに、その声はさらにぼくに語りかける。

「そんな小こ娘むすめ、さっさと犯おかして殺せばいい。なにをためらう」

「黙だまれ！　だれが出てこいと言った？　引っ込んでろっ」

『なに？　今の？』

　よく聞こえなかったのだろう。スマホを通して訝いぶかしげな木佐谷樹の声が聞こえてくる。

『……今の声、獅堂くん？　なに独り言を話しているの？』

「あ、あ、い、いや……」

　絶句し、しどろもどろになるぼくに、木佐谷樹はぼくが脳内でこさえた相手と独り言で会話していると勘違いしたのだろう。呆あきれたように言う。

『しっかし獅堂くんって見かけよりタフよねー。この期ごに及およんで、ひとり芝しば居いする元気があるんだから』

「なにが……いったいなにが目的なんだ？　きみは」

　息も絶え絶えになって訊ねるぼくに対し、彼女は素っ気なく言った。

『目的？　それはこちらの台詞せりふだわ。何が目的なの？』

「しらないよ！　ぼくに目的なんかないって！」

『……ふうん』

　これまでいいだけいたぶったことで、あらかたぼくに対する興味をなくしたのだろう。あるいは放ほうっておいても大過ないザコキャラだと見なしたのかもしれない。彼女は小さく鼻を鳴らした。

『……ま、いいわ。だいたいわかったから』

　そしてがらりと口調を変えて訊ねる。

『で、どうするの？　その高さでギブアップする？　ぼくの負けですとはっきり口にするならこれでおしまいにしてあげてもいいけど』

「─────」

　問い詰つめられ、塔にしがみついたままぼくはとっさに空を見上げた。澄すみ渡わたる大気と広がる伸のびやかな光。あたりは夕焼けに染まり、傾いた陽ひは田畑や街並み、遠くの採草地や森や山の稜りよう線せんを浮うかび上がらせながら視界の隅すみ々ずみにまでいっぱいに広がっている。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、ぼくは言った。

「ギブアップだ」

『じゃあ、わたしのスカートを持ち上げるのはいさぎよく諦めるのね？　もしそうなら、はっきりと口に出して言って。じゃないと、賭かけの不成立は認めないわよ』

「ぱぱぱ、ぱんつ諦あきらめます」

『結構。では記念に獅堂くんの写真を一枚撮っておこうかしら。自分の欲よく望ぼうと女の子の誘ゆう惑わくに負け、挙げ句にっちもさっちもいかなくなったその無様な姿を。───そのまま動かないでね』

　鉄塔にへばりついたまま身じろぎ一つ出来ないでいるぼくに下からカメラのレンズを向けているのだろう。しばらくしてカシャッとシャッターを切る音がし、続いて満足げな木佐谷樹の声が届く。

『うん。よく撮れたわ。情けなくていい感じ。これに『性せい獣じゆうの末路』というタイトルを付けて画像投とう稿こうサイトに載のせようかしら』

　さらりとおそろしいことを言って、木佐谷樹は立ち上がった。

『さてと。じゃあ、わたしは帰るわね、獅堂くん。ご期待に応こたえられなくてごめんなさい。でも、そこまで登ったんですもの。自分に自信を持ってもいいと思うわ』

　そう言うと、彼女は歩き出したらしい。音声にわずかに風の音がのる。とっさにぼくは訊たずねた。

「き、木佐谷樹……絶ぜつ縁えん碍子は……さっきの話は……あれは、最初っから全部噓うそだったのか？　ぼくをここに連れ出すための」

　木佐谷樹は一瞬、沈黙した。その沈黙はなぜかぼくにはとても長いものに感じられた。

　やがて木佐谷樹は素っ気なく言った。

『当たり前でしょう。わたしが碍子なんかに興味を持つわけないじゃないの。獅堂くんみたいなとんまな男の子を誘うための餌えさ以外にどんな理由があるっていうのよ』

「……そうか」

『じゃあね、獅堂くん。今日は楽しかったわ』

　その言葉を最後に、ふいに通話は途と切ぎれた。

「……はあ」

　ぼくは大きくため息をついた。そして、スマホがツーツー……という話中音を響かせる中、のろのろと上を見あげる。

　目の前に、電線を渡した白い絶縁碍子がある。

　お椀わんをつなげたような絶縁碍子はあかね色の空の中でとても綺き麗れいに見えた。










「木佐谷樹」

　五分後。ぼくが追いついた時、木佐谷樹はまだ近くの横断歩道の前で信号が青に変わるのを待っていた。

「───獅堂くん!?」

　スクールバッグを肩かたに提さげ、すらりとした立ち姿を見せていた木佐谷樹はぼくに呼び止められ、驚愕したようだった。そんな木佐谷樹の前でぼくは荒い息を整え、膝ひざに両手をついた。さすがにここまで一気に駆かけ通すのはきつかったのだ。

「あなた……どうやって……」

　鉄てつ塔とうの上に置き去りにしてきたはずのぼくがものの数分で地上に降り立ち、自分の目の前にいるという情景が信じられないのだろう。さすがにぽかんとしているこの子に、ぼくはひょいと手にしていたカメラを放った。

「ほら。忘れ物だぜ」

　そして両りよう掌てのひらで拝むようにしてあわててそれを受け止めた木佐谷樹に言う。

「絶縁碍子の写真───大事なものだろ」

　木佐谷樹はデジカメの液えき晶しようをのぞき込み……さらにおどろきの表情を浮かべる。そう。そこに写っていたのは撮り立てほやほやの絶縁碍子の画像の数々だった。至近距きよ離り、それも触ふれるほど間近から撮った絶縁碍子の勇姿をはじめ、鉄塔の頂上からあたりを一望した眺ながめ、さらにそのてっぺんで腰こしを下ろし、自撮りでピースサインしているぼくの画像など、鉄塔の頂上から撮さつ影えいしてきたあらゆる写真画像が保存されている。

「こ、これ……」

「一応、約束は果たしたぜ。それから───」

　絶句して佇たたずむ木佐谷樹に対して、ぼくは一瞬、言葉を探した。が、なにも思いつかず、肩の力を抜ぬくと、ふっと笑いかけて言った。

「君の写真、綺麗だね。びっくりした」

　そう言うとぼくはきびすを返した。

　体力を使い果たし、よろよろと。がに股またで。










　木佐谷樹と別れて家に帰る途と中ちゆう、スマホを見るとメッセージが届いていた。

「いま病院の帰りー。ログ、なにしてた？」

「最悪。疲つかれた」

「お疲れさまっ。どしたの？」

「こんど話すよ」

「わかったっっ。大好きよ。はやく会いたいねっ」

　ぼくは一瞬考え───そしてメッセージを打った。

「ぼくも」










　ぼくが木佐谷樹からもう一度呼び出しを受けたのは明くる日のことだった。

　翌朝、全身筋肉痛のぼくがよろよろしながら学校へ行くと、下げ駄た箱ばこに一通の手紙が入っていたんだ。

　絆ばん創そう膏こうだらけの手で封ふうを切り、便びん箋せんをあらためると、そこにはえらく達筆な字でこう書かれていた。







　獅堂くんへ。メアドを知らないので直接お手紙で書きます。

　昨日はありがとう。もう一度お話ししたいので、ここに来て下さい。




　今夜深夜１時。学校の正門前で。


木佐谷樹軍乃









「……」

　下駄箱にラブレター、それもハート形のシール付きという今時珍めずらしいくらいの古典的な手法にもかかわらず、その文面から漂ただよう禍まが々まがしさにぼくは緊きん張ちようした。またあの子がなにか企くわだてていると思ったのである。

　一方、当の木佐谷樹はふだん通りに登校していた。授業が始まっても変わったところは少しもなく、背筋を伸ばして静かにノートを取っている。あのあしざまにぼくを罵ののしり、虐しいたげ、サドっ気たっぷりに嘲ちよう弄ろうと罵ば声せいを浴びせかけていた美少女の姿はどこにもなく、ぼくは正直、昨日の出来事が夢だったのではないかと思ったくらいだった。

　その夜。

　深夜。ぼくは覚かく悟ごを決めて家を出た。だが約束の時間より少し早く着いたにもかかわらず、木佐谷樹はすでに学校の正門の前に立っていた。

「獅堂くん」

　木佐谷樹は制服姿だった。黒くろ髪かみが夜気にそよいでいる。

「きてくれたのね」

「まー、一応は」

　ぼくは用心深く言った。ぼくの警けい戒かい心しんを見て取ったのだろう。木佐谷樹は言った。

「安心して。なにもしないわ」

「だといいけどな」

「ほんとうよ。もし黒くろ焦こげにするのなら今日教室にいる時にさんざんその機会があったもの」

　こええ！

　この子が火を操あやつれる能力の持ち主であったことを思い出し、ぼくは震ふるえあがった。それは鉄塔の上で彼女にさんざん嬲なぶられたという殆ど肉体的な恐きよう怖ふに基もとづいていた。

「こっちよ。校舎に入りましょう」

「こ、ここで話せないの？」

　正門の外から声をかけるぼくにむかって木佐谷樹はわずかに首を傾かたむけて振ふり返り、笑えみを浮かべただけで無言で歩き出す。やむなくぼくは後に続いた。暗くら闇やみの中、彼女のまとう涼すずしげな夏服のシャツが白く浮かび上がり、ぼくを導いた。

　夜に学校に入るのは初めてだった。見慣れたはずの廊ろう下かや教室の風景がいつもとまるで違ちがって見える。

　考えてみれば、これは女の子と二人きりで深夜の校舎を歩くというなんともどぎまぎするシチュエーションにほかならない。そんなぼくの心情を素す早ばやく察したのだろう。木佐谷樹は前方に視線を据すえたまま言った。

「言っておくけど、へんなこと考えない方がいいわよ。いえ、正確には考えてもいいけれど実際の行動には移さない方がいいと思うわ」

「か、考えてねーよ」

　木佐谷樹はぼくを従えて廊下を進み、やがてある扉とびらの前で立ち止まった。そこは２‐Ａ───ぼくと彼女のクラスだった。

　なぜ教室に……といぶかしむぼくをよそに木佐谷樹は室内に足を踏ふみ入れると、薄うす闇やみの中、整然と並ぶ机の縁ふちにそっと中指を滑すべらせてつぶやく。

「───からっぽの教室って、なんかいいわね」

「木佐谷樹……」

「獅堂くん、座って。───自分の席に」

「せ、席に？」

「そ。着席」

　ぼくはやむなくふだん自分が座っている席（教きよう壇だんにむかって中央最前列、最悪の席だ）の椅い子すを引き、腰を下ろした。木佐谷樹はとんとぼくの机の上に横座りすると、その瞳ひとみをぼくにむける。目の前を重量感のある女の子の身体からだでふさがれ、ぼくは赤くなった。

　つうか、死ぬほど近いんですけど。

「も、もういいだろ。いったい何の用だよ」

　鼻び腔こうの奥にえもいわれぬいい香かおりを感じて、ぼくはあわててそっぽをむいて言った。一方、何を考えているのか木佐谷樹はそのしなやかな腰でぼくの机の一角を占しめつつ、形のいい脚あしを組んで言う。

「あら、用があるのはわたしではなくきみの方じゃなくって？」

　そう言うと木佐谷樹は黒髪を払はらい、挑ちよう発はつ的にぼくの瞳をのぞき込む。ぼくは思わずつばを飲み込んだ。そんなぼくをよそに木佐谷樹は机から降りると、ぼくの目の前に立った。ふわり───スカートの裾すそが翻ひるがえる。

「べつに、用ってほどのことはないの。ただ、昨日の感想を聞いておこうと思って」

「か、感想？」

「ええ。感想と苦情。どうだった？　生まれて初めて鉄塔に登って。さぞわたしに言いたいことがあるんじゃなくって？」

「蟬せみの気持ちがわかったかな。生きていることに感謝して、余生は山川草木を含めすべての生き物に優やさしくすることにするよ」

「果たしてきみに余生があればね」

「あるよ！」

「冗じよう談だんよ。絶ぜつ縁えん碍がい子しの写真、ありがとう。とてもよく撮とれていたわ」

　人間は学習する。下心と妄もう想そうのフル装備でこの子のおしりにくっついていった昨日とは打って変わり、ぼくはこの期ごに及およんでもいささかも警戒を解いてはいなかった。

　そんなぼくの気持ちを察したのだろう。木佐谷樹はうすく笑うと、ふと遠くを見晴るかすようにして言った。

「───わたしね、自分と同じような能力を持っている人間がこの世のどこかにいると思ってた。そして……そうね、ある日ばったりと、それも全然劇的じゃない形でその人と出会うって。そんな想像をしていたの。それがまさか同じクラスにいる、こんな冴さえない男の子だとは思いもよらなかったけれど」

「冴えなくて悪かったな」

　ぼくの精せい一いつ杯ぱいの皮肉もさらりと流し、木佐谷樹は黒髪を払うと言葉を続けた。

「獅堂くん、わたしが長いこと気づかなかったみたいに、あなたの持つ能力のことをこのクラスにいる全員が気づいていないわ。なぜなら、あなたはとっても上手に自分の力を隠かくしているから。でも、いったいなぜ？　あなたはどうしてこの力を受け入れ、かつそんなに自然体でいられるの？」

「さ、さあ。かわいいガールフレンドのおかげかな」

「脳内に住んでいる？　おもしろい冗談ね」

　一刀のもとに斬きり捨てると、木佐谷樹は胸むな元もとのタイに手をかけた。そしてその結び目をほどきながら言う。

「わたしが想像するに、きみは自分の人生をその能力にずいぶん投資しているわ。自分が持つ力の長所と短所を正しく理解し、適切に行使出来るようにね。でなければ、あそこまで追い詰つめられていながら平静でいることなんてできないもの」

「じ、自分の長所と短所を知ることはいいことじゃないか」

「一いつ般ぱん論もあなたが言うと心底むかつくわね」

　そう言うと彼女はするりとタイを胸元から抜き取った。そして白いシャツのボタンを上から順に一つ一つ外していき、左右に開くとなめらかな両りよう肩かたからそっとすべり落とす。

「本当に腹立たしいわ。きみみたいなエッチなことしか頭にないぼんくらな男の子にまんまと出し抜かれるなんて。つまり、あの鉄てつ塔とうにしがみつきながら、あなたは心の中でわたしの行動を見切っていたということでしょう？」

　そう言って木佐谷樹は椅子に腰こし掛かけているぼくに一歩近づくと、膝ひざに触ふれるくらい間近に立って傲ごう然ぜんとぼくを見下ろす。

「情けをかけたと思っていた相手に実は情けをかけられていた。きっと、あの鉄塔の出来事は屈くつ辱じよくの歴史としてわたしの記き憶おくに長く刻まれることでしょう。一体その巡めぐりの悪そうな頭に、どんな猿さる知ぢ恵えが宿っていたのかしら？」

「し、しらないよ。ていうか木佐谷樹さん、きみはその、どうして服を脱ぬいでいるの……？」

「あら、今ごろになって気づいたの。やはりきみは注意力散漫ね」

「誰だれにでもわかるよ！」

「あなたみたいな下げ種すを歓よろこばせるのは癪しやくだけど、賭かけはわたしの負けよ。くやしいけど約束を果たすわ。こんな変態の前で素す肌はだをさらすなんて、屈辱以外の何物でもないけれど」

　そう言うと彼女はスカートのホックに手をやる。

「いや、だからなんで脱ぐの!?　賭けは確か制服の裾がどうこうって───」

　木佐谷樹は呆あきれたように言った。

「きみってホント考え足らずね。自分が一体何メートル登ったと思ってるのよ。あなた、まさかわたしに本気でスカートを持ち上げろなんて言うんじゃないでしょうね。そんな真似まねするくらいなら最初から自分で脱いだ方がましよ」

「な、なるほど───ってか、だからもうそれいいってっ。そもそもあれは半分冗談みたいなもんだしっ」

「わたし、自分の言葉は必ず守る主義なの」

　そう言うと木佐谷樹は腰のホックを外し、足あし下もとにスカートを落とした。闇の中、白い裸ら身しんが露あらわになり、窓から差し込む月明かりが彼女のすらりとしたシルエットを浮うかび上がらせる。

「───木佐谷樹」

　言葉を飲むぼくの視線の前で、木佐谷樹軍乃は少しも動じることなくその裸身をさらすと、ぐいと身を乗り出して耳元でささやいた。

「ねえ、獅堂くん。いいかしら───？　これが最後の質問。わたし、あなたにどうしても聞いてみたいことがあったの」

「な、なに……？」

　応じはしたものの、このときのぼくは圧あつ倒とうされるばかりでろくに彼女の話なんか頭に入っちゃいなかった。いや、もちろん余よ裕ゆうでガン見してたし、ブラジャーの刺し繡しゆうの柄がらに大興奮だったし、記憶のすべてを８Ｋ画質で永久録画保存したいくらいの勢いだったけれど、でもじっさいのところで言えば、この時のぼくはただぼうぜんとし（もったいないことに！）あっけにとられていたというのがほんとうのところだったろう。なにより女の子ってきっとこうなんだろうな、とそれまで脳のう裏りであれこれ思い描えがいていた妄想のすべてがそこにあった。

　だがこの瞬しゆん間かん、女の子の下着姿に惚ぼけ面づらしていたぼくは間近に迫せまっている危機と変化に少しも気づいていなかった。

　そんなぼくに対し、木佐谷樹は月明かりを背にほとんど互たがいの吐と息いきがかかりそうなくらい顔を近づけて訊たずねる。

「昨日のことよ。あのとき、あなたはどうしてわたしの後を追ってきたの……？　わたしの力を知ったにもかかわらず、なぜそのまま逃にげようとしなかったの？」

「そ、それは……ぼくはただ、カメラを届けに……」

　ぼくはからからの喉のどで言いよどんだ。

「それだけ？　他ほかに理由はないのかしら」

「や、それは……」

「脳内の彼女に申し訳ない？」

　笑いを含ふくんだ声でささやいた木佐谷樹の身体が、ゆっくりと傾いた時だった。


「───おもしろい小こ娘むすめだ。その力、妾わらわの血脈の一部となるに足る」



「!?」

　不意に間近で響ひびいた嗄れた声に、ぼくと木佐谷樹は同時に凍こおりついた。

　瞬間、月明かりを受けて教室の床ゆかに伸のびたぼくの影かげが、まるで墨すみでもぶちまけたようにその面積を大きく広げると、突とつ如じよ垂直に起き上がり、嵩かさ高だかくふくれあがるやぼくらめがけて襲おそいかかってきた。

「お、お前……！」

　おどろきの声を漏もらすぼくの面前で、衝しよう撃げき音と共に机が吹ふっ飛ぶ。ぼくは木佐谷樹を突つき飛ばして床に転がったが、ひっくり返った椅子と机の狭はざ間まで身を起こす間もなく影はまるで生き物のように床を這はうと、ぼくらにむかってさらに突とつ進しんしてくる。

「なに……？　これ……」

　目の前の状じよう況きようがまだよく理解出来ないのだろう。女の子らしい仕草で身をすくめる木佐谷樹に対し、闇色の影は彼女の身体を覆おおい尽つくそうとするようにその足下に殺さつ到とうする。

「きゃっ……」

「！」

　ぼくはとっさに床に左手をつき、ありったけの重力を奔ほとばしらせた。その瞬間、影はぴたりと動きを止め、いらだたしげにうごめく。影は前後左右にその身を激しくのたうち回らせていたが、己おのれの動きを止めた元げん凶きようを悟さとったのだろう。今度はぼくに狙ねらいを定めるや、鋭するどい奔ほん流りゆうとなって襲いかかってくる。

　ぼくは間かん一いつ髪ぱつその襲しゆう撃げきを避よけると、素す早ばやく教室の壁かべを蹴けった。そしてその勢いのまま伸ばした指先で天てん井じように軽く触れる。その瞬間、ぼくは地球の重力に抗あらがってくるりと一回転し、掌てのひらの接地面を中心に四し股こを踏ふむようにして両脚を天井に着ける。

「し、獅堂くん!?」

　まるで地面に立つようにして天井に逆さに立つぼくを、木佐谷樹はあっけにとられて見つめる。彼女はこの時はじめてぼくの超ちよう能のう力りよく者としての力を目にしたのだった。

　そう、これがぼくの力───『重力』。ぼくは自分の身体に触れたあらゆる場所を媒ばい介かいにし、そこに人工的な重力を発生させることができるのだ。

　ちなみにぼくはこの能力を『ディメンション・トリガー』と名付けている。生まれついた自分の力に夢中になり、それに凝こった名をつけるべく英語辞書を引っ張りながらあれこれ技わざのネーミングに頭をひねっていた中学時代の痛い過去、古傷だ。

　その影とも闇やみともつかぬ奇き妙みような黒い存在は標的を失い一瞬動きを止めたが、まるで意図を持った液体金属のように再集合するや、再び黒い津つ波なみとなって頭上のぼくを襲う。

「よっと」

　ぼくは重力を切り、床に着地した。片膝をついた姿勢を正す間もなく、影はぼくの下もとに殺到する。

　ぼくは下着姿の木佐谷樹をかばうようにして彼女の前に立つと、革かわの指ぬきグローブを塡はめた左手をすっと前に差し出した。その瞬間、床に転がっていた椅い子すと机が一いつ斉せいに起き上がると、ぼくの掌の前でたちまち人工的な壁を作り上げ影の攻こう撃げきを跳はね返す。

『グラビティ・ストリーム』───革のグローブの掌の部分に仕込んだ薄うすい金属の板を触しよく媒ばいとすることによって掌に重力を発生させ、手元へ自在に物体を引き寄せる技。そして過去の痛いネーミングファイルその２、だ。

「獅堂くん……」

　ふっ。決まった。

　間一髪、クラスメイトを救い、ぼくが自分のかっこよさに内心うっとりとしていたときだった。

「やほーっ。ログっ。わたし、遊びにきたわ!!」

　明るく、あっけらかんとした声がぼくの夢想を破った。深夜の静せい寂じやくを破り戦せん闘とうでごったがえしている２‐Ａの教室の窓むこう……ちょうど雲間から顔をのぞかせた月明かりをバックにかわいい闖ちん入にゆう者が姿を現す。

　グラウンドに面した教室の窓のむこうに、使い古された庭にわ箒ぼうきに乗った年若いブロンドの女の子が一人、こっちを見て元気いっぱいに白い歯をこぼしている。

　ぼくは啞あ然ぜんとした。

「ロ、ロンド……!?　きみ、なんだって……」

「へへー。ボナッセーラ！　会いにきちゃったっ」

「会いに来たって……な、なんでここが……つーかきみ、検査入院だったんじゃ……」

「もうすっかりよくなったわっ」

　その子───星ほし降ふりロンド・タルクウィニアは鮮あざやかに右目をつむって見せた。そして箒で器用にホバリングしたまま窓辺に近づき、からりと窓を開ける。

「お散歩くらい平気よっ。それに、退たい屈くつだったからちょっと抜ぬけ出してログのおうちに遊びに行こうとしたら、たまたまこの近くにログの気配が……」

　そこまで言ったところで、ロンドの視線はようやくぼくの隣となりに下着姿で寄り添そう木佐谷樹軍乃の存在に気がつく。

　ぴしっ。

　ロンドは凍りついた。ついでにその場の空気も。

　絶望の泥どろ沼ぬまに両脚をつっこみつつ、ぼくはこの案件について可か及きゆう的てきすみやかに一千億個の言い訳を思いつこうと努力したが無む駄だだった。最初の一個すら思いつかないうちに、ロンドの表情が陰かげり、ゆがみ、崩くずれる。生まれて初めて拵こしらえたガールフレンドが泣き出す瞬間を、ぼくは罪悪感たっぷりに目まの当たりにしたのだった。

「ああん。ログのばかーっ。もうだいっきらい!!」

　ロンドは子どもみたいに一声叫さけぶと、大泣きしながら飛び去っていってしまった。ぼくはあわてふためいた。

「ロ、ロンド待ってっ。ちがうんだっ。違ちがうっ。それマジ誤解っ、ちょっ……」

　さっきまでの自己陶とう酔すいっぷりはどこへやら、ぼくは必死にその背に追いすがった。つーか生まれて十七年、ここまであわてた記憶はない。だがこの時、この子を追いかけようとしたのはぼくだけではなかった。

　それまでぼくらを付け狙い、暴れ回っていた闇色の影はロンドの出現に伴ともない一瞬その動きを止めていたが、やおら身を翻ひるがえすや奔流となって彼女の後を追って窓を飛び出していく。その動きはまるで意志を持った生物のそれか、熱源を探知して敵機を自動追つい尾びする兵器を思わせた。

　ぼくははっとした。と同時に、それまでうすうす感づいていたこいつの正体について思い至る。

「───くそっ」

　ぼくは激しく舌打ちしてふたり（？）の後を追う。

「うそ」

　一方、そんなぼくらに対し木佐谷樹は目の前で繰くり広げられるあまりの急展開に面めん食くらっていたようだったが、ようやく我に返ったのだろう。いくぶん取り乱した様子でぼくに訊ねる。

「獅堂くん。い、今のはいったいなんなの!?」

「ロンドとドッペルゲンガーだよっ」

　ぼくの応いらえはまったく滅め茶ちや苦く茶ちやだったが、じっさい、この子も相当混乱していたにちがいない。とんちんかんな言葉をぼくにぶつける。

「ていうか獅堂くん、あなた彼女いたの!?」

「さっき言ったろ！」

　窓まど枠わくに手をかけたままぼくは怒ど鳴なり返すと、足下に『重力』を展開させるや校舎の外がい壁へきを全速力で駆かけ出した。『重力』が伝う場所さえあれば、そこはぼくにとって一瞬で大地となる。

「だって、まさかホントだとは思わないじゃない！」

　床に落とした制服を慌あわただしく身につけ木佐谷樹は叫んだが、ぼくはそれどころではなく、外壁を駆けつつ懸けん命めいにあたりを見み渡わたした。

　ロンドは……あの影は───？

　いた───校舎の屋上にいる！

　ぼくの見上げた視線の先に、Ｌ字型の校舎のちょうど突とつ端たん、屋上の端はしに追いつめられたロンドがあの黒の影と間近で対たい峙じしている。先刻の大泣きから一転、涙なみだも乾かわかぬ間に突とつ然ぜん襲おそいかかってきた「動く影」にすっかり気が動転しているのだろう。ロンドとおぼしき小さな背は目の前に現れた影を前に身をすくめ、懸命に後ずさりしようとしている。

「ち、ちょっと、きゃ……。な、なにっ、これっ」

「ロンドっ!!」

　駆けつつぼくは叫んだ。
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　その瞬間───雲間に月が隠かくれ、あたりが暗くなったときだった。ぼくの声に反応したように影が前後に蠢うごめき、揺ゆるぎ、生き物のように伸しん縮しゆくする。影はゆらゆらと揺れながらまるで粘ねん土ど細工のように己の細部を彫ちよう塑そしていくや、やがて完かん璧ぺきな人の姿を……それも年若い女の子の姿を形作る。

　そこに現れたのは、華きや奢しやな少女の影。

「え……」

　ぼくはぼうぜんとした。が、なによりおどろいたのは他ほかならぬロンド本人だったろう。自分とうり二つ、顔の造作から姿形に至るまで寸すん分ぶん違たがわぬ闇色の影がほの暗い月明かりの中、目の前に佇たたずんでいるのだから。

「わ、わたし……？」

　ロンドがぼうぜんとつぶやく。

　光と闇……まるであわせ鏡を挟はさんだように己の影と正対しつつ、ロンドは声もなくもう一人の自分の姿に見入った。

　が、その静寂も一いつ瞬しゆんだった。

　どくん。

　突然大きく身じろぎするや、影はたちまちその形を崩すと黒い津波となってロンドにむかって殺到する。───まるで、合体することで再び元の一いつ対ついの存在に戻もどろうとするかのように。

「く！」

　そうはさせじと屋上に真横から駆け上がったぼくは床に重力を走らせた。とたんに影はその場に釘くぎ付づけになる。重力で身体からだを固定されたことに気づいたのだろう。影は身を翻すや、信じられないような速度でぼくに襲おそいかかる。

　はじき飛ばされ、ぼくはたったいまのぼったばかりの外壁をころころ転がった。とっさに指先に触ふれた壁を地面に変え、かろうじて校舎の端にしがみつく。影かげは返す刀で動けないでいるロンドにむかって襲いかかる。

　まずい、とぼくが擦すり傷だらけの顔を上げたときだった。

「！」

　鋭い衝しよう撃げき波はがロンドと影の間を切り裂さいた。そしてその背後にあった壁に弾だん痕こんのような穴をうがつ。さらに飛び退のく影を追尾し、ロンドとの距きよ離りを遠ざけるように二つ、三つ、四つ、と次々に紅ぐ蓮れんの弾痕がうがたれてゆく。

　肩かた越ごしに振ふりむくと、校舎の端の窓を大きく開け放ち、黒くろ髪かみを夜風に靡なびかせながら窓辺に佇む女子高生の姿がある。

　闇の中、その瞳ひとみは深しん紅くに染まっている。

　紅あかく、

　紅く───。

　まるで、この世の総すべてを燃やし尽つくすように。

「木佐谷樹……!?」

　おそらく炎ほのおの塊かたまりを圧縮し高速で飛ばしたのだろう。そのスナイパーもかくやという正確無比のコントロールに、いや、それ以前にこの子が手を貸してくれたことにおどろき、ぼくが一瞬あっけにとられたとき、彼女が鋭するどく叫んだ。

「獅堂くん！」

　はっとして屋上を見あげると、再度距離を詰つめ、ロンドを急きゆう襲しゆうした影がフェンスと手すりを壊こわし、そこから小こ柄がらな女の子が転がり落ちるのが見えた。

「きゃっ……」

　屋上から落ちたロンドは脚あしをばたつかせて半分折れ曲がった手すりに摑つかまり、しばらくうんうんうなっていたが、自重を支えきれずに手を離はなしてしまった。が、幸運なことに数メートル落下したところで、三階の窓の隙すき間まから風に靡いていた白いカーテンの裾すそをつかんでどうにか落下を食い止める。闇やみ夜よに生き地じが裂ける音が響ひびく。

「危ないっ!!」

　瞬間、そう叫んだのはぼくではなかった。なんと木佐谷樹軍乃はとっさに落ちかけたロンドを助けようと窓から身を躍おどらせると、校舎の外壁を縦に這はっている近くの雨あま樋どいに飛び移ったのだ。そして、さらにそこからロンドにむかって手を伸のばす。

　が、届かない。到とう底てい距離が足りない……とぼくが歯は嚙がみした時だった。

　闇の中、火花が散り、紅蓮の炎が舞まう。

　なんと彼女は深紅の瞳を自分の摑まっている雨樋に向けると、雨樋を固定している金具を炎で焼き切ったのだ。金具はまるでバターのように一瞬にして千切れ飛び、支えを失った樋が一気にかしぐ。

　木佐谷樹は校舎の外壁に沿ってまるで穂ほを垂れるようにして大きく傾かしいだ樋をロープがわりに使うと、カーテンの裾から今まさに引き剝はがれかけていたロンドの手首を間かん一いつ髪ぱつのところで摑んだ。

「木佐谷樹……」

　ぼくは木佐谷樹のことを何も知らない。

　この子が一体どんな人生を送ってきたのかも知らなければ、どのような家庭環かん境きようで育ったかも知らない。得意科目も、好きな音楽も、好きな映画も、雨の日と晴れの日のどっちが好きなのかも知らない。ぼくが知っているのはただ、彼女が同じ高校に通うクラスメイトだということ、美人だということ、そして並外れた超ちよう能のう力りよくを有しているということ───ただそれだけだ。

　だから一体なぜ彼女がここまでのことをしてくれたのかわからない。だがこの子のおかげでロンドが現世に留とどまり、地面に叩たたきつけられる光景を見ずに済んだことを、ぼくはたぶん一生忘れないだろう。

　そしてその顚てん末まつも。

　ばきっ。

「あ」

　ぼくが全身で安あん堵どの吐と息いきを漏もらしたまさにその時だった。

　二人分の重量を支えられなかったのだろう。樋が真っ二つに折れる。木佐谷樹のスカートがふわりと拡ひろがり、ロンドのブロンドがゆっくりと舞う。ぼくは二人の少女───生まれて初めて作った魔ま女じよのガールフレンドと、筋金入りのサディスト兼けん可燃性女子高生クラスメイトがきつく抱ほう擁ようし合いながら地表にむかって落ちてゆく様をぼうぜんと見送った。それはまるでアニメのスロー再生のように１フレーム１フレーム、連続するすべての動作を分解しながらぼくの網もう膜まくの表面に映り、瞬またたき、そして焼きついた。

「あ───……」

　瞬間、ぼくは無意識に走り出していた。

　足あし下もとに重力を走らせ、その上を自らも駆け出す。腰こしを沈しずめ、腕うでを振り、無我夢中で脚を踏ふみ出す。ぼくは半ばつんのめるように前ぜん傾けい姿勢で走った。鼻の先を擦こするくらい走った。

　助ける。

　絶対に助ける。

　そうだ。木佐谷樹軍乃はすごくいい奴やつなんだ。

　無人の公園とか、

　朝あさ靄もやの中の標識とか、

　ひとけのない駅の改札とか、

　縁えん側がわでひなたぼっこしている仔こ猫ねことか、

　膨ぼう大だいな絶ぜつ縁えん碍がい子しのコレクションとともに、自分の琴きん線せんに触れた光景を思わず愛用のカメラに収めてしまうくらい、

　そしてそんなセンチメンタルな自分をひた隠し、にもかかわらず、校舎の窓から落っこちそうになっている見ず知らずの女の子をつい身体を張って助けてしまうくらい、胸に熱いものを秘ひめているいい奴なんだ。

　だから───、

　だからどっちもぜったいに死なせたりしない。

「うおおおおおおっっ」

　ぼくは死に物狂ぐるいで壁かべを駆け降りると、空中にいるふたりにむかって身を躍らせた。……ところではたと気づく。

「あ」

　まずい。

　ぼくは大地から決して離れてはいけないんだった。能力を行使するのに固体の触媒を必要とするぼくは、身体との接地面をなくした時点で重力を発生させることが出来なくなってしまう。つまり、壁から脚を離した瞬間にぼくは凄すご腕うでの超能力者どころかただの冴えない男子高校生にまで戻ってしまうのだ。

　我を忘れ、そのことを完全に失念していたぼくは彼女たちを助けるどころか、この子たちとひとかたまりになって落っこちていく羽目になった。

「ひいいいいいぃー……」

　落ちる。落ちる。

　ど、ど、どうしよう？

　重力に引かれ地面に激げき突とつするまでのほんの僅わずかな数瞬、ぼくは死に物狂いで手足を舞まわし何か触媒になりそうなものを探した。と、そこでつと腰のあたりになにか硬かたい物が当たっていることに気づく。それが何か考える間もなく、ぼくは木佐谷樹のスカートのポケットに手を突つっ込むと指に触れたそれ───ピンク色のデジタルカメラを取り出し、それを種に夢中で重力を解放した。

　狙ねらいは今まさに叩きつけられそうになっているグラウンドの脇わきにある体育用具室。

　その瞬間、ぼくの力は正しく物理に作用した。体育用具室の扉とびらのちょうつがいがはじけ飛ぶとドアが外れ、中から分厚いマット……走り高たか跳とび用のマットが超高速でぼくの持つデジカメめがけてすっ飛んでくる。そして───

　ぼふっ。

　一瞬の後───ぼくら三人はマットの上でもつれあってひっくり返っていた。マットは間一髪……地面まであと数十センチのところでぼくらの真下に滑すべり込み、その分厚いクッションでぼくらとあの世を隔へだてる緩かん衝しよう材ざいとなってくれたらしい。

　た、助かった……のか？

　ぜいぜいと息を弾はずませつつ、ぼくはぼくの重力でまとめて引きつけてしまったバレーボールやネット、得点板、陸上用の三角コーンなんかと一いつ緒しよに闇色の空を見上げた。そして安堵感の中、ロンドと木佐谷樹、左右両りよう脇わきにいる二人の女の子のぬくもりを全身全ぜん霊れいでかみしめる。

　夏空、星が瞬く。

　互たがいの鼓こ動どうと息づかいが夜気の中をゆっくりとたゆたっていた時だった。

「───獅堂くん」

　ぼくの胴どうの上に載のった木佐谷樹が優美にその肢し体たいを起こした。

　そして、色っぽくわずかにほつれた長い黒髪を指先で耳の後ろにひっかけると、まるで先刻から心を騒さわがせるような出来事なんてなにひとつ起こっていないみたいな落ち着いた態度でその切れ長の瞳をこちらにむけて言う。

「いろいろ、詳くわしい事情を説明してくれるかしら……？」

　そう。

　この日、ぼくは生まれて初めて自分と同等、もしくはそれを凌しのぐかもしれない力を持つ超能力者と出会ったのだった。

　絶縁碍子マニアにして生まれながらの発フアイ火ヤ・スタ者ーター───




　木佐谷樹軍乃という少女に。
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　【魔女】（ま‐じょ）英：witch　仏：sorciere　独：Hexe





　中世～近世のヨーロッパの伝承。悪あく魔まや悪あく霊りようなどと契けい約やくを交かわし、超ちよう自然的な力によって人に害を及およぼすとされた人間、または魔術や妖よう術じゆつを行使する者のこと。Witch。









　星ほし降ふりロンド・タルクウィニアと出会った時、ぼくは彼女のことを魔女だなんてひとかけらも思わなかった。記念すべきそのファーストコンタクト……寝ねていた彼女の部屋の窓にぼくがうっかり足を踏み入れた時だって、ロンドはAmazonの段ボール箱に囲まれながらベッドの上で提てい督とく業に明け暮れていたし、その後もゲーム三ざん昧まい、ネット通つう販はん三昧、余よ命めい幾いくばくもなくなり病院へかつぎ込まれた時でさえ、スマホやら携けい帯たいゲーム機やらを大量に持ち込み、その正体を漏らすようなそぶり───どこにでもいる今時の14歳の少女にふさわしくない振る舞いは毛筋ほども見せなかったからだ。

　だからぼくがそれを知ったときにはもう事態はのっぴきならないところまで進んでいたといっていい。つまり言葉を換かえればぼくはこの子にまんまと一いつ杯ぱい食わされたわけだが、ＪＪさんに言わせれば「あら、ログ様。恋こいの駆かけ引きというのはそういうものですわ」ということになる。

　なるほど。女の子は奥が深い。

　女の子、と言えば、最近一つ気になっていることがある。

　古来魔ま性しようの女性のことを魔女と呼ぶらしい。

　じゃあ、元から魔女の女の子が魔性の女になった場合はなんと呼ぶべきなんだろう？










　月曜日の朝。

　布ふ団とんの端はしを抱だきしめ、素す敵てきな夢の中に埋まい没ぼつしていたぼくはなにやら耳に快い声を得て目を覚ました。

「おにーちゃん。朝だよ。早くしたくしないと遅ち刻こくしちゃうよ」

「う、ううん……」

　一度は薄うすく目ま蓋ぶたを開いたものの、睡すい魔まの誘ゆう惑わくにやすやすと屈くつして目を閉じたぼくの耳に、再度、今度はいくぶんたしなめるような声が届く。

「もう！　ダメじゃない。起きて学校行かないと。ほら、しゃんとして」

「んん……むにゃ……」

　寝返りを打ち、わずかに寝ぼけ眼まなこを開けたぼくの瞳ひとみにメグの白い喉のどが飛び込んでくる。視線を動かすにつれ、あごの線やまだ幼さを残した鼻筋、なめらかなほっぺ、透とう明めい感かんのある瑞みず々みずしい瞳などの細部を経て、やがて見るからに聡さとそうな小学生の女の子の顔へと行き着く。ショートカットの髪かみをピン留めでとめておでこを露あらわにし、エプロンを身につけたぼくの妹……獅し堂どうメグが枕まくら元もとに立っていた。

「おはよ。おにーちゃん」

「……おはよう」

　ようやく二度寝の心配がないのを確かく認にんしたのだろう。メグは表情を崩くずすと、一点の曇くもりもない笑えみを浮うかべて言う。

「もうすぐ朝ご飯ができるよっ。早くしたくしていっしょにたべよう」

　寝ぐせだらけの頭をもたげつつ、ぼくはぼんやりと自分の部屋を見回した。それから手を払はらって妹を追い出すとベッドから起き上がりＴシャツを脱ぬぐ。裸はだかになると身体からだのあちこちに打ち身や痣あざがうっすらと残っている。

　つと気になり、ぼくは自分の左手をまじまじと見つめた。何の変へん哲てつも無い、長年使い慣れたぼくの左手。

「おい」

　あれはいるのだろうかと、ためしに声をかけてみる。が、返事はない。

　やれやれ。

　ぼくは首を振ふると着き替がえを再開した。制服のシャツを手に取ったところでキッチンの方からとんとんとん、というメグが包丁を使う小気味いい音が聞こえてきた。










　十五分後。着替えと洗顔を済ませてぼくは食しよく卓たくについた。テーブルの向かい側ではすでに学校へ行く準備を整えたメグが膝ひざを揃そろえて待っていた。

「いただきます」

「いただきます」

　尋じん常じようなあいさつののち、これまた尋常な……と呼ぶにはあまりにまっとうすぎる朝食をふたりで食す。ちなみにこれを作ったのはすべて今年小五になる妹だが、食生活の乱れたこのご時世に、朝からほうれん草の卵巻きになめ茸たけとネギの味み噌そ汁しる、鮭さけの西京焼きなんていうバランスの整った朝食を食べられる高校生がどれだけいるかを考えれば、この状じよう況きように文句を言うなど天に唾つばする行こう為いにちがいない。

　そんなぼくの感かん慨がいなどつゆ知らず、妹は虫も殺さぬ顔で言う。

「おにーちゃん、わたし昨日夢を見たわ」

「へえ。どんな？」

「いい夢だったわ。わたしがスーパーでお買い物していたら帰り道にばったりおにーちゃんと会ったの」

「ほお。そいつは奇き遇ぐうだな。夢とはいえ」

「とっても大きいビルみたいなマンションの前よ。でもおにーちゃん、わたしにぜんぜん気づかないの。それどころか、道ばたで土下座してたわ。背の高い、外国人の綺き麗れいな女の人の前で両手をついてぺこぺこ」

「へ、へー」

「あまりにいい夢だったので思わずほっぺをつねったわ。そうしたら痛くて涙なみだがぽろって出てきたの。不思議な夢よね」

「おまえ夢の中とは言えなんてことするんだよ」

「だって、あまりに信じられない光景だったんだもの」

「安心しろ。それは単なる夢だ。その証しよう拠こににいちゃんも同じ夢を見た。土下座の最中にぱっと横を見ると、エコバッグを提さげたお前がにいちゃんを可哀かわい想そうな生き物を見る目で見ていた。あまりに気まずかったので思わず二度寝してなかったことにしたよ。ここはお互い白昼夢を見たということでこの件は永遠に闇やみに葬ほうむろう。それが獅堂家平和のためだ」

「はくちゅうむ？」

「そう。白い昼の夢と書いて白昼夢。お味噌汁おいしいね。おかわり」

「とぼけないで」

　メグはぼくの差し出した椀わんをひったくるとぷっとむくれていった。

「わたしが知りたいのはね。あの土下座はいったい何だってこと。だいたい、自分の兄が公衆の面前で土下座しているのを見る妹の気持ちにもなってよ。情けなくて涙が出るわ」

「……はい」

　ぼくはしょんぼりとうなだれた。そして先日の出来事を思い出す。ぼくにしてもまさか土下座の最中に妹と鉢はち合あわせするとは夢にも思っていなかったのだ。

「で、あれはなんなの？」

「あれは土下座じゃない。にいちゃんはあの女の人個人に頭を下げていたのではなく、女の子のぱんつの魅み力りよくには抗こうしがたいという全人類の苦しみの前に手をついていたんだ」

「は？　なにそれ。意味不明。超ちよう馬ば鹿かみたい。ていうか気持ち悪いから半径９００キロ以内に近づかないでほしいんだけど」

「それ、日本の領海域出てるだろ……」

　ドストエフスキー、不発。

　ラスコーリニコフを気取ってみたものの一ミクロンも相手にもされないどころか逆に嫌けん悪おの視線を全身いっぱいに浴び、ぼくは観念した。やむを得ない。事ここにいたっては全部白状するより仕方が無い。

　ぼくはひとつ深呼吸すると、メグにむかってかくかくしかじか事情を説明した。もっとも全部語ってしまうにはいささか不都合な事情があるわけで、ぼくは必死に頭を整理しつつ、ここ数日で起こった出来事について簡単ないきさつ───最近知り合ったクラスメイトの女の子とたまたま夜一いつ緒しよにいるところを見られ、もう一人のなかよしの女の子に誤解を与あたえてしまった（べつにまちがった説明ではないよな。うん）ことについて、あくまで女子小学生に話しても差し支つかえない範はん囲いで説明した。

　つーか、なんでぼくは朝っぱらから妹と二人で恋バナしてるんだろう？

「で、その子はすっかり勘かん違ちがいして怒おこって帰っちゃったんだ。ぜんぶ誤解なのにさ」

「ふうん」

　数分の後。一連の顚てん末まつについてぼくの説明をすべてを聞き終えた後、メグは深々と腕うで組ぐみをしていった。

「でもそれって、おにーちゃんが悪くない？　なんで夜に女の人と一緒にいるの？」

「だって、手紙で呼び出されたんだもの」

「もう。そうじゃなくて。わたしが聞きたいのは、なかよしになったお友達がいるのに、どうしてべつの女の人と会う約束をしたのってこと」

「や、なんか用事があるっぽかったし……それに、」

　相手が超能力者だったから。───と言いかけたところで、まさか本当のことを言うわけにもいかず、ぼくはあわてて口をつぐんだ。

　そんなぼくに対し、メグは容よう赦しやなく言った。

「わたし、この件はおにーちゃんの自じ業ごう自じ得とくだと思うな」

「そ、そんなこと言わずに助けてよ。にいちゃん、どうすればいいと思う？」

「どうすればいいって、そんなの、子どものわたしにわかるわけないでしょ」

「そんなこと言わずに教えてくれよう。どうすればなかったことにできる？」

「メグ知らない」

　メグはぷいとそっぽをむく。ぼくは言った。

「もし助けてくれないと、もう学校の宿題見てやらないからな」

「な、なによそれ」

「もしアドバイスをくれないんならメグを嫌きらいになるぞ。もう買い物もつきあわないし、夜中にこわい夢見たあとよしよしもしないし、トイレにもついていってやらないからな」

「うー」

　メグはほおずきみたいにほおを赤くして困っていたが、やがて口を尖とがらせて言う。

「おにーちゃん、サイテー」

「なんとでもいえ。男には時に非情にならなければならないときがあるのだ」

「なによそれ」

　メグは片かた眉まゆを持ち上げた。そしてため息をついて言う。

「で、どうすればいいのよ」

「とりあえず、女の子のご機き嫌げんをなおす方法を教えてください」

　ぼくは妹に深々と頭を下げ、食卓に両手をついた。










　その日の放課後。ぼくは生まれて初めて花屋さんを訪ねた。

　初めて足を踏ふみ入れた店内は、お花の匂においがした。ぼくは手の綺麗な店員のおねーさんにピンクのバラとかすみ草とカーネーションの花束を作ってもらうと、ついでに「全快おめでとう」と記した洒落しやれたグリーティングカードも中に入れてもらい店を後にした。よーするに、女の子のご機嫌を取るのならお花の一つも提げていったら？　という妹の提言に従ったわけである。

　作ってもらったばかりの花束を手た折おらないようぎこちなく抱かかえ、通りを歩くぼくの頭上に仰あおぐような高層マンションが見えてくる。

　いざ。

　ぼくは大きく息をつくと、背筋を伸のばし、いきおいよく舗ほ道どうを渡わたった。










「まったく。いきなり土下座はおやめ下さい」

　十分後───。

　ぼくは目の前に立つ女性を前に深く深く拝はい跪きしていた。小ホールほどの大きさもあるロンドの住むマンションのエントランスである。

　すらりとした長身に秀ひいでた額の中なか程ほどでまっすぐに切りそろえたブルネット。そのスーパーモデル級の美び貌ぼうとプロポーションは白のハイネックのブラウスをのぞけば全身黒ずくめという地味なメイド服でさえ美しく際きわ立だたせ、同性異性問わず衆人の視線を惹ひきつけずにはおかない。

　冷たい大理石の床ゆかからわずかに視線を上げると、彼女の履はいているエナメルのヒールの先せん端たんが見えた。さらにその上にさかのぼれば、これまた黒のストッキングに包まれた足首、そしていきおいよく伸びた大人の脚あしへと続く。

　ＪＪ───というのがこの女性の名である。むろんこれはイニシャルであり、本名は別にあるらしい。二十歳はたち前後の大人びた美貌の女性で、星降家の専属侍じ女じよとして幼少期より長年ロンドの世話をしてきた、いわば彼女の養育係……いや、もういっそ母親の代わりと言っていいほどのお人である。

　ＪＪさんは胸の前で腕うでを組むと困り果てたというように言った。

「お顔をお上げ下さい。ログ様。殿との方がたはそう軽々しく人前で頭を下げられるものではありません」

「いえ。ロンドに会わせていただけるまではっ」

「またそんなことを言って……。当方の迷めい惑わくもお考え下さい。何度お越こし頂いてもロンド様のお気持ちが変わらぬ以上、お通しするわけにはまいりません」

「どーか、そこをなんとか」

　頭上でため息がもれるのをぼくはひたすら辞を低くして頼たのみこんだ。なんと言われようと今はこの人の情けにすがるよりほかにない。

　むろんこうなった原因はすべてぼくにある。先日の夜、ぼくが深夜の教室で木佐谷樹とくっついているのを目もく撃げきしたロンドはすっかり誤解したのだろう。あのあと短いが深刻なすったもんだの末、ぼくはこのガールフレンドから絶交を言い渡され、ホモサピエンスの資格剝はく奪だつ＆太陽系追放令まで宣告されてしまったのである。

　ぼくは絶望のあまり首をくくりそうになったが、ともあれまずは誤解を解くよりほかに道はない。だが弁明しようにもロンドはこの豪ごう奢しやな要よう塞さいに立て籠こもってしまい、しかもその城門を守っているのは鉄てつ壁ぺきのガード……というわけで、ぼくはこの人に取り次ぎを願うべく、こうしてロンドの自宅であるこの高級マンションを訪ねてはひたすら頭を下げていたのである。
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「ロンド様をあんなに泣かしておいて。そんな実のない男性を主あるじに引き合わせるわけには参りません。どーぞ、お引き取りを」

「だからそれはすべて誤解なんです。話せば長い長い訳が……。だいたい、ぼくがそんな女の子からもてるような男に見えますか？」

「存じません」

　ＪＪさんはぷいとそっぽをむいた。

「それに、世界には73億もの人口がいるんです。うち半分が女性だとして、一人や二人男性の趣しゆ味みのおかしい人がいてもふしぎではないでしょう。旧約聖書に天からカエルが降ってくる挿そう話わがあるくらいです。ログ様がおモテになる平行世界への扉とびらがこの世のどこかに開いていても不思議はありません」

　ひでえ！　ぼくのモテる世界はもはや異世界扱あつかいかよ。

　てゆーかこれ、まわりまわって自分の主のことまでディスってるだろ。

「そもそも、ログ様もロンド様にとって今はお体を休め、体力を養う大切な時期だということはおわかりのはずです。お医者様からお墨すみ付つきは頂いたとはいえ、まだ療りよう養よう中というお立場は変わらないのですから。それをお心を騒さわがせるなんて。あの夜、わたくしがどんなに心配したかおわかりですか？」

「は、はい」

「さらにいえば、ロンド様の今後の身の振ふり方もあります。知っての通りロンド様は回復を機にこのマンションをお出になり、わたくしどもはあの方に付き従うことになりました。現在、松まつ岡おかさんが懸けん命めいに新しい住まいを探しておられます」

「えっ。ＪＪさんもロンドについていくことになったんですか？」

「当然です。わたくしがいなくて、どうしてロンド様の暮らしが成り立ちましょう。まったく。ただでさえ立て込んでいる状じよう況きようなのに、この上さらにいらぬ騒そう動どうをひき起こしてロンド様を悲しませるなんて……。言語道断、少しはご自分のお振る舞まいをあらためなさいませ」

「……は、はい」

　一言もなく、ぼくはしょんぼりとしてうなだれた。

　そんなぼくを見て憐あわれと思おぼし召めしたのか、それとも最初から単にお灸きゆうを据すえただけだったのか、この美貌の衛え士じはひとつ吐と息いきをつくと、がらりと口調を変えて言った。

「まったく……。ロンド様からのご伝言ですわ。『エレベーターがワンフロア上がるごとに自分の愚おろかさと間ま抜ぬけさを嚙かみしめ、反省しながら昇のぼってきなさい。大いなる銃じゆう撃げきと斬ざん撃げきの末に、そなたは大いなる許しを得るであろう』───とのことです」

「へ？」

「手早く申せば、早くあがってこい、とおっしゃってるんですわ」

　一いつ瞬しゆんきょとんとしたぼくはハッとこの美貌の侍女を見上げた。そんなぼくに彼女は片眉を持ち上げて見せた。

「昨日のことです。木き佐さ谷や樹ぎ軍ぐん乃のと名乗るお方がわたくしどもの下もとを訪ねていらっしゃいました。何でもロンド様のポケットからこぼれた保険証をお拾いになったらしく、わざわざお届け下さった後ロンド様に面会を申し込まれ、獅堂くんのことでぜひお話ししておきたいことがあると述べられました」

「木佐谷樹が……ここに!?」

「ええ。そしてロンド様とご面会になり、先日の一件についてその事情と経けい緯いを丁てい寧ねいに説明しておられました。かいつまんで申せば、ご自身とログ様の間には一いつ切さい何もない。彼はただ、自分の個人的な相談に乗ってくれていただけだ、と」

　ぼうぜんとするぼくをよそに、彼女はふっとため息交じりに苦く笑しようをもらして言った。

「これ以上のことは主から直接お聞き下さい。言っておきますけれど、ユアハイネスはおむずかりになると長いですわよ」

「あ、ありがとう、ＪＪさんっ」

　そう叫さけぶとぼくははじかれたようにエレベーターに飛び乗った。そしてロンドの居る最上階───59階を押す。

　扉が閉まる直前、ＪＪさんは鮮あざやかなウインクを投げて言った。

「いーですね。くれぐれもロンド様を悲しませるようなことのないように」










　チン、という軽かろやかな音と共にエレベーターが最上階につくなり、広々とした空間がぼくを包みこんだ。

　その規模は誤って外に出てしまったのではないかと一瞬錯さつ覚かくを覚えるほどで、あらゆる既き成せいのマンションの域を超こえた巨きよ大だいなエントランスが来訪者を出で迎むかえる。見上げるほどの天てん井じように豪華なシャンデリアの吊つるされた大ホールには何本もの柱がどっしりと聳そびえ、列れつ柱ちゆう廊ろうをなしている。

　ここはロンドが病を癒やすために星降家が用意した部屋で、いわばフロア全体が彼女の個人的な病びよう棟とうとなっていた。このマンションが彼女の持ち物であることを考えれば驚おどろくには当たらないけれど、この広いワンフロアを病が癒いえるまでの過去数年間、ロンドは唯ゆい一いつの天地としてすごしていたのだった。

　応接間を抜ぬけると、ぼくはひとつ呼吸を整え、花束を抱えなおしてロンドの部屋に入った。が、ベッドを見るとそこにいるはずの主の姿が見えない。

「あれ？　ロンド……？」

　タブレットやノートパソコン、電子ガジェットの類たぐいが枕まくら元もとに散乱しているベッドを前にあたりを見回していたとき、ぼくはふと人の気配を感じた。

　その瞬間。

　だだだだだだだ……。

「あだっ。いて。いててててててっっ」

　エアーガンの激しい発射音と共に、突とつ然ぜんぼくは背中や後頭部にぱかすか無数のＢＢ弾だんを浴びて悲鳴を上げた。間かん髪はつを容いれず、奇き襲しゆうに成功した狙そ撃げき手はソファーの陰かげから飛び出すや、得え物ものを手にぼくに襲おそいかかる。

「ちぇすとーっ」

　ぽかんっ。

「ぐわあー」

「ふっ。またつまらぬものを切ってしまった」

　そして、倒たおれ伏ふしたぼくを尻しり目めにゴマフアザラシの形をした抱だき枕をポールアックスのように一いつ閃せんすると決めポーズを取る。

　ぼくの目の前に星降ロンド・タルクウィニアが立っていた。

「お、お、おまえなーっ」

「へへー。やーい。引っかかったっ」

　たまらず起き上がって文句を言うぼくに対し、ネグリジェにピンクのカーディガンを羽織ったロンドは白い歯をこぼすとかわいらしく舌を出して見せた。

「ふっふぅん。どう。この見事な奇襲攻こう撃げきは？」

「ああ、いってー……。つうか、これやるためにずっと準備してたのかよ」

「そーよ。ログがエレベーターから上がってくるなんてこと、滅めつ多たにないものね。だからこうして待ち構えてたんじゃない！　来るのがあんまり遅おそいからこっちから迎むかえに行こうかと思っちゃったわ」

「てゆーか、毎回思うんだが、こういうのはいったいどっから手に入れてくるんだよ……」

「もちろん通つう販はんよ」

　ぼくはあきれてこの子が放ほうり出した精せい巧こうなトンプソンＭ１Ａ１のエアーガンを見やり、続いてあいかわらず未み開かい封ふうの段ボール箱が山と積まれたロンドの子ども部屋に目を向けた。暇ひまを持てあました入院中の子の部屋らしく、室内はたくさんのおもちゃで溢あふれている。携けい帯たいゲーム機、電子端たん末まつ、漫まん画が、ぬいぐるみ、ポスター、アニメや映画のＢＤ、ベッドの前に設しつらえられた三本のモニターアームと85インチの巨大なデジタルテレビ、コントローラーを繫つないだＰＳ４───。だがそれらはすべてロンドの暇つぶしであると同時に、この子が潜くぐり抜けてきた長い闘たたかいの痕こん跡せきでもあった。

　いずれこの部屋も全部片付けられることになるんだろうな……と考えたところで、ぼくはようやく自分がここに何をしに来たのかを思い出した。

「あ、あのさ、ロンド。ぼく……その、」

「ストップ。もうなにも言わなくていいわ。だいたい事情はわかったから」

　ぼくがなにか言いかけたのを察したのだろう。ロンドは手で制して言う。ぼくは謝った。

「ご、ごめん」

「いいって言ってるでしょ」

「ごめん」

　ぼくの頭は自然と垂れた。ロンドは抱き枕を抱かかえるとベッドに腰こしを下ろして言った。
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「でも、ここ何日間かは会わなくて正解だったかもしれないわよ。わたし、ほんとうに怒おこってたんだから。それこそ、怒いかりで髪かみが金色に逆立って伝説の戦士になるくらいに」

「いや、元から金きん髪ぱつだし」

「でも、その時ふと思ったの。わたし、ここしばらくこんな想おもいや気持ちになったことあったっけ、って。世界はいっぱい出来事に満ちていて、知らないことがたくさんあって───それをわたし、久しぶりに味わってるって。子どもの頃ころは毎日笑ったり泣いたり怒ったりしていたわ。でも、いつのまにかそれは長くて平べったい時間の中に溶とけていって……。そりゃあすごくびっくりしたし、怒ったし、わんわん泣いちゃうくらい悲しかったけれど、それもこれも、全部ベッドの上でじっと天井を見上げて自分が死ぬ日を数えていた頃には味わえなかった感情なの。いつしかわたし、そんな自分に慣れていたのね」

「ロンド……」

「だからいっぱい感情が溢れちゃって。わたし、ログといるときはいつもそうなの。いつもテンションが高くなってしまうの。ふだんはもっといい子なのよ」

　ぼくは膝ひざに視線を落とし沈ちん黙もくした。自分がいかにこの子の心を傷つけていたのか、あらためて気づいたのだ。後こう悔かいが胸に宿る。

『───いーですね。くれぐれもロンド様を悲しませるようなことのないように』

　先刻ＪＪさんに言われた言葉をあらためて思い出すぼくに、ロンドがぴょこんと身を乗り出して言った。

「ねっ、ログ。あの人がログの言ってた超ちよう能のう力りよく者なの？」

「あ、ああ」

「すっごく綺き麗れいな人ねえ。あんな綺麗な人が超能力者なんて信じられないわ。わたし、超能力者ってみんなログみたいに地味な人が多いのかと思ってた」

「ほっとけ」

「でも変わった人。わざわざここまで訪ねてきて、自分とログの間に特別な関係はないって、わたしとＪＪに一いつ生しよう懸けん命めい説明するのよ。だからログのことを悪く思わないでほしいってずいぶん言っていたわ。もし自分が原因でふたりが仲なか違たがいしてしまったら心苦しいから、って」

「ああ。そうだってね」

「でもかっこいい人よね。わたしのこと助けてくれようとしたし。あんな人とお友達になりたいなあ」

　ロンドはわくわく顔でそう言うと、そっと胸の前で指を組み合わせた。

　この子───星降ロンド・タルクウィニアが長年煩わずらっていた重い病から回復したのはほんの数か月前のことだ。それまで彼女は何年もの間ベッドの上での暮らしを余よ儀ぎなくされており、その期間はとうぶん……あるいは彼女が死を迎えるまで続くというのが主治医を含ふくめた周囲の見解だった。

　心臓に先天的な欠けつ陥かんがあるという彼女の正式な病名（たしか先天性なんたらとかそういう名前だったように思う）を、正直ぼくはおぼえていない。でも、不治の病にかかった薄はつ倖こうの美少女……と呼ぶにはいささか元気のありすぎるこの子とぼくはすぐに仲良くなった。むろんその頃は彼女が魔ま女じよの血を引いているだなんて思いもよらなかったけれど。

　その後、奇き跡せきが起こり彼女が劇的に回復して以降のことは、ぼくたち全員の中で美しい記き憶おくとして燦さん然ぜんと輝かがやいている。この一件で問題が生じたとすれば、それはこの子の回復スピードがあまりに良好だったという点にある。

　ロンドの体力パラメーターは素す晴ばらしい上じよう昇しようカーブを描えがき、彼女はめきめきと回復した。そのスピードは主治医も目を丸くするほどだったが、一方でぼくらは、この数年間やりたいことを胸の内に溜ために溜めていたこの子の爆ばく発はつ的なエネルギーにさんざん翻ほん弄ろうされる羽目になった。

　ロンドはつと足あし下もとにこぼれたブーケに目を留めて言った。

「あーっ。花束!!」

「ああ。花屋さんで作ってもらったんだ。ごめん、最初に渡わたすの忘れてて」

「おおぉ……うおー……おおー」

「何だよ。その妙みようなうなり声は」

「だって、男の子から花束もらうの初めてなんだもの」

　ぼくは照れつつ、ロンドにいくぶんよれてしまった花束を差し出した。ロンドはそれを受け取るとくるんと身を翻ひるがえして笑え顔がおで言った。

「ありがとログっ。すごく綺麗。飾かざるねっ」

　ようやく人ひと心地ごこちついたぼくらは腰を落ち着けて話すことにした。

「そういや、さっき下で聞いたんだけど、このマンションを引っ越こすって本当？」

「うん。ほんとよ。今、ＪＪと松岡が新しいおうちを探してるわ」

　松岡さんというのは星降家の執しつ事じのことである。今はロンドに従い、このマンションに常時詰つめている。

「ここの景色はもう見み飽あきたし、久しぶりに地面の上を駆かけ回りたいしねっ。復学も近いから早くおうちを決めないとね。やりたいことは山ほどあるしっ」

　ポジティヴ感たっぷりにそう言うと、ロンドは「えーとまずお買い物でしょ、美容室でしょ、それからドーナツとケーキとクレープとお団子をそれぞれ食べて、アキバでアニメショップ巡めぐりをしたあとヨドバシに行って……」などと指折りして数えていたが、急に思い立ったように目を輝かせる。

「そうだわ！　ね、ログ、元気になったお祝いにどこかに連れて行って。せっかく出歩けるようになったんだもの。わたし、どこか行きたいわっ」

「いいけど……どこに？」

「花火！」

「花火？」

「うんっ。打ち上げ花火を見にいきたい。近くから。わたし前から一度生で夜空に花火があがるところを見たかったの！」

「花火か……」

　ぼくは少し考え込んだあと、うなずいて言った。

「いいよ。じゃあ快気祝いに花火を見に行こう」

「ほんとっ？　ほんとに？　ぜったいよ」

「ああ。まかせとけ」

「やったあっ」

　ロンドがぴょこんと飛び上がったところでぼくはふとあることに気づいた。

　つうかこれって、もしかして初デートじゃないのか？

　どうしよう。うまくできるかな。

　急に胸がどきどきしてきたところで、つとロンドがその美少女顔を近づけてくる。

「ところで……。ね、あの人の話なんだけどっ」

「あの人って木佐谷樹のこと？」

「うん」

　ロンドはこっくりうなずいて言った。

「わたしね、あの人にもう一度会いたいのっ」

　ロンドはわくわく顔で言った。










　翌日。教室に着くと木佐谷樹軍乃はすでに窓辺の自分の席に腰を下ろしていた。

「お、おはよう」

　ぼくは一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたものの思い切って声をかけてみた。

「おはよう」

　木佐谷樹は眉まゆ一つ動かさずに応こたえた。だがそのまま彼女の傍かたわらを通り過ぎようとしたところで、ぼくは妙な引力を感じて立ち止まった。視線を落とすと、なんとすれ違ちがいざまにこの少女の指がぼくの制服の上着の裾すそをしっかとつまんでいるではないか！　しかもよく見ると、机の下でその長い人差し指がしきりに上方向を指してぴょこぴょこ動いている。

　う、上？……屋上か？　屋上のことか!?

　ぼくはなんとかその意図を察し目顔でうなずいてみせたが、この校内一の美女は羽虫一いつ匹ぴき漂ただよっているほどの注意も払はらわずにそっぽをむいている……かと思いきや、ふいに席を立つなりさりげない様子で教室を出て行く。

　やれやれ。

　頭をかくと、予よ鈴れいのチャイムまでまだ間があることを確かく認にんしてぼくは教室を出、屋上へとむかった。階段から屋上へと通じる扉とびらを開けた瞬間、目の前15センチばかり前方にまるで待ち構えていたように木佐谷樹軍乃が立っていた。

　はやっ。つうか、近っ。

　思わずのけぞりそうになるぼくにむかって木佐谷樹は尋じん常じようにあいさつした。

「おはよう、獅堂くん。あらためて」

「お、おはよう」

「さっきはあいさつしてくれてうれしかったわ。間に合ってよかったね」

「え？」

「いえ。さっき、教室から獅堂くんが校門の前を走っているのが見えたから」

「あ、ああ」

「でも獅堂くんって、意外とふつうに登校するのね」

「どういう意味？」

「てっきり遅ち刻こくしそうになったらビルの上をジャンプして伝ったり、校舎の壁かべを垂直に登って近道して登校したりするのかと思ってた。この間の夜みたいに」

「人目があるのに、そんなことしないよ。子どもの頃ころならそういうこともあったかもしれないけど……」

「そうね。お互たがい目立つことはしないわよね。考えたらわたしも人前で炎ほのおを操あやつったり、気分で熱を伝導して人を困らせたりはしないし」

　どこがだよ、とぼくは全力で思ったが、彼女のプライドをおもんぱかりここはあえて沈黙を選せん択たくする。だがなんと木佐谷樹は眉を上げると不平そうに口を尖とがらせてみせた。

「なぜつっこまないの。そこは『年中やってるだろっ』と言って、わたしの後頭部を勢いよくはたくところでしょ」

「まさかのツッコミ待ちかよ！　わかんねえよ！」

「ま、いいわ。コンビを組んでまだ日も浅いしね。間やタイミングは徐じよ々じよに合わせていきましょう。デビューも近いし」

「コンビ組んでないし、デビューもしませんっ」

　なんだか朝からげっそり疲つかれてぼくは言った。どうやらこの子はそのクールな外見とは裏腹に、意外とひょうきん者であるらしい。

「で、なんの用だよ」

「そうね。実はコンビはともかく、君に少し話があるの。いろいろ詳しい事情も聞きたいしね。今日の午後はあいてるかしら？」

「い、いいけど」

「じゃあ、放課後、わたしの家に来て」

　そう言うと、話は終わったとばかり木佐谷樹はすたすたと屋上を歩み去る。

　ぼくはため息をついた。










　木佐谷樹の家はごくふつうのマンションだった。

「どうぞ」

　慣れた手つきで扉の鍵かぎを開けると、木佐谷樹は入るよう促うながした。そしてリビングに鞄かばんを置くと、そのままキッチンへ湯を沸わかしにゆく。

　ぼくは卓たくの前で正座したままなんとなく手持ちぶさたであたりを（なるべく失礼にならない範はん囲いで）見回した。部屋は全室畳たたみ敷じきの上に障子や家具調度、照明にいたるまで内装はすべて和風にまとめられており、木の澄すんだ匂においがした。洋風の物は茶ちや簞だん笥すの上に置かれたＭａｃ以外何もないという徹てつ底ていぶりで、テレビすらない。正直、これまで木佐谷樹に和のテイストを感じたことは一度もなかっただけに意外だったが、こうして見てみるとこの部屋はいかにも彼女の雰ふん囲い気きに似つかわしいような気がした。

　壁かべ際ぎわにはこれまた木調の台が置かれ、そこに一眼レフのデジタルカメラが置かれている。この子の私物だろうか。

　やがて制服姿の木佐谷樹がお茶を円い盆ぼんに載のせて入ってきた。

「粗そ茶ちやでございます」

「あ、おかまいなく」

　木佐谷樹のまっとうなあいさつに、思わずこちらもかしこまってしまう。

　なくとなく庭からかぽーんというししおどしの音でも聞こえてきそうな静せい寂じやくの中、ぼくは熱いお茶を飲みつつ、必死に話題を探した。先日の修しゆ羅ら場ばをともに潜くぐり抜ぬけたせいか、なんとなく知り合って長いような気分になっているけれど、彼女が校内ナンバー１の超ちよう絶ぜつ美人で、ぼくがただの地味なモブクラスメイトその17くらいでしかないという厳然としたヒエラルキーは少しも変わってはいないのだ。

　何か話さないと……と思ったところで、ぼくはひとつ話題があるのを思い出した。

「この間はごめん。カメラを壊こわしちゃって」

「いいのよ。べつに」

　この間というのは、むろん先日の夜の出来事である。あの瞬間、ふたりの少女もろとも校舎から落下しかけたぼくはとっさに木佐谷樹のポケットにあったデジカメを摑つかみ出しそれに重力を発生させて難を逃のがれた。後にぼくはデジカメを奪うばった事情について木佐谷樹に説明したが、肝かん心じんのカメラは地面に落ちた衝しよう撃げきでダメになってしまっていたのである。

「でも、中身のデータは無事だったから。はい、これ」

　そう言うとぼくは鞄からカメラのメモリーカードを取り出して彼女にわたした。「そう」と木佐谷樹は興味なげに受け取ったが、ふとぼくを見てにやりと微笑ほほえむ。

「獅堂くん。───見たでしょ」

「な、なにが」

「この画像データの中身」

「み、見てないよ。データが無事か確認するために最初の何枚かは見たけど……」

「噓うそ。全部見たわ。わたしのプライベートを満まん載さいした宝の山を鑑かん賞しよう出来る機会を前にして、あなたが理性を保っていられるわけないもの。ということはわたしは獅堂くんにあんな写真やこんな写真をすべて、なにからなにまでさらしてしまったということね」

「見てないよ！　てか、どうしてきみはそっち方面に話を持って行きたがるんだよっ。つーかあんな写真やこんな写真って、どんな写真!?」

「わたしのプライベート画像１２８ＧＢぶんを思う存分楽しんだ挙げ句、ハードディスクにコピーして、保存用と観賞用と使用用のカテゴリーごとにフォルダ分けしたあなたにそんなことを言われたくはないわね」

「コピーしてないし、わけてませんっ。ていうか『使用用』ってなんだよ!?　もうツッコミが追いつかねーよ！」

「わたしのあられもない画像が獅堂くんの個人的な秘蔵コレクションとして保存され、毎日繰くり返し半永久的に楽しまれるようになるとはね。まさに屈くつ辱じよく、恥ち辱じよく、侮ぶ辱じよく以外の何物でもないわ」

「怒おこるぞっ。ていうか、逆にどんな写真を撮とってたのか気になってきたよっ。絶ぜつ縁えん碍がい子しと鉄てつ塔とうとかわいい仔こ猫ねこの写真だけじゃなかったのかよ」

「しらじらしい。わたしが恥はじらいながら口ごもる様を見たくてあえて問おうというのね。この変態フォルダ男」

「そうしなかったのが、ぼくの一生の不覚だい」

　さすがに頭にきてぼくはふんぞり返って言ったが、おかげで先刻までのぎこちない空気はふっとんだようだった。

　木佐谷樹はくすりと笑った。

「まあいいわ。この件に関しては獅堂くんに一つ貸しね。カメラを壊したこともふくめて」

「なんかすっごく釈しやく然ぜんとしないぞ」

「じゃあ、せっかく来てもらったことだしそろそろ話題を変えましょうか？」

　わずかに首を傾かたむけると、木佐谷樹はまっすぐにぼくの目を見た。瞬間、空気が変わる。

「彼らはいったい何者なの？」

「かれら、とは？」

「決まってるでしょ。あの夜、わたしたちの逢おう瀬せを邪じや魔ましたにぎやかな闖ちん入にゆう者のことよ」

「逢瀬はともかく、端たん的てきに言うと魔ま女じよとそのドッペルゲンガーだ。女の子はぼくのガールフレンドで、黒い影かげの方の正体はよく知らない」

「気持ちいいくらい小気味いい反応だけど、その説明を聞いてわたしが納なつ得とくすると思う？　自分たちの正体だって充じゆう分ぶん怪あやしいのに、さらに怪しい単語が二個も出てきたわ」

「ぼくはほんとのことを言ってるだけなんだけどな」

「仮にあなたの言葉が真実だとするなら、あなたは自分の用いた単語についてもう少しわかりやすく敷ふ衍えんする必要があるわね。それにひとつ指し摘てきさせてもらうなら、ドッペルゲンガーはあの子ではなくむしろあなたに憑いているように見えたけど？」

　鋭するどい。

　木佐谷樹の観察眼に感心しつつ、ぼくはこのクラスメイトに秘密を打ち明けるべきか迷ったが、自分の命をはってまでロンドを助けようとしてくれたこの子に噓を言うのはイヤだったので本当のことを告げることにした。それは同時にここ最近ぼくの身の上に立て続けに起こった出来事についてあらためて振ふり返ることにもなった。

「───ええと、順序立てて説明していくと、あの女の子は星降ロンドって言う。日本人とイタリア人の血を引くクォーターで、いま14歳。で、もろもろの事情からお察しの通り、家業は魔女だ」

　どこから語ろうか迷った挙げ句、ぼくはなんとも間の抜けた説明をした。

「それは、何かの比ひ喩ゆやメタファーで言っているのではなくって？」

「文字通りの魔女だよ」

「ふつう、日本では魔女というのは本の中かハロウィン商戦の時季にしか現れないと相場が決まっているのだけれど」

　ハロウィンにイヤな思い出でもあるのか木佐谷樹は皮肉っぽく言った。

「あの子は年中無休で魔女だよ。盆も正月も節分もバレンタインも、オールタイムで魔女をやってる」

「つまり、あなたのガールフレンドは魔女を単なる職業としてではなく生として生きている、と獅堂くんは言いたいわけね」

　ぼくはうなずいた。




　───魔女。

　エンターテインメントや物語の世界でおなじみのこの個体がこの世にまだ棲せい息そくしているとぼくが知ったのは数か月前のことだ。むろん最初はぜんぜん気づかなかった。もしぼくが出会ったのがロンドではなくだれか他ほかの子だったら、ぼくはきっと最後まで彼女たちの正体に気づくことなくそのまますれ違ちがっていたことだろう。皮肉なことに、数いる魔女の中でも最もか弱く、そして最も規格外れな存在であったロンドと出会ったことで、ぼくはこの伝承と歴史に彩いろどられた奇き妙みような種族と縁えんを結ぶこととなった。

　彼らの血が、まさに失われ、滅ほろびようとしているこの現在に。




「滅びる？　滅びるとはまた穏おだやかではないわね」

「魔女は現在、すごい勢いでその数を減らしているんだよ。筋目のある魔女の家系はほとんど絶え、生き残っているのは日本、世界問わずもう数えるほどしかいないらしい。ロンドはイタリア魔女の血を引く名家の子でね。事情があって病気で長く療りよう養ようしているところをたまたまぼくと知り合ったんだ」

「……魔女なんて、小学生の頃ころに見た『魔女の宅急便』くらいしか知識がないけれど、魔女がその数を減らしてしまった理由はなんなの？」

「理由は諸説あるよ。科学の進歩とか人間社会の変化とか。でも一番の理由は迷めい信しんや俗ぞく習しゆうが廃すたれたことによって魔女の持つ神秘性が薄うすれてしまったことらしい。人が魔女を怖おそれなくなったとき、魔女はかつての神性を失い、人間に対する支配力を失ったんだ」

　かつてある人から聞いた魔女の歴史をそのままにぼくは説明を続けた。

「もちろん魔女も黙だまって数を減らしていたわけじゃない。人間との繫つながりが断たち切れたことによってその力は大きく拡大し、それに応じて魔女の総体も大きく変化した。でも、その種としての弱点だけは克こく服ふくすることは出来なかった。なんでも魔女ってのは個体としていろんな力を持つ反面、種としての繁はん殖しよく力には著いちじるしく欠けるんだってさ」

「………それで？」

「ロンドは星降家の一ひと粒つぶ種だねでね。魔女の始祖に繫がるという由ゆい緒しよある一族の末まつ裔えいなんだ。でも身体からだが弱くて、病気から回復して動けるようになったのはごく最近なんだ。おまけに近ごろ、妙みような影があの子に取り憑つくようになってしまって、おまけにその影えい響きよう下でぼくまであの影にまとわりつかれるようになった……っていうのが、今ぼくが説明出来るだいたいのところかな」

「……ふむ」

　彼女は身じろぎせずにぼくの話に耳を傾けていたが、やがて確かく認にんするように言った。

「ええと……今の話を順を追って整理すると、まずあの金きん髪ぱつの女の子は魔女の名家の末裔で、超ちよう能のう力りよく者である獅堂くんのガールフレンド。おまけに絶ぜつ滅めつ寸前の宿命を背負っており、さらには最近、正体不明の影まで憑いてしまった、とこういうわけかしら」

「う、うん、まあ」

　われながら突とつ拍ぴよう子しもないことを言っているという自覚はあったので、ぼくは自信なさそうにうなずいた。木佐谷樹はぼくの説明を吟ぎん味みするように沈ちん黙もくしていたが、やがて肩かたをすくめて言った。

「なかなか面おも白しろい話だけど、どこまで信じていいものなのかしら。獅堂くんの正体を含ふくめて、わたしには君の言葉をたとえ一部でも真に受けるための根こん拠きよすらないように思えるのだけれど」

「そりゃ君の立場からすればそうかもしれないけど、でも本当のことなんだから仕方ないだろ。こんな噓をでっちあげて君を担かつぐほどぼくはややこしい性格をしてないし、想像力が豊かでもないよ」

「ふむ」

　ぼくの言葉を受け、木佐谷樹は自らいれた煎せん茶ちやを一口飲んだ。そしてふとこちらに向きなおるとまっすぐ訊たずねる。

「彼女、綺き麗れいな子よね」

「う、うん」

「髪かみはブロンドで肌はだも真っ白。手て脚あしなんかすらっとしててまるで妖よう精せいみたい。あんな素す敵てきな子とどこで知りあったの？　獅堂くんみたいな冴さえないキモオタが、失礼、大変地味な青年が、到とう底てい出会える機会があるような子だとは思えないのだけれど」

「そ、それは……」

「十四歳ということは中学生よね。年下じゃない。さっきクォーターって言ってたけど、そんな女の子をどうやって口説いたの？　つきあうきっかけはなに？　ていうか、どっちから告白したの？」

「ち、ちょっと待てっ。そこまで個人的なこと話さないとダメなのか!?」

　矢や継つぎ早に訊ねられぼくは慌あわてふためいて叫さけんだ。木佐谷樹はあっけらかんと言った。

「とーぜんでしょ。こういうお話はディテールの部分にこそ真実が宿るんだから」

「で、でも……」

「あなたは今、人一人にむかって自分の発言を信じてもらおうと試みている最中なのよ。あなたの言が信用に値あたいするかは、まさにこの瞬しゆん間かんにかかっていると言っても過言ではないわ。少しは身体くらいはったらどう？」

「う……」

　ぼくは絶句した。まさか先日の妹に引き続き、木佐谷樹相手にも恋こいバナをする羽目になるとは思いもしなかったのだ。

　ぼくが困っているのを認めたのだろう。木佐谷樹は口の端はしをわずかに持ち上げて言った。

「じゃあ、こうしましょう。ゲームをしない？」

「ゲーム？」

「そ。ルールは簡単。お互たがいが順に相手にむかって一つずつ質問をしていくの。相手の質問に対しては絶対に答えなくてはダメ。ただし、一回に出来る質問は一つに限る。どう？」

「……なんだってそんなことを」

「あなたもわたしもお互いについて何も知らないのよ。互いが互いを『どうやら超能力者であるらしい』とぼんやり思っているという一点をのぞいてね。なら、ここは無用な摩ま擦さつや対立を避さける上でも、互いのことを語り合って相そう互ご理解を深めることが一番の方法ではなくって？」

　確かに。

「……い、いいけど」

「よし決まりね。いい？　どんなに答えにくい質問でも、必ず正直に答えること。噓うそはつかずに。約束よ」

「うん。わかった」

「じゃあ、はじめましょ。獅堂くんからでいいわ」

「ぼ、ぼくから？　そ、そうだな……」

　ええと、何を聞こう。この子には聞きたいことはいっぱいあるような気はするんだけど……。

　突とつ然ぜん話を振られてぼくは悩なやんだが、とりあえず真っ先に頭に思いついた疑問について訊ねてみることにした。

「き、きみの能力……。あれは───火を操あやつる能力なの？」

「ええ。火、というか、炎ほのおや高温度の熱全ぜん般ぱんね」

　ある程度予期していた質問だったのだろう。木佐谷樹はよどみなく答えた。

「その手の本にはpyrokinesis───パイロキネシスと記されているわ。自分が何者か知りたくて、以前超能力に関する本をまとめて読みあさったことがあるけれど、わたしに該がい当とうする部分もあればしない部分もあるわね。ただし、わたしの力は本に記されているものよりはずっと強いみたい。わたしはあらゆる対象を発火させ、高熱で燃ねん焼しようさせることができる。自分の意志ひとつでね」

「そ、それは……発火だけでなく、出現させた後の炎もぜんぶ君の意志でコントロールできるってこと？」

「ええ。ただしわたしの視界の範はん囲いにない場所は無理よ。この力は視線に依い存そんしてるみたいだから。獅堂くんは『華か氏し４５１度』っていう小説を知ってる？」

「い、いや」

「レイ・ブラッドベリっていう作家が書いたＳＦよ。あらゆる本が忌いむべき禁制品となった近未来の世界のお話なんだけど、タイトルの華氏４５１度っていうのは、紙が燃え上がるときの温度のことを指すんだって」

「紙が……」

「ええ。仮にそれが事実なら、わたしは何回も見たことがあるわ。自分の視線によって、紙が燃え上がる瞬間をね」

「……」

「射程距きよ離りはだいたい百メートルってところかしら。以前、百メートル先にロウソクを立てて、火が付けられるか試ためして成功したことがあったから。あとは───そうね、だいたい獅堂くんが以前に体験したとおりよ。こんなところでいいかしら？」

「……うん」

　ぼくは圧あつ倒とうされて黙った。

「じゃあ、今度はわたしの番ね。ロンドさん……あなたが魔ま女じよだと主張するあの女の子とはどこで知り合ったの？」

「いきなりかよ。ええと、あの子の部屋に窓から入ったことがきっかけかな」

　ぼくもまた能力のことを訊ねられるかと思っていたので、いささか面めん食くらいつつぼくは答えた。

「今は真ま面じ目めになったけど、その頃は荒あれててさ。よく学校サボってはビルによじ登って屋上で昼ひる寝ねばっかりしてたんだ。で、ある日ビルのてっぺんでだらだらしてたら目の前の高層マンションの窓が開いてて、ためしにのぞいてみたらあいつがベッドで寝てたんだ。その頃、あいつは身体を壊こわしてて……。毎日すごく退たい屈くつしてたらしい」

「まるでピーターパンね。一歩間ま違ちがうとただの不ふ審しん者だけど」

「あいつも同じ事を言ってたな。でもあいつはすごく喜んでくれて、それから通うようになった、っていうのが出会ったきっかけかな」

「知りたいのはむしろそこから先なんだけど、まあ、いいわ」

　そう言うと木佐谷樹はぼくに質問するように表情で促うながす。ぼくのターンだ。

「ええと、きみは……なんだってあんなことをしたの？　つまりその───放課後にぼくを鉄てつ塔とうに誘さそい出すなんてさ」

「そうね。あなたに興味があったから、という答えじゃいけない？」

「でも木佐谷樹はもうあの時点でぼくのことを能力者だと半分目星をつけてたんだろ？　なら、あんな方法をとらなくても、別の確かめようがあったと思うんだけど……」

「わたしはただ獅堂くんの能力とその特性、戦せん闘とう能力を測るべく、ひとけの無い場所に呼び出した、それだけよ。それに死体を片付けるのに郊こう外がいの方が目立たないでしょ。発見も遅おくれるだろうし」

「こええよ！」

「冗じよう談だんに決まってるでしょ。ばかね」

「その美人顔で無表情に言われると一ミリも冗談に聞こえないんだよ……」

「誰だれかから面とむかって『美人顔』と言われたのは初めてだけど、けっこう嬉うれしいものね。それはともかく、絶ぜつ縁えん碍がい子しの写真を撮とって欲しかったのはほんとよ。……ていうか、それ以外に男の子を誘う方法なんて思いつかないし」

「え、なんだって？」

「なんでもない。次はわたしの番ね」

　このときぼくが一時的にラブコメ主人公になったのは断じてぼくのせいじゃない。木佐谷樹の声があまりに小さく素す早ばやかったからだ。

「じゃあ、二番目の質問ね。お友達の魔女さんについてもう少し教えて。とりあえずこの世に魔女がいるものと仮定して、その魔女たちの目的は？　まさか世界を滅ほろぼしたり、人間を支配したりすることを目もく論ろんでいるのかしら」

「まさか。むかしならいざ知らず、今はもうそんな奴やつはいないよ。たしかに大昔は人間と魔女の間でいろいろ諍いさかいがあったから、そういうこともあったかもしれないけど……。少なくともぼくの知る限り、ロンドのまわりにそんな物ぶつ騒そうな奴はいないよ」

「あら、わからないわよ。獅堂くんには内ない緒しよで、そういうことを企たくらんでいるかも。結局、互いの世界を知り得ぬ者同士によるすべて自己申しん告こくでしかないんだから。べつに、彼女が噓をついているとまでは思わないけどね」

「ロンドには守護神がいる。ぼくが魔女の事情を聞いたのは主にその人からだ。ロンドに長年仕えているし、噓は言ってないと思う。てか、彼女たちにすればむしろぼくらのほうこそ正体不明な存在とも言えるわけで、それを考えれば言葉の真しん偽ぎの判断はお互いさまというべきじゃないかな」

「なるほどね」

　木佐谷樹は小さくうなずいた。そしてぼくをうながすように首を傾かたむける。

「はい、君の番よ」

「ぼ、ぼくか。次は……ええと……ええと……そうだな……」

「ていうか、獅堂くんはホントにそんな質問ばかりでいいの？　さっきから、大した質問をしてなくない？」

「う……」

「これは互いが互いの問いになんでも正直に答えるというゲームなんだから、もっと自分が訊ねたいことを率そつ直ちよくに聞けばいいのに。極きよく端たんな話、たとえばわたしが今身につけている下着の色を訊ねても全然構わないのよ」

「な、何色の下着をはいてるんですか？」

「紫むらさきよ」

「……」

　即そく答とうする木佐谷樹のその腰こしまわりを思わずガン見し、さらにその先の夢の世界へと意識を傾けい注ちゆうするぼくに対し、木佐谷樹は軽けい蔑べつというよりはもはや憐れん憫びんの表情を浮うかべていたが、やがてため息をつくと、つくづくといった調子で言う。

「獅堂くんってほんっとに欲よく望ぼうに忠実な男の子ね。まさか、本当に訊たずねるとは思わなかったわ」

「はっ。しまったっ。貴重な質問の機会をひとつふいにしてしまった！」

　我に返って頭を抱かかえるぼくに、木佐谷樹は黒い極ごく太ぶとマジックで「侮ぶ蔑べつ」と書かれたようなまなざしを存分に浴びせたあと、肩かたをすくめていった。

「では今度はわたしの質問ね。彼女とはもうキスはした？」

「は!?」

　ぼくは絶句した。

「な、なんだよその質問はっ」

「なんだよって、これがわたしの知りたい問いよ。はい、獅堂くん、答えましょう」

「うう……」

　ぼくは真っ赤になったが、約束した以上、噓をつくわけにもいかず、やむなく本当のことを告げる。

「し、し、してません……」

「へー。まだなんだ。ふうーん」

　木佐谷樹は変に納なつ得とくしたように感心したようにうなずく。ぼくは赤くなった。

「獅堂くん、彼女とつきあってどれくらいって言ってたっけ？」

「と、十日です。だいたい」

「十日かあ。それじゃあ、まだちょっと無理かもね」

　木佐谷樹は湯飲みを両りよう掌てのひらに包みこみながら言う。ていうか、なんでぼくは彼女の前で正座をしてるんだ？　この羞しゆう恥ちプレイはなに？

「したいと思ってる？」

「そ、そりゃあもちろん、思ってますケド……」

　おまけに敬語にまでなってるし。

「ふうん。思ってはいるのね。ん？　ちょっと待って」

　そこまでいったところで、ふとなにかに気づいたように木佐谷樹は首をかしげた。そしてずずいと身を乗り出して言う。

「獅堂くんって、ガールフレンドができたの初めてなのよね？　てことは女の子とつきあったこともないし、初キスの経験もまだってこと？」

「わ、悪いかよ。いいだろべつにー」

　ぼくは耳のつけ根まで赤くして叫さけんだ。それからつと気づく。

「ていうか木佐谷樹、きみさっきからさりげなくいっぱい質問してないか!?　ずるいぞっ」

「あ、ばれた？　というか、今いま頃ごろ気づくなんて獅堂くんってホント鈍にぶいのね」

「おまえなー……」

「あ、獅堂くんに初めて『お前』って言われた。なんか新しん鮮せん」

「き、きみなー……」

　明らかにからかっている様子の木佐谷樹に対し、ぼくが反はん撃げきしようとしたときだった。壁かべに掛かかった柱時計がボーンと鐘かねを打った。文字盤ばんを見ると時刻はすでに六時を指している。西日はその角度をなだらかに変え、窓のむこうに広がる屋根を薄うす紫むらさき色に照らしている。いつのまにかすっかり話し込んでいたらしい。

「いけね。そろそろ帰らないと妹に怒おこられちまう」

「ではお開きにしましょうか」

　木佐谷樹は静かに立ち上がった。そして小さくつぶやく。

「獅堂くん、妹がいたのね」










　帰りの玄げん関かん、三和土たたきで靴くつを履はくぼくに木佐谷樹は背後から言った。

「お見送りは玄関までで失礼させていただくわ」

「いいよ。そんなの」

「あ、そうだ獅堂くん。念のため、あなたのメアド教えてくれる？」

「メアド？　あ、うん」

「まあ、わたしから獅堂くんにメールを送ることは生しよう涯がいないと思うけれど」

「なにそれひでえ！」

　互たがいのメールアドレスを交こう換かんした後、木佐谷樹は言った。

「わたしの恥はずかしい写真をクラウド化した件についてはいずれまた話し合いましょう」

「だから、してねえって」

「ふふ。でも今日の話を聞いて少し信じる気になったかも。一応礼を言っておくわ」

　最後にふと思いつき、ぼくは振ふり返っていった。

「なあ木佐谷樹。最後に聞きたいんだけど」

「なに」

「もし、もしもだよ？　魔ま女じよの目的が人間支配でも世界征せい服ふくでも何でもなく、ただ『友達をつくる』ことだったらどうする……？」

　木佐谷樹は薄うすく笑った。そしてぼくをたしなめるように言う。

「一方的な質問はルール違い反はんよ。質問は等価と対価。その質問に答えてほしければ獅堂くんも何か大切なものを差し出しなさい」

　その通りだった。ぼくは去った。
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　それから数日間は何事もなく過ぎた。

　ぼくは久しぶりに一いつ介かいの高校生に戻もどり、平へい凡ぼんな毎日をすごしていた。

　むろんいくつか出来事はあった。

　ひとつはロンドが完全に退院したことである。

　当日、病院のロビーでナースさんたちから笑え顔がおで花束を受け取るロンドの姿はこの女性がずっと待ち望んでいた光景だったのだろう。侍女のＪＪさんは顔を覆おおって涙なみだを流し、側そばで見ていたぼくも不覚にも目め頭がしらを熱くした。こうして長きにわたったロンドの闘とう病びよう生活はついに彼女の勝利で終わりを告げたのである。

　今後ロンドは軽めのリハビリと運動を続けつつ間近に迫せまった復学のための準備をすることになった。が、むろんこれまでせき止められていたエネルギーが単にそれだけに留とどまるはずがなく、退院するや彼女は旺おう盛せいな活動を開始した。

　そのひとつが、友達を作ることである。

　これはもともと彼女が入院中から夢見ていたことであったが、まだ復学もしていないこの子に友達を作るような機会がそうあるはずもなく、結果ぼくはしきりにこの子から妙みようなプレッシャーを受けるようになった。

「あーあ。お友達が欲しいなあ」

　ロンドの部屋に遊びに行くたび、この子は意味ありげにつぶやく。

「どこかに女の子とかいないかなあ。綺き麗れいで、髪かみが長くて、超ちよう能のう力りよく者で、わたしのお友達になってくれそうな人。だれかが紹しよう介かいしてくれたらうれしいのになあ」

　独り言のようにそう言うと、ロンドは時々流し目でチラチラッとぼくの方を見る。ぼくはため息をつくと、やむなく先日のお礼を言いたいという名目で、ロンドに木き佐さ谷や樹ぎ軍ぐん乃のを引き合わせることにした。この子が以前から木佐谷樹に興味を持っていたのを知っていたからである。

　だが、この性急すぎる告白はあっさり失敗した。わたしのお友達になって。そして毎日いっぱいあそびましょっ。と花のような笑顔で打ち明けるロンドに対し、木佐谷樹は丁てい寧ねいに、だがきっぱりと断ったからだ。

「ごめんなさい。先日お邪じや魔ましたのはあくまで獅し堂どうくんとの誤解を解いておきたかったからであって、それ以外の他意はないのよ。それに、わたしのような人間にはあまり近づかない方がロンドさんのためよ。ごめんね。あなたの早い回復を祈いのってるわ」

　優やさしくそう言うと木佐谷樹はロンドと握あく手しゆしてきびすを返す。ロンドはきょとんとしていたが、結局自分の誘さそいは体ていよく断られたのだと彼女がようやく理解したのは、この子が完全に自分の部屋に戻ってきてからのことである。

「ええと───どうして？　なんで彼女は断ったのかしら？」

　長すぎる療りよう養よう生活ですっかり人ひと恋こいしくなっているこの子にすれば断られて落ち込むというより、そもそも断られた意味がよくわからないのだろう。しきりに首をかしげている。

　ぼくは取りなすように言った。

「……まあ、出会ったばかりだしな。いきなり魔女です。あなた超能力者でしょ。さあ友達になりましょって言っても、はいわかりました、とはなかなか言わないかもな」

「でも、どうして。そのほうがぜったい楽しいじゃない？」

「楽しい楽しくないじゃなく、警けい戒かいしてるんだと思う。木佐谷樹も超能力者ならいろいろ思うことはあるだろうし」

「うー。でもやっぱりわたし、あの人とお友達になりたいなあ」

　ロンドにすればせっかく出会えた彼女となんとかして関係を保ちたい一心なのだろう。なにかいい案はないかとベッドの上で腕うでを組み、うんうんうなって考え込んでいたが、やがて飛び上がって言った。

「そうだわっ。サークルよ。異能力者達が集まるサークルを作ればいいんだわっ」

「サークル？」

「うんっ。超能力者だけが参加出来るサークルっ。参加資格は不思議な力を持つ者のみ。これなら木佐谷樹さんも入りやすいでしょ。だって、仲間は全員自分と同じ境きよう遇ぐうなんだもの」

　ロンドの勢いにぼくは面めん食くらったが、たしかにこれなら一応話の順序としては筋は通っている。超能力者同士なら身内から正体が外部に漏もれる心配はないし、仲間だという気安さもある。むろん、ぼくと木佐谷樹意外の超能力者がどこにいるんだとか、いろいろツッコミどころはあるけれど。

　ロンドはこの案をすっかり気に入ると、早さつ速そく行動を開始した。まず自分の部屋をその秘密基地に定め、自分をサークルの創始者、ぼくを副司令官兼けん統合作戦本部長（軍制がよくわからん）に任命する。そして学習机の前にちょこんと座ると顎あごの下で両手を組み合わせて重々しく言う。

「ふ。はじまったな」

「なにがだよ」

　すっかり悦えつに入るロンドにむかってぼくはつっこんだ。

「さあ。副司令。なにかいいアイデアがあったら言いたまえ」

「……とりあえずサークル名とかつけといた方がいいんじゃないすか。今後のために」

「うむ。そう言えばそうね。たとえば？」

「そうだなあ。とりあえず世間のリア充じゆうどもをぶっ倒たおすべく、『リア充ブレイカーズ』とかいいんじゃね」

「いいわね！　それ採用」

「はやっ。つーか採用かよ」

　ぼくは思わずつっこんだが、その仰ぎよう々ぎようしい口上とは裏腹に早い話がこの組織はこれまで友達のいなかったロンドとぼくが能力者の仲間を作るために結成したただのなかよしサークルである。

　この画期的な案を胸に抱いだき、ロンドは意い気き揚よう々ようと二度目の勧かん誘ゆうにおもむいた。そして栄はえある開設メンバーの一員に名を連ねてもらうべく、木佐谷樹軍乃に声をかける。が───。

「おことわりするわ」

　木佐谷樹軍乃は素っ気なく言った。学校帰りの放課後。ロンドと待ち合わせた公園の一角である。

「そんなあ」

　がっかりしたように叫さけぶロンドに対し木佐谷樹は肩かたをすくめて言った。

「当然でしょ。なぜわたしがそんなサークルに入らなくてはならないの？　というか、その名めい称しようのサークルにこのわたしを勧誘する理由をうかがいたいわね」

「ち、ちがうわ。わたしはただ、同じ異能力者として……」

「申し訳ないけどあまり興味はないのよ。そういうことには」

　木佐谷樹は素っ気なく言ったところで、やや語気をゆるめる。

「べつに、あなたたちのやることに異議を唱えているわけではないわ。ただわたしはこれまで一人で生きてきたし、そのペースを乱したくないのよ。ごめんなさい」

「で、でもせっかく知りあえたんだし、協力し合うっていうのも大事なんじゃないかしら。わたしたちのサークルは楽しいこといっぱいやる予定なのよ。みんなで遊んだり、お出かけしたり、買い物したり……」

「あのね、ロンドさん。そういうことは本来、友人同士でやるべきじゃないかしら。縁えんもゆかりもない超能力者とじゃなくてね」

「うう」

　身もふたもない正論にロンドはしょんぼりする。ぼくは気の毒になった。そもそもこの魔女っ子はそういう友人が一人もいないからこそ、この一事を企き画かくしたわけで、それを否定されてしまったら立つ瀬せが無い。

　やむなくぼくは助け船を出すことにした。

「あのさ、買い物はともかく、ぼくも超能力者同士が組むメリットはあると思うんだけど」

　木佐谷樹はぼくにむきなおった。

「たとえば？」

「情報共有とか、相そう互ご互ご助じよとかさ。一人でいるよりも能力を持つ者同士が関係を密にすることで、補いあったり助け合ったりすることがあると思うんだ」

「もう少し具体的に言ってくださらない？　相互互助って言ってもいろいろあるけれど、たとえばどんな場面で助け合うの？」

「そ、それは……えーと、もし君がだれかに襲おそわれたらぼくらが全力で守る！」

「この世にわたしに危害を加えられる者がだれかいる？　ていうか仮にいたとして、獅堂くん、その人からわたしを守れるの？」

「うっ」

　今度はぼくがひるんだ。確かに木佐谷樹より強い超能力者がいたとして、ぼくがそいつにかなうはずがない。

　逆に木佐谷樹はぼくに詰きつ問もんした。

「というか、そもそもわたしには獅堂くんがこういうことをしていることが信じられないわ。あなたはタイプ的に一いつ匹ぴき狼おおかみだと思っていたし、もしわたしの気持ちを理解してくれるとしたら、それは獅堂くんだけだと思っていたのだけれど」

「心境の変化さ」

「かわいいガールフレンドが出来たから幸せのお裾すそ分わけ？　申し訳ないけど、そういうのいらないから」

　きっぱりと言うと木佐谷樹はきびすを返す。そのすらりとした後ろ姿からは到とう底ていその心底をうかがい知ることは出来なかった。










　そんなわけで、『リア充ブレイカーズ』の記念すべき最初のメンバー勧誘は失敗に終わった。むろんこれが最初で最後だったという可能性もあるけれど。

「あーあ。残念。今度こそお友達になれると思ったのに」

　逃にがした魚の大きさを悔くやむようにロンドは口を尖とがらせた。ぼくは肩をすくめた。

「ていうか、確かに気分だけで突っ走りすぎだろう。仮にサークルを作るんなら、もっとちゃんと細部を詰つめてからはじめようぜ」

「細部って、たとえば？」

「よくわかんないけど……会合場所とか、連れん絡らく先とか？　友達いないし、ぼっちでサークルなんて入った経験一度もないからよくわからないけど」

「頼たよりないわねえ」

「ほっとけ。君だってそうじゃないか」

「少なくとも会合場所はあるわっ。わたしのおうちよ」

「君のうちって……でもあのマンションはもうすぐ引き払はらうんじゃないのか？　引っ越こしの準備はどうなったの？」

　ぼくの問いにロンドは渋じゆう面めんを作った。

「うーん。それがいまいちなのよねえ。いい物件はたくさんあるみたいなんだけど、これっていう決め手がないっていうか。せっかくお引っ越しするんだもの。どうせなら一いつ軒けん家やの素す敵てきなおうちに住みたいし」

「贅ぜい沢たくいってら」

「しょうがないでしょ。わたし、仮にも世を忍しのぶ魔ま女じよなんだから。そのくせウチでは勘かん当どうあつかいだし。もっともＪＪは魔女の家や血のことなんか気にしないで、わたしの好きな道や目標に向かってどんどんおゆきなさいって言ってくれてるけどね。それが、健康を回復して元気になったわたしの役目だって」

「───魔女の血、か」

「どうかしたの？」

「いや」

　ぼくはあいまいに言葉を濁にごした。先日ＪＪさんと交かわした会話の切れ端はしが脳のう裏りを過よぎったのである。

　あれは花束を持ってロンドの部屋を訪ねた帰りのことだ。




　　　　☆




「ロンド様のまわりに時折出現するあの『影かげ』についてはすでにログ様も何度かその目でご覧になったかと思います。わたくしどもは以前からあれの正体がなんなのか調査してまいりましたが、一部その正体が判別しましたのでご報告いたします。おそらくログ様にとっても重要な関心事かと思いますので」

　そう切り出すとＪＪさん───や、もう親しさを込めてＪＪと呼ぼう───はわずかに微笑ほほえんだ。そして手元のコーヒーカップを取り上げると静かに語りはじめる。ロンドのマンションの向かいにあるコーヒーショップの店内である。

　ぼくは身を乗り出した。

「あれの正体をつきとめたってこと？」

「ええ。わたくしどもはあれを『離り影えい体たい』と呼んでおります。その正体は古いにしえの魔女の血が『種の存続』を求めて暴走している状態、というのがわたくしどもの見解です」

「離影体……？」

　ぼくは首をかしげた。一いつ瞬しゆん何のことかわからなかったのだ。

「ごめん。よくわからないや。離影体ってなに？　種の存続ってどういうこと？　あれって、ドッペルゲンガーじゃないの？」

「ドッペルゲンガーと離影体は似て非なるものですわ。ドッペルゲンガーとは人間の認にん識しきがもたらす霊れい的てき超ちよう常じよう現象の一種ですが、離影体はあくまで魔女の血とその血統に由来する固有の現象。もっともこのたびの騒そう動どうについては、魔女の他ほかにロンド様を取り巻く諸事情が密接に関かかわっているというのがわたくしどもの考えですが」

「……？」

　ぼくが頭上に無数のクエスチョンマークを浮うかべているのを察したのだろう。ＪＪはおだやかに語り始めた。

「そうですね、いったいどこから申し上げるべきか……。まずは順を追ってご説明致いたしましょう。ログ様はロンド様が古の魔女の血を代々受け継つぐ名家のご息女であるということはご存じですわね？」

「うん」

「星ほし降ふり家は魔女界でもっとも大きな力を持つ名家のひとつです。その血は古の魔女の始祖の血を引くといわれ、その力と伝統によって長きにわたって魔女界に君臨してまいりました。しかし一方で種として袋ふくろ小路こうじに陥おちいっている他の魔女同様繁はん殖しよく力が弱く、血統の存続という大きな欠けつ陥かんを抱かかえておりました。しかもそれに関連して、近年、我が一族間にある奇き妙みような事象が起きるようになっていたのです」

「奇妙な事象───？」

「『影』の出現ですわ。それを見る者の姿形を模して佇む黒い影……これがあちこちで散見されるようになったのです」

「そ、それって……ド、ドッペル……」

　ＪＪはちいさく顎あごを引いた。そして続ける。

「さらに調査の結果、この現象の派生にはある特有の傾けい向こうがあることがわかってきました。影の出現はどうやら星降家の血統の安定性に起因しているらしいのです。つまり魔女の血脈が絶えた、もしくは絶える可能性が著いちじるしく増したとき、この影は姿を現し、他者を無差別に攻こう撃げきする。あたかも種が自らの断絶の危機におびえ、より強い異種を取り込もうとするように」

「……」

「それだけではありません。調査を進めるにつれ、さらに決定的な事実が明らかとなりました。影が暴走を引き起こすトリガーとなる血統の範はん囲い、つまり影が保護し、保全したがっている血が限定されたのです。そしてその影が宿る肉体───現世において魔女の始祖の血を最も強く留とどめているのがいったい誰だれなのかも」

「ま、待った。そ、それって───」

　たまらずぼくは遮さえぎった。ＪＪは優やさしくうなずいて言った。

「そうです。我が主あるじはこれらの運命を背負ってお生まれになりました」

　絶句するぼくをよそに彼女は続けた。

「14年前、ロンド様は星降家待望の実子として誕生されました。だが残念なことにあの方は心臓にご持病を持ち、それは成長するにつれ大きなハンデとなりました。ですが皮肉にもロンド様が明日をも知れぬお命であることが結果的に『影』の活動を封ふうじることになりました。ロンド様の体力は『血の暴走』を許すにはあまりにはかなく、弱かったのです。逆説的ではありますが、ロンド様の病は当家の血統にまつわる混乱を鎮化させました」

「…………」

「ロンド様は入院なさり、長く療りよう養ようなさいました。そう、あのマンションですわ。それは長い数年間でしたわ。もしかしたら、誰もが心の隅すみでこのまま事態が終しゆう焉えんにむかうと思っていたかもしれません。ですが、ある素敵な男の子と出会ったことによって、ロンド様は奇き跡せき的に甦よみがえりました。そして現在のあのおてんば腕わん白ぱく娘むすめに至る、というわけです」

「……いや、まあ。それはいいけど」

　ぼくは照れて言った。

「あら。お照れになることありませんわ。わたくしどもはみな心からログ様に感謝しているのですから。ですがロンド様が健康を回復されたことで、わたくしどもは以前置き捨てにしておいた問題と向き合わなければならなくなりました。あの方の体力が戻ったのを機に、力を得た『影』がふたたび蠢うごめき始めたのです」

「う、うーむ」

　一気に現実に引き戻もどされ、ぼくはうなった。ＪＪもまた表情を引き締しめて言葉を続ける。

「ログ様より『喋しやべる影』についてのご報告を受けたとき、わたくしどもはそれまでの研究からこれを『離影体』と名付けました。その正体は未いまだ不明ですが、現状考えうる仮説としては、あれは絶ぜつ滅めつ種しゆとして行き詰づまりを迎むかえたロンド様の中の古の魔女としての血が身体からだから遊ゆう離りし、より強大なパワーを求めてさまよっている状態ではないかと推察します。つまりあれは、ロンド様であってロンド様でない、異なる意思と能力を持った生命体ということになります」

「ち、ちょっと待ってよ。血が意思を持つなんてこと……」

「しかし、そう考えれば影がログ様やお友達の超ちよう能のう力りよく者を襲った理由も説明がつきます。おそらく自らの死期を悟さとった彼女の中の始祖としての血が自らの変異を求めて暴走しているのでしょう」

　ロンドのまわりに妙みような影が出しゆつ没ぼつするようになったのは、彼女がほぼ立ち上がれるようになり、退院の目め処どが立った初夏の頃ころのことだ。仮にロンドの体力の回復が影を活発化させたトリガーなのだとしたら、彼女の立てた仮説は時期的には符ふ合ごうするわけだ。

　以来、それは半ば常習化してぼくらの日常を侵しん蝕しよくしはじめ、

　そして先日───

　影はついにロンド本人を襲おそった。

「ロンド様はこのことをご存じありません。むろん影の正体についても。ロンド様の面前で、あれがはっきりと実体を伴ともなった形で現れたのは先日、ログ様と木佐谷樹様と一いつ緒しよにいたときが初めてです。ですので、ロンド様はあの影と自分との因果関係については理解しておられないかと」

「……」

　口をへの字に曲げぼくは渋面を作った。

「これ以上、悪さをされるのはかなわないな。突とつ然ぜん話しかけてくるくらいならまだしも、ロンドをこれ以上危険な目には遭あわせられない」

「ですが、相手はいわば生存本能のみで動いている血。こちらのコントロールなど効きませんし……」

「よし。ぼくが、直接あの『影』に会って話してみるよ」

　ＪＪがおどろいたように睫毛を上げる。

「本気ですか」

「相手だって口がきけるんだ。なんとかコンタクトを取ってあの影が何を目的としているのか直接聞き出してみるよ」

「しかし……危険です。ログ様のお話をうかがうに、なにやら急速にまがまがしい人格が芽生えはじめているような気もいたしますし」

「その可能性はあるけど、でも実際に会話してみないことにははじまらない。それに相手がぼくの力に惹ひかれているのなら、なおのことぼくが接せつ触しよくしてみるのがいちばんいい」

「…………」

　ぼくの言葉に彼女なりの決心を付けたのだろう。ややあってＪＪは丁てい寧ねいに一礼すると、ぼくの顔をまっすぐに見み据すえた。そして優しく微笑ほほえんで言う。

「わかりました。ではこの件はログ様にお任せいたします。ですが、くれぐれもご油断なきよう。せっかく仲直りされたのですもの。お二人が末永く幸せになることをわたくしも願っておりますのよ」




　　　　☆




「……───どうしたの、ログ？」

　ロンドの問いかけに、ぼくは短い追想から醒さめた。

「あ、いや。なんでも」

　とっさにごまかしたところで目の前の少女の身体の具合が気になり、訊たずねる。

「ところでロンド、───最近、身体の調子はどう？」

「体調？　絶好調よ。毎日好き嫌きらいしないで食べてるし、体重がまた１㎏増えたわ」

　ロンドは元気よく言った。

「それよりログっ、あれを忘れてないでしょうね？」

「あれって？」

　首をかしげるぼくに、ロンドはぷっとむくれた。

「花火よ、花火っ。花火デート。ちゃんとおぼえてるのっ？」

「お、おう。もちろんさ」

「わたし、凄すごく楽しみにしてるんだから。仕切りがへんだったら承知しないから」

「あんまりプレッシャーかけんなよ……。デートなんてこっちは生まれてこのかたはじめてなんだから」

「わたしだってよ。あ、そうだっ。場所を指定してくれたら送そう迎げいにリムジンを出すって松まつ岡おかが言ってたわ。あと門限は４時半だって。一秒でもオーバーしたらログは永久輪りん廻ね転生死し刑けいだってＪＪが言ってたわ」

「門限４時半でどうやって花火見んだよっ。ていうか輪廻転生死刑ってなに!?」

　あの侍じ女じよさんの主あるじに対する愛情深さにぼくは頭を抱えたが、ともあれ、ぼくらの現げん況きようはそれなりに順調なようだった。










　ある日、ぼくは街中でばったり木佐谷樹軍乃と出くわした。放課後に立ち寄ったＣＤショップの視し聴ちようブースにいたとき、対面のブースにヘッドフォンを耳に当てているやたらスタイルのいい女子高生がいると思って見ていたら、それが木佐谷樹だったのである。

「げ、木佐谷樹」

「あら、獅堂くん」

　木佐谷樹は視線を上げた。それからヘッドフォンを外すと、いくぶんとがめるような口調で言う。

「年中抱だきしめている相手にむかって、げ、はないんじゃない？」

「年中なんて抱きしめてないだろ！　一度だけですっ」

「冗じよう談だんよ」

　全力でつっこむぼくを前に木佐谷樹はその黒くろ髪かみを払はらった。そしてつと興味が湧わいたようにぼくの手にしていたＣＤをのぞき込む。

「それ、選んでいたの？」

「あ、うん。もうすぐ妹の誕生日なんだ。それでＣＤをねだられたからプレゼント用に。まあ一応誕生日プレゼントだし、親のクレジットカードを渡わたすよりは形に残る方がいいと思って……」

　などと会話しつつ、自然に木佐谷樹と肩かたを並べて店内を巡めぐっている自分にぼくは内心おどろいていた。鬼おにコーチの千本ノックを受けて内野の守備が上達したみたいに、あまりにハードでデンジャラスなシチュエーションを共に潜くぐり抜ぬけているうちに、美女といっしょにいることに耐たい性せいがついたのかもしれない。あまりうれしくはないけれど。

　もっとも、かといってお互たがいの関係が馴なれたということはこの子に限ってなさそうだった。お店を出て家まで帰る道すがら、先日の話の続き───ロンドの立ち上げた例のサークルメンバーにならないかという一件を持ち出したぼくに対し、木佐谷樹はあっさりと拒きよ否ひをした。

「悪いけど遠えん慮りよするわ。それに、その件についてはもうはっきり断ったはずじゃなかったかしら」

「そ、そうだけど、あれから気持ちが変わってないかなと思って」

「言ったでしょう。わたし、人と一緒にいるのは好きではないの。性格的に仲間を作ったりするのあわないし、苦手。たとえそれが同じ超能力者であってもね。悪く思わないで」

「でも、ぼくとはこうして話してるだろ」

「獅堂くんはべつよ。先日は命を助けられたし、能力も高いと思う。でも───そうね。正直、ロンドさんのことはよくわからないのよ。あの子とは会ったばかりだし、何も知らないしね。誤解しないで。性格は好きだし、かわいい女の子だと思うわ。ていうかあの子を嫌いになれる人がいるとは思わない。でも、あの子の態度はまるで遊んでるみたいに見えるわ。ふわふわしていて、たのしげで、夢を見てるみたい」

「夢？」

「ええ。いかにも幸せそうだし、お金持ちっぽいしね。病気を患わずらっていたというのは気の毒と思うけれど、でも仲間として同志として、信用して自分を託たくせる相手かどうかはわからない。あの綺き麗れいな侍女さんもふくめてね。ごめんなさい。こんな言い方になってしまって」

「で、でも……あの人は信用出来る人だよ。君だって実際に会ったんだろ？」

　木佐谷樹の辛しん辣らつな物言いにぼくは思わず口を尖とがらせた。

「ええ」

「どうだった？　話してみた感想は」

「そうね。わたしより胸が大きくてスタイルのいい人に初めて出会ったわ」

「違ちがう！　そうじゃなくてっ」

「パッドなしであの戦せん闘とう力、ただ者じゃないわね」

「そ、そうなの？　てか、なんでわかるんですか!?　コツを教えて下さい！」

　思いっきり食いついてからぼくははっと我に返った。道行く人びとがぼくに眼まな差ざしをむけているのに気づき、あわてて何度も咳せき払ばらいをする。

　そしてひとつため息をついて言う。

「……あいつは一族に捨てられているんだよ」

「え？」

「重い病にかかった時点であいつは継けい承しよう者から外されてるんだ。この前、あいつの家が魔ま女じよの大ボスの家系だって話はしたろ？　でも、強くなければ一族の頂点に立つ資格はない。つまりあいつは心臓がポンコツになった時点で廃はい嫡ちやくされてるんだ。法外な金持ちだから、一見めぐまれた環かん境きようにいるように見えるけどね」

　ぼくはぽりぽり頭を搔かきながら続けた。

「君も訪ねていった豪ごう華かなマンションは体ていのいい牢ろう獄ごくだし、親はもちろん、身内も友達も誰だれひとり訪ねてこない。後こう継けい者しやの資格を剝はく奪だつされたあいつは死ぬまであそこにいるはずだった。あいつがこの世に持っているのはＪＪさんともうひとりの執しつ事じさん、いつも側そばにいるあのふたりだけだ」

「……獅堂くん」

「あいつは何度も冥めい界かいの門を潜った奴やつなんだ。地じ獄ごくは見てるし、ただ脳天気なだけの奴じゃないよ。でもね。ぼくがあいつを好きなのは、あいつがそのたんびに戦闘フアイテイングポーズをとって絶対に白旗を揚あげないところなんだ。なんてったってポジティブレイヴの持ち主だから」

「ポジティ……？」

「前向きで力強い勇気のことだよ。あいつが作ったんだ。減げん衰すいも摩ま耗もうもしない、いつだって胸の奥で熱く滾たぎり輝かがやいている深しん紅くのハート。それを発動させて運命にむかって跳ちよう躍やくすれば、世界が変わる。本当だぜ」

「…………」

「きみは強いし頭もいい。その意味じゃべつにぼくたちなんて必要ないかもしれないけど……でも、もし君が仲間に入ってくれたら、やっぱりぼくらはうれしいよ。あいつはずっと友達がいなくて人ひと恋こいしさの権ごん化げみたいな奴だし、ぼくも……はっきりいって長年ぼっちで、友達なんか、まして超ちよう能のう力りよく者の友達なんてひとりもいなかったからさ」

　自分語りが面おも映はゆく、ぼくは人差し指でぽりぽりとほっぺをかいて言った。そんなぼくの長ちよう広こう舌ぜつを木佐谷樹は黙だまって聞いていたが、ややあって彼女は言った。

「───ロンドさんのことはわかったわ。でも、わたしにはやっぱり獅堂くんのことがよくわからないの」

「へ？　ぼく？」

「そう。獅堂くん。獅堂くんは───どうしてそんなに、その───優しいの？　いったい、あなたを動かしているものはなんなのかしら」

「や、優しい……？　ぼくが？」

「ええ。あなたは、獅堂くんは、どうしてそんなにおせっかいで、親切で、人に優やさしく出来るの？」

　そう言うと、木佐谷樹軍乃はまるで子どもみたいにむきになって訊ねる。

「わたし、それが知りたいのよ。獅堂くんの心の奥底を」

「木佐谷樹───」

　ぼくが当とう惑わくし、言いよどんだときだった。

　ズーン……───。

　突とつ然ぜん、近くで腹の底に響ひびくような大きな地じ響ひびきがした。

「……？　なに」

　木佐谷樹が一いつ瞬しゆん身じろぎする。通りを行く人々も立ち止まり、怪け訝げんそうにまわりを見み渡わたす中、通行人の会話の断だん片ぺんが切れ切れにぼくの耳に飛び込んできた。

「おい、むこうの通りのビルで事故だってよ」

「マジで？」

「うそ。やばいんじゃない？」

「事故？」

　ぼくと木佐谷樹は顔を見合わせた。そして半ば往来のいきおいに押されるように現場へとむかう。

　ぼくらが着いたときにはあたりの舗ほ道どうにはすでに人だかりができていた。事故の現場はすぐにわかった。ぼくらの視線の先でビル街の中でもひときわ高く瀟しよう洒しやなビルが中なか程ほどで大きく崩くずれ、その一部から白い煙けむりが上がっている。どうやら対面で建設途と中ちゆうだったビルのクレーンとその足場を支える鉄骨の一部がまともに突つっ込んだらしく、あたりは割れたガラスが散乱し惨さん憺たんたる有り様になっている。そのうち消防車やテレビ局の報道車とおぼしき車両も駆かけつけ、周囲はたちまちものものしい雰ふん囲い気きに包まれた。

　そのビルは多目的ビルだったらしく、とくにクレーンが直ちよく撃げきしたあたりのフロアではたくさんの商業イベントが催もよおされていたらしい。ぼくと木佐谷樹は野や次じ馬うまにまじって救助活動の様子を見守っていたが、急にあたりの空気が殺気立ったのは、窓から白く立ち上っていた煙の色が黒く変わりはじめたからである。

「おい、煙が上がってるぞ！」

「中で火が回り出したんじゃないのか」

　その会話を聞いた途と端たん、ぼくは胃がせり上がり、喉のどがふさがれたような感じがした。同時に後頭部のあたりがちりちりし、首の背が熱くなる。さらに非常階段が瓦が礫れきでふさがれ、階上から避ひ難なん出来なくなっている人がいるという話を耳にして、ぼくはいても立ってもいられなくなった。

　悪い癖くせだ。

　マイクを手にした女性の現場レポーターが早口で中ちゆう継けいしている。

「こちら現場です。こちらからは状じよう況きようはうかがえませんが、ビルの中にまだたくさんの方が取り残されているようです。階下からは火災が発生したとの情報もあり、現在、レスキュー隊と消防による懸けん命めいの救助活動が行われております……」

「獅堂くん、ダメよ」

　そんなぼくの焦しよう燥そうに気づいたのだろう。木佐谷樹がたしなめるように声をかける。

「で、でも木佐谷樹、今行けばきっと……」

「ばかね。なに言ってるのよ、もう」

　木佐谷樹は急にぼくの手を取ると、子どもの手を引くみたいに人ひと混ごみの外まで引っ張っていった。そして叱しかりつけるようにささやく。

「なに考えてるの。獅堂くん。あなた、まさかこんなところで力を使う気なんじゃないでしょうね？」

「い、いや、ビルの裏からまわれば目立たないし……。それにまだ逃にげ遅おくれている人がいるみたいだから」

「いいからそんなこと消防士さんに任せなさい。わたしたちが関かかわることでは、ううん、関わっていいことではないわ」

「でも……あのビルの高さなら二十秒も……」

「正気？　これだけスマホを持った群衆がいる中で重力を使う気なの？　動画をネットにアップされて身バレして終わるだけよ。人生を台無しにする気!?」

「でも……」

　ぼくは口を閉とざし、一瞬、地面に視線を落とした。それから顔を上げ、目の前の女の子にむかって言った。

「───ごめん、木佐谷樹。やっぱりちょっと行ってくる」

「獅堂くん、あなたは……」

　その先、木佐谷樹がいったいどんな言葉を続けようとしたのか。

　彼女をその場に残し、ぼくは脇わき目めも振ふらず駆けだした。










　路地裏に入るとぼくは脚あしを止め、あたりを見回した。

　そこは狭せまい小路を抜ぬけ、ビルの背後に回り込んだ一角だった。表の喧けん噪そうとは打って変わり、ビルの影かげが迫せまってくるような路地は暗くひっそりとしている。

　裏から見た感じでは事故現場の様子はまったくわからなかった。ぼくは急いでビルの外がい壁へきに手をかけた。が、自分がＣＤの入った袋ふくろを提さげていたことに気づき、それをビルの軒のきに置いたところで今度は路地脇に停とめてあるバイクとその後部のリアボックスの存在に気づく。

　十数秒後。

　黒のフルフェイスのヘルメットですっぽり顔を隠かくしたぼくは一瞬にして高さ数十メートルのビルの外壁の上に立っていた。制服のシャツにズボン、そして黒ヘルメットという出いで立ちで壁かべにへばりつくその姿は怪あやしさ満点でスパイダーマン的なクールさからはおよそ対極にあったけれど、この際、背に腹は替えられない。

　事故のあったとおぼしきフロアの窓に両手でとりついた時だった。不意にぼくの左手が声を発した。


「小こ僧ぞう、身を危険にさらしてまでなぜこんなことをする？　その力、我が身のためにふるおうとは思わんのか？」



「わあっ！」

　驚きよう愕がくのあまりぼくはあやうく壁からころげ落ちそうになった。

「お、お、おまえ……！」

　それから必死に体勢を立て直し、両手で外壁にへばりつく。

「な、なんでこんなとこにいんだよ!?」

「われがどこにいようが勝手だ。なにせわれは影……そう、たしか離り影えい体たい、とか言う存在なのだからな」

「お、おまえ……───」

　わずかに笑いをはらんだその声にぼくはぞっとした。先日、ＪＪとかわした会話をこの正体不明の化け物が理解していることに気づいたのだ。

　そして我に返って叫さけぶ。

「やかましいっ。今は取り込み中だ。黙ってろ！」

　ぼくは懸命に意識を集中させ目の前の窓に取りついたが、実のところ途と方ほうに暮れていた。このとき、ぼくはうかつにもはじめて高層ビルの大半の窓ははめ殺しになっていることに気づいたのである。これじゃあ中には入れない。

「ど、どうしよ」

　ぼくはヘルメットを被かぶったまま窓の向こうをのぞきこんだ。そこはどうやらオフィスらしく、事務机やコピー機が整然と配置されている。この騒さわぎで全員避難したのか、人の姿はない。

「くそっ。やるしかないか」

　ぼくは肩かた越ごしに下を確かく認にんした。大だい丈じよう夫ぶ。人影はない。そして腹をくくると、窓ガラスに左手の掌を当てた。そしてひとつ息を整え、一気に窓ガラスに重力───『グラビティ・ストリーム』を走らせた。

　だが、室内にはまったく変化がない。

「あれっ」

　ぼくは二度三度えいえいと重力を流したが、周囲にはいささかの変化もない。

　集中力が足りなかったのかな、とぼくはひとつ深呼吸すると、もう一回左手でガラスに触ふれた。次の瞬間、ぼくのＧに引き寄せられオフィス内の椅い子すや机、パソコン、モニターなどが一斉にこっちに殺さつ到とうしてくる。

「……!!」

　想定を超こえるそのスピードにぼくはあわてて窓の脇に隠れようとしたが、一瞬間に合わなかった。

「あだっ」

　ガラスを突き破っていきおいよく飛び出してきた重さ軽く50㎏はあるコピー機を避さけきれず、肩かた口ぐちにそれを喰くらったぼくは大きく体勢を崩してのけぞった。一瞬両手が離はなれ、重力が途と絶だえる。

「……く、」

　ぼくはかろうじて外壁に触れた指先……というより爪つま先さきで力を走らせ、どうにか持ちこたえた。

　あ、あぶねー。

　ビルの外壁から一瞬でも身体からだのすべてが離れたら最後、ぼくの命はない。

　ぜいぜいと肩で息をしつつ、ぼくはようやく開いた入り口からオフィスの中に転がり込んだ。───とたんに鼻につく、つんとした煙の臭におい。

「ったく。なんで俺がこんなことを……」

　敬愛するジョン・マクレーンのまねをして悪態をつきつつ、ぼくはよろよろと立ち上がった。飛び散ったガラスの破は片へんでシャツの袖そで口ぐちが切れ、血が滲にじんでいる。


「どうした小僧？　手を貸してやろうか？」



「うるせっ。引っ込んでろと言っているっ」

　ぼくを逐ちく一いち観察しているらしく姿を見せずに語りかけてくる影を無視し、ぼくは素す早ばやく廊ろう下かへ出た。

　廊下の対面は巨きよ大だいなホールとなっていた。たぶんこのフロアではファッションイベントが催されていたのだろう。壁の至る所にファッション誌主しゆ催さいの少女向けブランドのイベントポスターが貼はってある。が、事故当時の混乱を物語るように椅子は乱れ、ポップは横よこ倒だおしになり、あたりは惨憺たる有様となっている。

「階段は───、非常階段はどこだ？」

　焦あせりに背中をこづかれつつ、ぼくは非常階段を探した。イベント参加していた女の子たちだろう。どこかで身を寄せ合っているのか、フロアの隅すみから切れ切れにおびえたような声やすすり泣く声が聞こえてくる。

　階段の場所はすぐにわかった。が、目の前のその光景にぼくは思わず立ちすくんだ。クレーン直撃の余波か。天てん井じようと壁面が崩れ、そのコンクリート片が瓦礫となって階段の降り口を大きくふさいでいる。

「こ、こりゃあ───……」

　上と下の階を完全に隔へだててしまっている想像を絶する瓦礫の山の規模に、ぼくが一いつ瞬しゆん言葉を飲んだときだった。

「う、うーん……」

　階段の脇でつと小さなうめき声がした。見ると床ゆかに女の子が一人、身体を丸めて倒たおれている。ぼくはあわてて駆け寄った。どうやら激げき突とつのショックで気を失っていたらしい。

「大丈夫？　しっかりっ」

　ぼくはヘルメットのバイザーを上げ、声をかけた。

　女の子はわずかに身じろぎしたが、目を覚まさない。年はメグと同じくらいだろうか。やわらかな黒くろ髪かみに瑞みず々みずしく白い肌はだ、その双そう眸ぼうは閉じられてはいるが、まるで女の子向けのファッション誌から抜け出したみたいな美人さんだ。

「───！」

　その子の姿を見てぼくは腹をくくった。やるしかない。

　ぼくは女の子を廊ろう下か脇によいしょと運ぶと、瓦が礫れきとなってふさがっている巨大なコンクリート片を片っ端ぱしから片付けにかかった。たんにコンクリートを動かすだけならフルパワーで力を解放すればいいだけの話だが、万が一瓦礫のバランスがくずれてしまっては階段全体が取り返しの付かないことになるおそれがあるため、無む茶ちやは出来ない。

　ぼくは慎しん重ちように重力を使い、細心の注意を払はらいながら一個一個瓦礫を動かしはじめた。その間にも煙けむりはしだいにあたりに漂ただよいはじめ、鼻び腔こうへとせり上がってくる。ぼくは大おお汗あせをかいて作業を続けた。

　だがひときわ大きな瓦礫を取り除き、ようやく作業が終わったかに思えたときだった。ぼくはその背後にくの字にひしゃげた巨大な防ぼう火か扉とびらがあることに気がついた。それは瓦礫の狭はざ間まにあって完全に階段の降り口を覆おおい隠し、まるでぼくの苦労を嘲あざ笑わらうかのように厳然と立ちふさがっている。

「…………マジかよ」

　ぼくがつぶやき、脱だつ力りよくしかけたそのときだった。

　突とつ然ぜん、ぼくの傍かたわらを閃せん光こうがすり抜けた。そしてすさまじい衝しよう撃げきとともに防火扉の表面に深しん紅くの穴がうがたれたかと思うと、次の瞬間、扉とびらが炎えん上じよう、蒸発する。

　ぼうぜんとするぼくの視線の先で閃光が二度三度次々に走り、巨大な防火扉に大穴をうがっては、この鋼鉄の障害物を跡あと形かたもなく灼やき尽つくしてゆく。ひとつ、ふたつ、みっつ───。その威い力りよくと精度は信じられぬほどで、ぼくの目の前でその金色の炎ほのおはまるで粘ねん土ど細工を握にぎりつぶすようにして防火扉をまるごと消しよう滅めつさせる。

　その間、わずか五秒。

　やがてあたりに静せい寂じやくが訪おとずれたときにはただよう鉄の焼け焦こげた臭いと煙のむこうに非常階段へと通じる大穴が広がっていた。

「これは……」

　ぼくは放心してその場に突つっ立っていたが、ふと汗あせと煤すすだらけのシャツの袖そでを焦がした火花の痛みに我に返った。あわてて背後を振り向く。ガラスが消滅した窓のむこう、対面するビルの屋上に、黒髪を翻ひるがえす女子高生の後ろ姿が見えたのは気のせいだろうか。

「木佐谷樹───」

　ぼくが口の中でつぶやいたときだった。ぼくは先刻倒れていた女の子が起き上がり、こちらを眺ながめていることに気がついた。

「気がついた？　大丈夫。ここからもう下に降りられるよ」

　ぼくはその子の前で跪ひざまずいて言った。が、その子は上体を起こしたまま、なにか不思議な物でも見るようにそのまなざしをぼくにむけている。

「あ、あの……どうかしたの？」

「……おにいさん、だれ？」

「へっ」

　ぼくはきょとんとした。それから自分がずっとバイザーを開きっぱなしでこの子に話しかけていたことに気づく。ぼくはあわててヘルメットのバイザーを下ろし、立ち上がった。

「と、とにかく、ここを降りていけば外に出られる。一刻も早くここから逃にげ出すんだ。いいね!?」

「え。待って───」

「ユウナちゃん！」

　そのとき廊下で女性の声がし、スーツ姿の綺き麗れいな女性が駆かけてくる。

「よかった。無事だったのねっ。会場のステージを降りたところではぐれてしまって───。あら……？」

　その女の人があたりを見回したときにはぼくはすでに窓の外へ身を躍おどらせ、外がい壁へきを下に向かって全力で突っ走っていた。

　やれやれ。ひとまずこれで避ひ難なん経路は確保出来た。あの非常階段を伝えば、逃げ遅おくれた人たちも避難できるだろう。

　もっとも、ぼくの手て柄がらとは言いがたいけれど。

　がんばったわりにあんまり役に立てなかったかな、と軽くヘコみつつ、ぼくは路地裏に戻もどった。ヘルメットを外し、ほっと息をつく。

　通りから見上げると、事故のあったビルではすでに消火活動が始まっている。入り口付近で救急車や消防車が何台も停とまり、人々がせわしなくうごめいている一方、火の勢いはもう峠とうげを越こえたのか、あたりには徐じよ々じよに雑多な日常が戻りつつある。

「……帰るか」

　駅に向かって歩き出したところで、ぼくは自分のなりに気がついた。シャツは煤だらけの上にガラス片であちこち破れ、手も腕うでも痣あざだらけとなっている。文字通りの火事場から抜ぬけ出してきたようなぼくにむかって、道行く人が物もの珍めずらしそうに視線を投げていく。

「あ」

　改札にむかってとぼとぼと歩き出したところで、ぼくはふとがっくりうなだれた。路地裏にメグのプレゼントが入った袋ふくろを忘れてきたことに気がついたのだ。










　ついにその日がやってきた。

　ぼくとロンドの記念すべき初デート。近くの花火大会を見に行くぼくらの送そう迎げいのために星降家が用意してくれたのは白しろ塗ぬりのリムジンだった。

　なめらかな車体が夜の街を映し出すキャデラック・リムジン。ＪＪの一声で手配された高級車が横付けされる中、マンションから現れたロンドの装よそおいは白とピンクの古典柄がらの愛らしい浴衣ゆかた姿だった。

「おまたせっ」

　ブロンドをアップにして形のいいうなじを露あらわにし、飴あめ色いろのかんざしをななめに挿さしたロンドは傍はた目めにもとても大人びて見えた。

　もっとも中身の方はあいかわらずのようで、桐きり下げ駄たをからから鳴らして内うち股またで駆けてくるや、ぼくの前で浴衣の袖に両手を包みかくすと、その場でくるんとまわって見せる。背中の帯に挿した金魚柄のうちわが愛らしい。

「へへー。どう、ログっ？」

「う、うん。すごくかわいいよ」

「うふふ」

　口元をほころばせるロンドのかたわらでＪＪが念を押す。

「いーですね。門限は９時半ですのでくれぐれもお間ま違ちがえのないように。お元気になったとはいえお体はまだ完調ではないのですから、あまりはしゃいだりしてご無理をなさってはいけませんよ」

「はあい」

「もしお疲つかれになったら、我が慢まんせずにその場で休むこと。あと水分補給もこまめに。ハンカチはお持ちになりましたか？」

「もう。ＪＪったら心配性しようなんだから。子どもあつかいしないで！」

　まるで母親のように細々と諭さとすＪＪにロンドが元気に言う。

「ログ様」

「はい」

「ロンド様のこと、くれぐれもよろしくお願いいたしますね。……もし一分でも門限に遅れたら、そのときは痛覚という感覚器官を備えてお生まれになったことを後こう悔かいすることになりますから、どうぞそのおつもりで」

「笑え顔がおでさらりとおそろしいことを言わないでください」

　相変わらずロンドのこととなると見境がなくなるのか、まんざら冗じよう談だんに聞こえないこの侍じ女じよさんの言葉にぼくが顔を引きつらせていると、そこにスーツ姿の男性が現れる。

「今こ宵よいはわたくしがついておりますからな。万が一にも遅れるような懸け念ねんはございません。獅堂様には、どうぞロンド様のエスコートにご専心を」

　今夜、リムジンの運転手を務めてくれる執しつ事じの松岡さんが長身を折り曲げ、恭うやうやしく一礼する。すらりとした体たい軀くに綺麗に整えられた口髭。ダンディーな雰ふん囲い気きにあふれたこの渋しぶい中年男性はＪＪと並んで星降家におけるロンド派の急きゆう先せん鋒ぽうであり、この子にとってはまさに股こ肱こうの臣といっていい。

　そんな彼に取りすがるようにロンドは訊たずねる。

「ね、松岡、今日はどこへ行くのっ？　わざわざ車なんか出したりして」

「内ない緒しよです。なにせデートのプランニングはすべて獅堂様がなさいましたからな。わたくしから申し上げることはできません。ロンド様には、ただ楽しみにお待ち下さいますよう」

「たのしみだなあ」

「それではいってらっしゃいませ」

　侍女さんの笑顔に見送られ、リムジンはすべるように走り出した。










　リムジンが停まったのはそれから三十分後のことだった。

　白い手て袋ぶくろを塡はめた松岡さんに恭しくドアを開けられ、ぼくらは車を降りた。

「ここ……橋じゃない」

　てっきり家族連れで賑にぎわう川原沿いで打ち上げ花火を見ると思っていたのだろう。ピンク色のかわいい巾きん着ちやくを指に提さげつつ、浴衣姿のロンドはいくぶん不思議そうにあたりを見渡す。

「ここで花火を見るの？」

　そこは、街からやや下流に下った河か川せんに架かかる長い橋の上だった。両岸を渡わたすように架かった巨きよ大だいなつり橋───いや、斜しや張ちよう橋きようというのだろうか。ひときわ高い主しゆ塔とうから伸のびる何本ものワイヤーがまるでハープのようにぴんとはりつめながら橋の構造全体を支えている。

　美しい三角形を描えがくそのワイヤーのむこうには街明かりが見える一方、川下に目を向ければ対岸の川かわ縁べりにたくさんの人の賑わいがある。たぶん、あれが花火会場だろう。

　この夏、いちばん早い花火大会。

「獅堂様。こちらでよろしいでしょうか」

　松岡さんが恭しく言う。

「はい。ありがとうございます」

「では、どうぞごゆるりと。お時間になりましたらお迎むかえにあがりますので。ロンド様、松岡は橋のたもとで車を停めております」

　そう言うとこの篤とく実じつな執事さんはリムジンと共に去っていき、橋にはぼくらだけが残された。

　ぼくは肩かたに提げていたスポーツバッグの中から懐かい中ちゆう電灯を取り出すと、明かりをつけた。

「じゃあ、いこーか。花火」

「う、うん。でも……どこに？　川原はずっとむこうよ」

「どうせ花火を見るのなら、誰だれにも邪じや魔まされない場所で見たいだろ？」

「ま、まさか……」

　ひきつった表情を浮うかべるロンドの手を引きぼくは歩き出した。カラコロという桐下駄の音が、鉄骨製の橋の主塔の上を心地ここちよく渡っていく。

　もっとも、そんな足音の軽快さとは裏腹にぼくの手を握にぎるロンドの握あく力りよくは痛いほどで、ぼくは時折立ち止まってはしがみついてくる骨っぽいロンドの掌を握りなおした。

「ま、まだ───……？」

「目をつむって」というぼくの指示をかたくなに守りつつ、ロンドが震ふるえる声で訊ねる。

「もうちょっと。まだ目を開けちゃだめだよ」

「うー。まさか、花火を見に来て鉄塔登りをするとは思わなかったわ」

　瞳ひとみを閉じていても自分が今どこを歩いているかはわかるのだろう。ロンドが小さな声でぼやく。ぼくはそらとぼけて言った。

「鉄塔？　なんのことだよ。ぼくたちはただ橋の上を渡ってるだけだぜ」

「うそ。さっき、頭の後ろのほうから車がとおりすぎていく音がしたもん。あと、地面の下から風が吹ふいてくるし」

「へへへ」

　あっさり見破られ、ぼくは頭をかいた。そう。この子のお察しの通り、ぼくらは重力を使って橋の主塔を垂直に登りつつ、てっぺんを目指して歩いていたのである。

　むろんその理由は橋の柱の頂でふたりきりで花火を見るというサプライズを起こすためである。男の子が目をつむった女の子の手を引いて秘密の場所に案内し、素す敵てきな夜景を前に目を開けた女の子が「素敵！」とか言って男の子が株を上げる───という、映画やドラマなんかでおなじみのベタなシチュエーションをやってみたのだが、どうやら勘かんのいいこの子にあっさり気づかれてしまったらしい。
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「風で、裾すそが───やん」

「大だい丈じよう夫ぶ？　怖こわかったら目を開けてもいいよ」

「ううん。へーき」

　橋の鉄塔と言っても横よこ幅はばが数メートルはあるような巨大なものだし、こうしてぼくが足あし下もとに重力を走らせておくぶんには普ふ通つうの地面となんら変わりはない。が、それでも高所であるこの場所でぼくに手を預けてくれるのはこの子がぼくを信しん頼らいしてくれている証あかしだろう。

「じゃあ、ゆっくり行こうか」

「うん」

　ぼくらが再び歩き出したときだった。乾かわいたどーんという音がぼくらの遥か足下から鳴り響ひびいたかと思うと、あたりがぱっと明るくなり闇やみ空ぞらに青と赤の美しい花が咲さく。

「やべ、始まっちゃったか」

　ぼくはこの子の手を取るとそのまま頂上へむかった。全長何百メートルという橋を中央で支えているだけあって、塔の上部の広さは優に四メートル四方はあった。

　ぼくは慎しん重ちようにロンドの立つ位置を定めると、この子の両肩を支えながら言った。

「もういいよ。目を開けて」

　ぼくの声にロンドはそっとつむっていた目を開いた。次の瞬しゆん間かん、まるでそれを待っていたかのように、ぼくらの真ん前でひときわ雄ゆう大だいな尺玉が花開く。

「───わあ」

　ロンドの感かん嘆たんは短かった。あとにはしみいるような沈ちん黙もくが流れる。やがてどんどん、という音とともに次々に夜空に花火が打ち上がり、ぼくらはしばらくの間、目の前で繰くり広げられる音と炎ほのおの共演に無言で見入った。

「綺き麗れい……」

「ここがいちばん間近で花火を見られるんだ。だから、きみに見せたくて」

「うん……」

　ロンドが小さくうなずく。

　花火の明かりがそんな彼女の横顔を美しく照らし出すのを眺ながめつつ、ぼくは自分がこの子をずっと立たせていたことに気がついた。あわててスポーツバッグからビニールシートを取り出すと、その場に敷しきつめて彼女に言う。

「ロンド、座って」

「わざわざ敷しき物ものまで持ってきたの!?」

「こういうのは風ふ情ぜいが大事だろ。日本の心」

「あはは。なにそれ」

　ぼくらは鉄塔の縁ふちに並んで腰こしを下ろすと足を投げ出し、互たがいが持ちよってきたお菓か子しをぱくつきながら花火を眺めた。さっきまであたりを包んでいた厳げん粛しゆくな感じは薄うすれ、あたりはすっかりくつろいだ雰囲気となった。

　まあ、いーかな。こういうのも。

　ロンドが言った。

「ありがとログ。花火に連れてきてくれて」

「い、いやあ」

「わたし、デートって初めて。こういうのがみんながしているデートなのねっ」

「う、うーん……それはどうだろう……」

　ぼくは急に自信がなくなって言った。きっと世の中にはもっと気の利きいたデートをしているカップルはいっぱいいるのだろう。でも、ぼくらにとってはこれが自分たちが実現出来る精せい一いつ杯ぱいのデートだった。

「わたし、ベッドでいつも夢見てたわ。ボーイフレンドの男の子とお出かけするのってどんなかしらって。あんな感じかな。こんな感じかな。きっとすごく素敵で楽しいだろうな、って。わたしには縁えんのないものだと思っていたから」

「ロンド」

　ぼくはこの子の述じゆつ懐かいに胸を突つかれる思いがした。そして言った。

「こんなのだったら、いつだって連れてきてあげるよ。毎年、毎月、いや、毎週だって」

「うーん、毎週はイヤかな。疲つかれるし」

「ははは」

　ひとしきり笑ったあと、ふいにロンドが言った。花火が上がる。

「ね、ログ」

「なに」

「キスして」

「いっ!?」

　ぼくはのけぞった。そんなぼくにむかって、ロンドは心持ち身体からだをななめに傾かたむけて言う。

「してほしいの。今。すぐに。ここで。ただちに」

「で、で、でも……ＪＪさんに怒おこられるし……」

「ＪＪには内緒にしておくわ。お出かけ前に、わたしはまだ若いし、病やみ上がりだし、女性は殿との方がたの求めに軽はずみに応じちゃいけないって念を押されてるけど」

「ど、どうして……」

「記念、だから」

　浴衣ゆかた姿のロンドは透すき通るような笑え顔がおで言った。

「それに、いつまたこういう機会があるかわからないもの。もしまた倒たおれちゃったら……」

　ぼくは即そく座ざに首を振ふった。

「そんなこと言うなよ。そんなこと言うなんてマジあり得ない。もう完かん璧ぺきに治ったんだろ」

「あのね、ログ。わたし、ホームランバッターなのよ」

　突とつ然ぜん、ロンドはまるで違ちがうことを言った。

「ホームランバッター……？」

「そ。九回ツーアウト、ツーストライクノーボールの土ど壇たん場ばから逆転の満まん塁るいホームランをかっとばした子なの。今後とか、これからとか、仮定法が一いつ切さいない世界からわたしは帰ってきたのよ。だから、この世にぜったいはないことを知ってる。わたしは今幸せだし、元気だし、毎日毎日良くなっている実感があるけど、それでも、ある日急にまた元に戻もどってしまう可能性はないとは言えないわ」

「そんな話、どうでもいい。つーかあり得ないし。ロンドがどうかなったらなんて想像、したくもない」

　ぼくは吐はき捨てるように言った。思いの外強い口調になってしまったらしく、ロンドは「そうよね」と小さく言うと、悲しそうに俯うつむいた。夜気が、さわやかな風を運ぶ。

　なんとなく会話が途と切ぎれ、ぼくらは黙だまって目の前で打ち上がる花火を見つめた。どーんと音がするたびに夜空に光の軌き跡せきが描かれる。だがそれは一瞬で消え、地球の重力に引かれて落ちていく。ぼくなら、あれを空中につなぎ止めておくことが出来るのだろうか。

　ふたり肩を並べ、沈黙していたときだった。ふとロンドが口を開いた。

「ね、ログにひとつクイズ出すね」

「うん？」

「花火、って英語でなんて言うか知ってる？」

「花火？　ええと……fireworksかな？」

　ぼくはかろうじて海馬の端はじっこに引っかかっていた記き憶おくを釣つり上げて言った。

「正解。じゃあ、waterworksはなんでしょう？」

「waterworks……？　え、ええと……うーん……上水道とか……？」

「涙るい腺せん、よ」

　ぼくはロンドを見た。ロンドは泣いてはいなかった。でも、その表情にはそれ以上のものがあった。

　ロンドは体育座りをするみたいにそっと両りよう膝ひざを抱かかえて言った。

「わたしね、何年間もずっと涙腺が故障していたの。涙なみだなんて一ひと滴しずくも出なくなってた。どんどん胸の具合がおかしくなっていって、検査のたびにお医者様からどんなに悪いことを聞かされても、眉まゆ一つ動かさなくなってたわ。何を言われてもぜんぜんへっちゃらなの。不思議よね。まわりの人はわたしの病室から一歩外に出た途と端たんたくさん泣いてるのに、肝かん心じんのわたしが涙一滴こぼさないんだもの。でもね、そんなわたしの涙腺機能を復活させた人、それがログなの」

「ぼく……？」

「うん。ログと出会ってから、わたし、わんわん泣くようになっちゃった。この間だってそう。ログが軍乃さんと一いつ緒しよにいるところ見て、わたし凄すごく悲しくてベッドでいっぱい泣いちゃった。あんまり泣きすぎて、事情を知ったＪＪがこんぼう持って殴なぐり込みに行こうとしたくらい」

「う。ご、ごめん」

「ううん。言ったでしょ。わたしにはそれがうれしいの。わくわくしたり、くよくよしたり、いらいらしたり、むかむかしたり、よく弾はずむ鞠まりみたいに自分の気持ちがいっぱいに動くことが、すごくうれしい。うんと昔の、元気にお外を走り回っていたころのロンドに、わたしは戻りつつあるんだわ。それもこれもあの日ログに出会ったおかげ。ログはわたしに世界をくれたの」

「ロンド」

「だから、ね、ログ。だから───……」

　キスして。

　その声ならぬささやきを耳にしたように、ぼくはそっとロンドの手を取った。そして涙に濡ぬれたその顔に唇くちびるを寄せつつ、一瞬腕うで時ど計けいの文字盤ばんに目を走らせる。時刻は九時を少し回っている。ＪＪに定められた門限が九時半だからもうデートの終わりは近い。

　早くしないと。

　ひるむな。ログ。今日で決着をつけると決めたはずだ。

　ぼくはひとつ深呼吸すると、この少女の手を握にぎったままがらりと口調をあらため声をかけた。

「そこにいるんだろ？　お前に話がある。出てこい」

「え───？」

　目を閉じかけていたロンドが怪け訝げんそうに睫まつ毛げを上げた───その瞬間。

　ふいにロンドの身体がこわばると、がくがくと痙けい攣れんを起こした。その薄い胸が跳はね上がり、白い喉のどがのけぞる。まるで発ほつ作さが起きたときそっくりの変化にぼくは心臓が凍こおり付きそうになりつつ必死にこの子の身体を抱だき留めた。が、それも一瞬だった。ロンドはふいにぴたりと動きを止めると、ゆっくりと身を起こす。ぼくは息をのんでこの浴衣姿の少女が上体を戻し、顔を上げる様を見守った。


「……ふ……ああ───む……」



　その可か憐れんな姿はなにも変わってはいない。だが、まるで魂たましいだけが入れ替かわったように、そこには別人がいた。先ほどまで初うい々ういしく頰ほおを染め、目の前の花火に目を輝かがやかせていた少女は、空を覆おおう深い夜の闇やみに染まったように、そのブルーの瞳ひとみに暗い放ほう埒らつと倦けん怠たいの色を湛たたえ、あたりをゆっくりと睥へい睨げいする。

　彼女は、唇を微び笑しようの形にねじ曲げるとぼくにむかって言った。

　それは低く嗄しわがれた声だった。


「……何用だ？」



「……お、お前なのか？」


「何用だ、と聞いている」



　そう言うとロンドは───いや、先ほどまでロンドだった何者かは首を巡めぐらせ、無造作にあたりを見み渡わたした。そして自分が橋の主しゆ塔とうの上にいることを確かく認にんすると、まるで己おのれの身体の感かん触しよくを確かめるように浴衣の袖そでごと肘ひじを上げて大きくうーんと伸のびをする。

「……ず、ずっとそこで聞いていたのか」

「聞く？」

「ぼくたちの会話を」

　ぼくの問いに対しロンドに憑ひよう依いしたそれは片かた膝ひざを立て、鼻を鳴らして言った。浴衣の裾すそが大きく割れ、白い太ももが露あらわになる。

「くだらぬ。我が関心があるのは、お前の力のみ。先刻、お前が力を行使させたことで我は目覚めた。くだらぬ猿さる芝しば居いにつきあい、この柱に登っているさなかにこの小こ娘むすめを川にむかって飛び降りさせなかったのは我が慈じ悲ひだ。感謝するがいい」

「お前は絶対にロンドを傷つけることはできない。ロンドの死は、お前の死を意味するからな。そっちこそつまらん猿芝居はやめろ」

　それは薄うすく笑って片眉を上げた。

「……貴様がこの娘むすめの求めに応じなかったのが残念だ。もし貴様が接せつ吻ぷんに応じれば、その瞬しゆん間かんお前の喉を食いちぎってやったものを。度胸のなさで命を拾ったな。……もっとも、この娘がどんな想おもいでそれを切り出したかお前は知るまい。可哀かわい想そうに、お前が応じなかったことでこの娘はひどく傷ついたぞ。己に好きな男を惹ひきつける魅み力りよくが無いのかと思って落ち込んでいる」

「や、やかましい。黙れ」

　ぼくは一瞬、かっとなって怒ど鳴なった。それから、懸けん命めいに冷静さを取り戻しながら言う。

「……その姿は？　なぜ前みたいに影かげの状態でいない？」

「あの姿を留とどめておくには多くの力を必要とする。その点、この小娘の肉体と我は親和性がきわめて高い。移動を制限される窮きゆう屈くつさはあるが、ふだんはこの娘か、さもなくばお前の左手に憑依しているときがもっとも心地ここちよい。それだけの話だ」

「……お前の名は？」

「わが名はグラツィアーナ。今後そう呼ぶがよい。地ち力りよくを操あやつる異能持ちの少年よ」

「お前と取引がしたい。グラツィアーナ」

　何でもないような顔をしながら、実のところぼくはめちゃめちゃびびっていた。なによりこいつがロンドの姿を借りてしゃべっているということがぼくに強い精神的な負ふ荷かを与あたえていた。単なる憑依だとわかってはいても、ロンドのかわいらしい口が下品……とまでは言わないまでも辛しん辣らつで横暴な言葉を語るのを間近で見るのは少なからず度胸が要いった。

　こいつはロンドじゃない。ただ見目形を借りているだけの別人格だ、とぼくは必死に自らに言い聞かせつつ怯ひるむ心に鞭むちを打った。そうだ。もう二度とロンドを危険な目に遭あわせるわけにはいかない。

「取引？」

　その声には嘲あざ笑わらうような響ひびきがあった。

「小こ僧ぞう、妾と対等のつもりか」

「対等か対等じゃないかなんてどうでもいい。ぼくにはお前の正体はだいたいわかっている。その目的もな。そのことについて、互たがいが置かれた状じよう況きようも含ふくめて無む駄だな対立を避さけることができるかどうか交こう渉しようしたいと言っているだけだ」

「…………」

　グラツィアーナと名乗った影はなにも言わなかった。ぼくは構わず続けた。

「お前が自分の存在、魔ま女じよの種としての己を維い持じするために動いていることはもう知っている。現在、魔女界で絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしているっていうロンドの中の『始祖の血』のその希少性と特性もな。お前はあくまで自分の命を守るために活動しているにすぎない。そうだろ」

「……」

「でも、この子のまわりでお前に暴れられると困るんだ。それをやられると、ロンドに危険が及およぶことになる。この女の子が、少し前まで病気で死の淵ふちをさまよっていたことはお前も知っているだろ。今、この子は回復途と中ちゆうなんだ。だからぼくはこの子を快適で安全な環かん境きようにいさせてあげたい。そこで、お前と取引をしたい」

　ぼくは深呼吸を一つして言った。

「お前が今のお前として存続し、血の純血を保ったまま生き残る道はぼくが必ず見つける。だから、それまでは力を求めて暴走したり、能力者の誰だれかを攻こう撃げきしたりしてロンドの身を危険な目に遭わせるのは止やめてくれないか？　もしこれを守ってくれたら、ぼくは自分の能力のすべてをあげてお前の味方となるし、もしお前と敵対する者が現れたらお前を全力で守ろう。これがぼくの提案だ」

　話している間中、ぼくはすごくへんな感覚にとらわれていた。というのも、ぼくの目の前には浴衣ゆかた姿のロンドがいるわけで、つまりぼくはロンドにむかってロンドの安全について頼たのみ込んでいるという妙みような錯さつ覚かくに駆かられたからである。

「童わつぱよ」

　そんなぼくの話をグラツィアーナは無表情に聞いていた。そのおとがいも、耳も、襟えり足あしからのぞく細いうなじも、すべてロンドのものでありながら、やはりそれはロンドとは似ても似つかぬ存在だった。

　彼女はまるきり年下の子どもにむかって言うように言った。

「お前の提案は理解した。お前が本心で言っていることもな。だが、仮にその提案を吞のんだとして、はたして妾に利点はあるのか？　現状不完全体な妾にすら力で及ばないお前に、妾を守ることができるとは思えんが」

「うっ。それは……」

「それにもうひとつ。お前は妾の現在を把は握あくしていると言うが、妾は生きるために力の補充を必要としているというこの事実を口先だけでなく、本当に理解しているのか？　お前は能力者を襲おそうなと言う。だが、現状妾が知る能力者はこの世でふたり……お前をのぞけばあの炎ほのおを操る女だけだ。つまりお前を襲わないとする約を結べば、妾は己が生きるために必然的にあの女を襲い、あやつの力を欲ほつすることになるが、それをお前は是ぜとするのか？」

「そ、それは……」

　ぼくはひるんだ。木佐谷樹軍乃と自分を秤はかりにかけるなどという考えはぼくの中にはまったく存在しないものだったからである。

「そこでだ。小僧」

　グラツィアーナはにやりとすると、帯に挿してあった団扇うちわを使いつつ、まるで夕ゆう涼すずみでもするようにくつろいだ姿勢で言った。

「お前の考えや事情は理解した。では、こちらにも二つ条件がある。もしお前がその妾との言を守り、交かわした契けい約やくを決してたがえぬというのならお前のその提案、受けてもいい」

「えっ。ほ、ほんとっ？」

　ぼくは思わず素すになって訊たずねた。提案はしたものの、正直ぼくは相手がこれを吞むとは思っていなかったのである。

「そ、その条件は……!?」

「おちつけ、わっぱ」

　グラツィアーナはにやにやして言った。そのふてぶてしい表情は完全にグラツィアーナのものでありながら不思議なくらいロンドに似つかわしかった。

「先刻も言ったように妾の力はまだ弱く、逞たくましく強い異種の力を定期的に補充する必要がある。そこでだ、我が命の糧かてとしてお前のその地力を操る左手の力を妾に吸わせよ。三日に一度でいい」

「ぼ、ぼくの重力を……？」

「そうだ。全部とはいわん。その一部、お前の生存に差し障さわりのない範はん囲いで、その力を妾に与えよ。そうすればお前が言う能力者を襲うのは控ひかえることにしよう。そもそも妾がお前たちを求めるのは純じゆん粋すいにその糧としての力を欲する故ゆえだからな」

「そ、それは……でも、そんなのどうやって───……」

「試ためしてみるか？」

　抗あらがう暇ひまも無かった。グラツィアーナはふいにぼくの左手を取ると、まるで幼子が母親を嚙かむみたいにそのまま前ぜん腕わん部に嚙みついた。

　かぷっ。

「わっ」

「静かに。じっとしていろ」

　グラツィアーナはたしなめるように言うと、そのままちゅー。とぼくの腕うでに吸い付く。やむなくぼくはされるがままになっていた。なるほど、たしかに何かを失っている実感はある。が、べつに痛みがあるわけではない。なにより目を閉じてその唇くちびるを押しあて、心なしか上気した表情でかすかに喉のどをならすロンドの横顔はどこか淫いん靡びでぼくはどきどきした。

　いやちがった、ロンドじゃなかった、グラツィアーナだった。てゆーか、この場合、どっちが正解なんだろう？

「ふう」

　時間にして二十秒ほどだったろうか。やがて彼女は唇を離はなした。そして下唇を舌先でぺろりと舐なめ取るとぼくにむかって言う。

「───こんな感じだ。どうだ？」

　ぼくははっと我に返った。そしてあわてて手を引き戻もどす。

「そ、それはわかったから、もう一つの条件を言えよっ」

「ふん。もうひとつの約定───こちらの方が妾にとってははるかに重要だ。それをお前は守ることが出来るか否いなか」

「さ、さっさと言えよ。それは───」

「この娘を処女のままでいさせよ。手を出すな。決して、な」

「！」

「わが名はグラツィアーナ。いにしえより数百年の時を渡わたってきた魔女の始祖だ。しかしそれも過去の話、今はこのロンドという小娘の身体からだに流れる血として往事の記き憶おくと能力を細々と遺のこすのみ。しかもこの娘以外にこの世に妾わらわの血を引く者はなく、いずれ我が血脈は途と絶だえる。それまでに妾は新たなる力を得、種として生き延びねばならん」

「───！」

「もう一度言う。この娘に手を出すな。小僧。この肉体が異種と交われば妾は存する根こん拠きよを失う。わが末まつ裔えいとも思えぬ情けなくもろくか細い肉体だが、これがこの世において妾の血を現世に留め置く唯ゆい一いつの存在であることに変わりはない。今貴様に、この娘を渡すわけにはいかんのだ。少なくとも妾が新たな活力の源を得、再びこの世を覆おおう無二の存在として再臨する、その目め処どが立つまではな」
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　ぼくはぼうぜんとした。このロンドの中に宿った悪あく魔まがぼくにどんな提案をしているのか、その意味がわかったからだ。

　そんなぼくの克こつ己き心しんを試すように、グラツィアーナはゆったりと微笑ほほえむと片かた膝ひざを立てたまま僅わずかにその姿勢を崩くずす。その動きに浴衣の襟元がくつろぎ、一瞬ロンドの白い胸がちらりとのぞいた。

「どうだ？　地力使いの少年よ。この娘を娘のままでいさせるという契約を妾と交わすことが出来るか？　もしこれを違たがえることなくば、妾もまたお前との約束を守ろう」

「わかった───」

　ぼくは即そく答とうした。時間はかからなかった。それ以外に、ぼくにいったいどんな選せん択たく肢しがあるだろう。

　ぼくの返事を受け、グラツィアーナは意外そうに眉まゆを上げた。

「いいのか？　後で悔くやんでもおそいぞ」

「う、うるさい。いいと言っている」

「もし約定を違えば───」

「その可能性はない。約束はぜったいに守る。お前が魔女の血として今後も存続する見通しが立つか、さもなければお前がもういいと言う日まで、ぼくはロンドには指一本触ふれない」

「───よかろう。小僧。お前の言葉に信を置き、妾もまたお前との約束を守ろう。契約が履り行こうされている限り、妾は能力者を襲うことはせぬし、この娘の身辺を騒さわがせるような真似まねも控えよう」

「あ、ありがとう」

「礼には及ばん。こちらもこの幾いく月つきか、興味深い物を見せてもらったしな。この時代にもなかなか面おも白しろい人間はいるものだ。とくに能力者の中にはな」

「この時代……？　おまえはいったい……」

「なんでもない。では妾はそろそろ去るぞ。飽あいた」

「最後にひとつ言っておく。ぼくはわっぱじゃない。17歳だし、獅堂ログというちゃんとした名がある。今度から名前で呼べ」

「獅堂ログ……」

　グラツィアーナはおとがいをあげ、一瞬遠くを見晴るかすような表情をした。

「───どこかで聞いたような名だ。いいだろう。ログ。決して約束をたがえるなよ。妾の信を裏切ったとき、お前はこの世で最も恐おそろしい物を見ることとなるだろう……」

「くどい。さっさと帰れ」

「ふ。では、な───」

　ふっ。

　いったい魂たましいや人格といったものはどこへ消えるのか。次の瞬しゆん間かん、そばにいるぼくにもグラツィアーナがロンドの身体からいなくなったのがわかった。続いてロンドがわずかに身じろぎする。

「……ん……んん」

「ロンド、ロンド」

　ぼくはあわててこの子の耳元で呼びかけた。ふいにロンドはぱちりと目を開くとぼくにむかって訊ねる。

「話ってなあに？」

「へっ？」

「今、ログ言ったでしょ。話があるって。すごくしんけんな顔して」

　急に先刻の会話に引き戻され、ぼくはめんくらった。どうやらグラツィアーナに憑ひよう依いされている間の時は、彼女にはまったく体感できていないらしい。記憶も残っていないようだ。

「あ、ああ……。うん。そのう、ロンド、お腹なかすいてない？」

　ぼくはとっさにごまかして言った。

「おなか？　ううん。べつに」

「そ、そうか」

　ぼくはぎこちなくうなずいた。それから周りを見やって言う。

「少し冷えてきたね。もう門限の時間だし、そろそろ降りようか」

「う、うん」

　ぼくらは後片付けをすると、手をつないで塔とうのてっぺんをあとにした。再び足あし下もとに重力を走らせ、橋の柱の側面を降りる。

　───結局、キスできなかったな。

　なんとなく口数少なく歩く道すがら、ぼくはぼんやりと思った。完全にタイミングを逸いつしてしまい、甘いキスをするような雰ふん囲い気きじゃなくなってしまった。ロンドもそのことを察しているのだろう。心持ち俯うつむきつつ、ぽくぽく下げ駄たをならして歩いている。

　ま、いっか。ひとまずこの子の頭上を覆っていた影かげは払はらったんだ。

　ぼくはさきほど、物言うドッペルゲンガーと交わしてしまった奇き妙みような約束を思い起こした。そしてそれの持つ意味をあらためて嚙みしめる。

　と、そのとき、つとロンドが立ち止まった。ぼくは振ふり返った。

「どうしたの？」

「ううん。べつに。花火、綺き麗れいだったね」

「───？　うん」

　ぼくらは再び歩き出した。麓ふもとが近づき、橋の車道にたどり着く。だが先に地面に降りたぼくがロンドの手を引いて下ろそうとしたときだった。突とつ然ぜん塔の上でロンドが大きくよろけた。脚あしをもつれさせ、膝ひざをつくと、そのまますーっとぼくの腕の中に倒たおれ込む。先にぼくが降りていたのが幸いだった。さもなくばこの子の身体は地面に叩たたきつけられていただろう。

「ロンド！」

　ぼくは必死にロンドを抱かかえ起こした。

　そしてそのあまりの体重の軽さに愕がく然ぜんとする。そう、ぼくはこのとき初めてこの子が帯の下に何枚もタオルを重ねて入れていたことに気がついたのだった。

「───ログ」

　そんなぼくに、ロンドは薄うす目めを開けて微笑みかける。透すき通るような白磁の肌はだにさっと赤みがさすのを見た瞬間、ぼくは自分をぶん殴なぐりたくなった。ぼくは馬ば鹿かだ。超ちよう絶ぜつ馬鹿の世界最高の大おお間ま抜ぬけだ。ロンドが無理してたことに、入院で体重の落ちた身体を懸けん命めいにふくよかに見せようとしていたことに、なんで気づかなかった？

「ど、どうして───」

「だって……ずっと花火見たかったから……」

　とっくに体力の限界を超こえていたのだろう。ロンドは荒あらい息の中で言った。ほつれた髪かみが汗あせでその形のいい額に張りつく。

「この日を───ずっと楽しみにしてたんだもの。ログと花火を見るチャンス、逃のがしたくないもん」

「逃せよ。全力で逃せよ。こんなもんいくらだって連れてきてあげるのに」

「言ったでしょ……。わたし、ホームランバッターだって。来た球はぜんぶ振りに行くの」

「ロンド」

「そんな顔しないで……」

　ぼくはなんとかもちこたえた。

　それから手の甲こうで懸命に目ま蓋ぶたをこすって言った。

「無理させてごめん。でも、もうぜったいに具合悪くなったりしちゃやだぜ」

「うん」

　ロンドはこっくりうなずいた。

　そして、にやりと微笑んで言った。

「次は、海ね」










　こうしてぼくの人生初のデートは無事終しゆう了りようした。慣れぬ女の子のエスコート役をなんとか乗り切りぼくはおおいにほっとしたが、安心するのはまだ早かったらしい。人生という名の航海にはいつだって意外な荒あら波なみが待ち受けている。

　翌日のことだ。

　昨夜、門限を大おお幅はばに超ちよう過かしてロンドを自宅まで送り届けた後、マンションの前で羅ら刹せつの如ごとく待ち構えていたＪＪから喰くらったお仕置きダメージを引きずりつつぼくが自分の席で鞄かばんの中身を整理していると、木佐谷樹軍乃がいつものように登校してきた。

「おはよう。獅堂くん」

「おはよう。木佐谷樹」

　いたって尋じん常じようなあいさつをかわしたところで、木佐谷樹がぼくの前にある物を置く。

「はい獅堂くん、これ」

　ぼくは机の上に置かれたそれを見てはっとした。プレゼント用のラッピングが施ほどこされた見覚えのある包みである。

「あーっ。こ、これ……っ」

「拾っておいたの。どこかのそそっかしい男の子が大切な買い物をビルの麓に置き忘れていったみたいだから」

「木佐谷樹……きみは───」

　やっぱりあのとき……とあの日ビルの非常階段で目まの当たりにした炎ほのおの乱らん舞ぶを思い出したぼくに対し、木佐谷樹は首を横に振って言った。

「勘かん違ちがいしないで。べつに、あなたのヒロイズム溢あふれる行動に感動したわけでもなければ共感したわけでもないから。ただ万が一、足がつくかもしれないものを現場に残しておくわけにはいかないでしょ」

「あ、ありがとう」

「いいえ」

　ぼくの礼に応じてそのまなざしをこちらにむけたときだった。ふとこの美び貌ぼうのクラスメイトは何かに気づいたようにあらためてぼくの顔に視線を据すえる。

「───？……獅堂くん？　あなた……」

「え」

　ぼくはきょとんと顔を上げた。

「ゆうべ、なにかあったの？　なんだか以前と雰囲気が変わったような気がするけれど」

「えっ。そ、そんなことないと思うけど……」

　昨夜のロンドとの花火デートと、その思いがけない顚てん末まつが脳のう裏りに甦よみがえり、ぼくは一瞬口ごもった。木佐谷樹はその場に佇たたずんだまま、なにやら脳内で確かく認にんと照合を推おし進めるようにその眼めを細めてぼくを見つめていたが、何を思ったかふいに手を伸のばすと先刻置いたばかりの机の上の包みを取り上げる。

「やめた」

「な、なにを？」

「これ返すの」

「は!?　な、なんで───」

「気が変わったのよ」

　ぼくの言葉をすばやく遮さえぎると、木佐谷樹はその無造作に整った美少女面づらをずいと寄せていう。

「ね、獅堂くん。これ返してほしかったら、わたしと一日つきあって」

「はあ？　なにそれ。意味わかんね。つーか返せよ」

　あわてて腕うでを伸ばすぼくの届かないところに包みをすばやく移すと、木佐谷樹はその口元に薄うすい笑えみを浮うかべる。

「今度の日曜日はあいてる？　あいてるわよねどうせ。なにせ獅堂くんは年中暇ひましてる帰宅部なんだから。この間会ったビルの側そばの駅前で待ち合わせでどう？　時間は正午ね」

「ちょっと待てよ！　いったい何の話だよっ。つーか、なんだってぼくが君と出かけなきゃ……」

「とーぜんでしょ。わたしがこれを拾ってあげなければ獅堂くんのかわいい妹さんに対する株は極限まで下がったのよ。つまりあなたはわたしに対して大きな借りがあるってわけ」

「か、借りって……」

「さらにさかのぼって言えば、わたしの恥はずかしいデジタルデータのすべてをクラウド化し、日々よりどりみどりに楽しんでいるあなたにはわたしに対する永続的かつ恒こう久きゆう的な債さい務むが存在するの。人の肖しよう像ぞう権けんをたっぷりもてあそんでおいて、そのくせ借りも負債も返さないなんて、あなたはそれでも赤い血の通った人間なのかしら？」

「だから、してねえっていってるだろっ。つーか、待ち合わせだの、一日つきあうだの、いったいきみはなにが目的なんだよ!?」

　思わず一オクターブ声を跳はね上げたぼくに対し、木佐谷樹軍乃は片かた眉まゆを持ち上げるとあわれむようなまなざしをむけて言う。

「獅堂くんって無学な上にほんとうに物知らずね。通常、男女の合意にもとづくこうした振る舞まいと時間の共有のことを古くから人類はこう呼こ称しようするのよ」

　そして髪を一いつ閃せんさせるや、人差し指を一本立てて言う。

「わくわくデート」
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　そして日曜日。

「おまたせ。獅し堂どうくん」

　いったいいつから自分は週に二度も女の子と待ち合わせするような華はなやかな青春ライフを送るようになったのだろう……としみじみ内省していたぼくは、そのよく通る声にはっと左手を持ち上げかけ───そのままの姿勢で凍こおり付いた。

　目の前に木き佐さ谷や樹ぎ軍ぐん乃のが立っている。

　長い手脚をむき出しにした純白のノースリーブのワンピース。同じく白色のアンクルストラップのハイヒール。手には小さなバッグを持ち、柳やなぎのようにすらりと佇むその姿に道行く人びとが思わず振ふり返る。

　美人だ。

「行きましょ」

　木佐谷樹が無表情に言った。ぼくは子どもみたいにこっくりうなずき、それから我に返って必死に脳内の言語検けん索さくエンジンを立ち上げる。

「ハ、ハイヒールなんだね」

「ええ」

「服も制服じゃない」

「そうね」

「そのう、すごくおしゃれだ」

「ありがとう」

　木佐谷樹はわずかに顎あごを引いた。その気のなさそうな返事と、超気合い入りまくりのフェミニンファッション、いったいどちらがこのクラスメイトの本心をより表しているのか混乱しつつ、とりあえずぼくは言った。

「それでどこ行こうか？　いろいろ考えたんだけど心当たりなくて……」

　ろくなデートプランなど思いつくはずもなく（つうか、もうとっくにネタも尽つきてるし）、早々と白旗を掲かかげたぼくに対し、木佐谷樹は淡たん々たんと言った。

「獅堂くんにひとつつきあってほしい場所があるのだけれど、いい？」

「う、うん。もちろん」

　ぼくはほっとしてうなずいた。それから気安く言う。

「なんなら、今日は全部、木佐谷樹の行きたいところへ行っても……」

「いいの？　わたしの趣しゆ味みを優先させるのなら変電所巡めぐりをすることになるわよ。最新の油入式変圧器や空心リアクターを見に行く？　なんなら近くで見られる穴場を知っているけど」

「いえ。結構っす」

「じゃあ、このままついてきて」

　そう言うと、木佐谷樹はすたすた歩き出した。

　ふわりとワンピースの裾すそをひるがえして。










　電車で移動し、木佐谷樹がむかったのはとある郊こう外がいだった。

「こっちよ」

　そう言うと木佐谷樹はハイヒールの音も鮮あざやかにコツコツと歩き出す。

「うーむ」

　そんな彼女に従いつつ、ぼくはあらためてこの逢おう瀬せ（？）の意味を測りかねていた。いったいなんのつもりで彼女が今日ぼくを呼び出したのか、その真意がわからなかったのだ。むこうから誘さそってきたのだから嫌きらわれているわけではないとは思うけど、ここまでのところお世辞にも「デート」という言葉に連想されるような甘く艶つやっぽい雰ふん囲い気きになる気配はない。つーか、むしろ木佐谷樹自身、いつもより心なしか表情が硬かたくみえるほどだ。

「はっ、まさかっ……」

　いつぞやみたいに人知れずぼくを始末するつもりではあるまいな……と、ヒールで踵かかとを地面から持ち上げたおかげで、ふだんにもましてスタイルよく見える木佐谷樹の背を眺ながめていたところで、つと彼女が立ち止まった。

　そこは建設中に放置されたようなビルに隣りん接せつした敷しき地ちだった。四囲を背の高いフェンスと鉄製の目め隠かくしが覆おおっている。

　木佐谷樹はひょいとフェンスを潜くぐって敷地に足を踏ふみ入れると、そのままコンクリート打ちっ放しの建物の中に入っていく。ぼくはあわてた。

「おい。いいのかよ」

「ええ」

　木佐谷樹はうなずきバッグの中から小型の懐かい中ちゆう電灯を取り出すと、その光を闇やみの奥へとむける。仄ほの暗ぐらい巨きよ大だいな矩く形けいの闇がやや傾けい斜しやを伴ともなって地下へと続いている。

「ここは……？」

「資材搬はん送そう用の地下トンネルの入り口よ。昔、工事用に線路を引き込んだときの待たい避ひ線の跡あと地ち。もう使われていないけどね」

「こ、こんなところよく来るの？」

「ときどきね。暗いから足あし下もと気をつけて」

　木佐谷樹はそう言うと、すたすた歩き出した。ぼくはあわてて後に続いた。外の日差しは完全にとだえ、木佐谷樹の示す懐中電灯の明かりがコンクリートの壁かべや床ゆかを舐なめるように這はう。

　闇の中、視線の先でそよぐ木佐谷樹の白いワンピースを眺めつつ、いったいどこまで行くんだろう……といくぶん心細くなったときだった。コツコツというハイヒールの音がやみ、今度は電灯とは異なるやわらかな灯あかりがあたりにぼうっと広がる。

「ここは……？」

「わたしのテストフィールド」

　木佐谷樹は素っ気なく言うと、火が灯ともったランタンを床に置く。その明かりを頼たよりにぼくは目をこらした。暗闇に目が徐じよ々じよになれてくると、あたりの様子がわかった。

　そこは地下に設けられた坑こう道どうのようだった。木佐谷樹の言うようにたぶんここから資材を搬送していたのだろう。見上げるような巨大な空間に線路が敷しかれ、その脇わきに建設用資材が堆うずたかく積まれている。

「ん？　これは……」

　ぼくはつとレールの上になにか白いものが載のっていることに気がついた。見るとそれは伸のびていく線路の上をまるで定規の目盛りのように等とう間かん隔かくにどこまでも配置されている。近づいてさらに眺めると、溶とけかかった蠟ろうが鋼はがねの軌条レールの上に白く残っている。

「ロウソクよ。わたしが立てたの。１メートル間かん隔かくで１００本あるわ。つまり１００メートルね」

　木佐谷樹が言った。

「きみが？　なんのために？」

「決まってるでしょ。練習のためよ」

　そう言われてぼくはようやくこの整然と配置されたロウソクの意味を理解した。木佐谷樹はこの使われなくなった工事現場の跡あとを使って己おのれの炎ほのおをコントロールする練習をしていたのだろう。人知れず、孤こ独どくに。

「……」

　地下特有のひんやりした空気がシャツの胸むな元もとや袖そでから忍しのび込んでくるのを自覚しつつ、ぼくはあらためてロウソクの連なりを眺めた。ロウソクの載ったレールはわずかに流れる風に導かれるように暗いトンネルの奥へと消えている。

　こんな暗がりを女の子が一人で出入りして怖こわくないのだろうか……などと考えていたとき、木佐谷樹がぼくにむかって言った。

「ね、獅堂くん。賭かけをしない？」

「賭け？」

「ええ。わたしの炎で賭け。このロウソク１００本に一度で全部火を付けることが出来たらわたしの勝ち。もし一本でも付けそこなったら、あなたの勝ち。どう？」

　そう言うと木佐谷樹は挑いどむようにぼくを見つめる。

「いいけど……なにを賭けるの？」

「互たがいの命」

　木佐谷樹はきっぱりと言った。ぼくはぎょっとした。

「───と、言いたいところだけど、やっぱり命を賭けるのは危ないしこわいから缶かんジュースあたりでどう？」

「命とジュースの落差がすげーよ……」

「他ほかに、賭けに負けた方が『一か月チョコレートの空き箱を筆箱代わりに使用して、「今時童心を忘れないピュアな奴やつ」という評判を立てようと試みるも、誰だれにも気づいてもらえずただ単に寒いだけの男の子になる刑けい』とか、『図書館に行って貸し出しカード使わずに三十冊もの本を借り、すべて読破して翌日カウンターで返へん却きやくするも、コンピューターの履り歴れきから未貸し出しなのがばれ、「きみねえ、読書熱心なのはいいけどこれ普ふ通つうに犯罪だから」と司書さんにみっちり怒おこられる男の子の気分を味わう刑』とかいろいろあるけど」

「いやだよ！　つーかなんで刑を受けるのが男の子前提なんだよ！」

「や、なんとなく」

「なんとなくじゃねー。ていうか、缶ジュースでいいっす」

「決まりね」

　木佐谷樹は手に提さげていたバッグを置くと線路の正面に立った。そしてその形のいい脚あしをわずかに開くと、ハイヒールの底でコンクリートの床を強く踏みしめる。

「…………」

　木佐谷樹は目を閉じると、ふうっと深呼吸をした。そして精神を集中させるように視線を前方に据すえ、闇の中、伸びていく二つのレールと対たい峙じする。

　黒くろ髪かみを肩かた口ぐちにまっすぐに垂らした木佐谷樹のその横顔が鋭するどく、きりりと引き締しまっていく様をぼくは意外な念にかられて見守った。たんなる戯ざれ言かと思いきや、この子がこんな賭けに奥歯を嚙かむほど真しん剣けんに挑んでいることが訝いぶかしく思えたのである。

　しんとした暗い坑道。無言で林立するロウソクの列。冷たく乾かわいた空気───。

　そんな無機質な暗闇の中、一いつ瞬しゆん、木佐谷樹の白いワンピースが風にふわりと翻ひるがえった。

　その、瞬間。

「───！」

　灼しやく熱ねつ色に染まった木佐谷樹の瞳ひとみの先で、ごおっ……とまるでステージの照明が灯るように暗かったトンネルに一気に明かりが灯る。レールの上の無数のロウソク───その先せん端たんに宿った深しん紅くの炎は風に左右に揺ゆれ動きながら厚いコンクリートで覆われたトンネルをぼんやりとした、だが温かな光で包みこむ。

「おおっ」

　ぼくは思わず声を上げた。そして結果を確かめようとキャンドルを捧ささげられた祭さい壇だんのように煌こう々こうと光を灯すレールの先に目をこらす。

　ええと、１００本すべてが成功しているわけではない。火のついていないロウソクがかなりある。ええと、一本、二本、三本……。

「十六本よ」

　木佐谷樹が言った。

「十六本、失敗した」

　木佐谷樹は無表情に言った。そして前髪をそっとかきあげる。それは妙みように男の子っぽい仕草だった。

「───てことは84本、成功ってことか」

　ぼくはつぶやいた。単純に考えても84メートル先まで木佐谷樹は炎を飛ばし、その着火点をコントロールしたというわけだ。

　やはりすごい能力だ、とぼくは内心舌を巻いた。彼女の能力はすでに何度も間近で目まの当たりにしているぼくだが、あらためてその威い力りよくと精度、射程距きよ離りには驚おどろかざるを得ない。

「…………」

　そんなぼくに対し、木佐谷樹は長いこと黙だまっていた。うつむき加減の姿勢で、考えこむように。失敗を悔くやんでいるのか、調子の悪さをいぶかしがっていたのかはわからない。

「───木佐谷樹？」

　少し心配になって、ぼくは声をかけた。その声に木佐谷樹は我に返ったようだった。「ああ」と彼女はぼくにその瞳をむけた。そしてふっと肩の力を抜ぬくとわずかに微笑ほほえむ。

「賭けは、わたしの負けね」

「でもすごいよ。やっぱり君の炎はとんでもない」

「もどりましょう。地上に」

「もういいの？」

「ええ」

　言葉少なく言うと、木佐谷樹はぱちんと指を鳴らした。その瞬間、ロウソクの炎が一気に消える。

　ぼくらはランタンを消すと、再び懐中電灯の明かりを頼りに地上へと戻もどった。










「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　十五分後。ベンチに腰こしを下ろしていたぼくは木佐谷樹が差し出したジュースを礼を言って受け取った。駅前に設しつらえられた円形の広場である。中央には鄙ひなびた駅前でよく見かけるような、幾き何か学がく的な形をした意味のよくわからないオブジェがでんと鎮ちん座ざしている。

　木佐谷樹が律りち儀ぎに本当におごってくれた缶コーヒーに口を付け、ぼくは吐と息いきをついた。ちなみに木佐谷樹は微び炭たん酸さん入りのオレンジジュース。

　銘めい柄がら、ちゃんとおぼえとかないとな。

　こぶし二つぶんの距離を置いて並んで座るぼくらの目の前で、嵩かさの低い駅舎の上を雲がゆっくりと流れてゆく。

　平和だ。

　暗い坑道から一転、日差しのもと広がる蒼あおい空は妙に眩まばゆく、ぼくはほっと息をついた。一方、同じく太陽の下へ戻ってきた木佐谷樹もリラックスしているように見えた。その表情は何か吹ふっ切れたようにさっぱりとしており、心なしか顔つきまで明るくなったようだった。ベンチに涼すずしげに腰を下ろすそんな彼女をぼくは意外な面おも持もちで見つめた。木佐谷樹は眉まゆを上げた。

「───なに？」

「あ、いや。さっきみたいなところよく行くのかな、と思って」

「ときどきね。自分の状態を確かめたいときなんかはたまに行くわ」

「にしても、よくあんなトンネル見つけたなあ」

「前に、被ひ写しや体たいを探してこのあたりの建設現場を歩いていたときに偶ぐう然ぜんね。この近くに新しい変電設備があるの」

「ふ、ふうん」

　あいかわらず斜ななめ上の趣味にあえて評論めいたことは言わず、ぼくは曖あい昧まいにうなずいてみせた。なんせ絶ぜつ縁えん碍がい子しをこよなく愛し、その勇姿をスマホの待ち受けにしているような子である。カメラの被写体に関しても彼女なりの厳格な好みがあるのだろう。

「ちなみに最後に来たのは一週間前」

「へえー。その時のスコアは？」

　ぼくの問いに、木佐谷樹は一瞬沈ちん黙もくした。

「93本」

「へー。やっぱすげーな。でも……じゃあ、今日は調子悪かったの？」

「……わたしのことより、獅堂くんはどうなの？　その重力をないしょで使ったりすることはないのかしら」

　そう言うと木佐谷樹は脚を組んだ。硬かたく、そのくせ傷ひとつないなめらかな膝ひざ頭がしらがワンピースの裾すそからちらりとのぞく。

「んー。ぼくはもうあんま練習とかはしてないからなあ。むかしはビルの壁かべのぼりとかさんざんやったけど。基本外で。家は妹がいるし」

「妹さんって……もしかして獅堂くんの能力のこと」

「ああ。知らない」

「うそ。それってヤバくない？」

「ああ。頭痛いよ。もう小五だしな」

　ぼくはベンチの背に後頭部をあずけ、空を仰あおいだ。ふと木佐谷樹が言った。

「わたしの兄は知ってるわ。わたしの力のこと」

「えっ。木佐谷樹ってにいさんいるの？」

「ええ。年の離はなれた。今はお医者さんの卵」

「へえー……」

「もともと、あのマンションは兄の部屋なの。わたしは兄に勧すすめられてこっちで暮らしはじめたのよ。もっと人と触ふれあうようにって」

　木佐谷樹はそこまで言ったところで、ぼくの方を見やった。

「この話───聞きたい？」

「お、おう」

　木佐谷樹が自分のことを語るのはかなりめずらしかったので、ぼくはいきおいよく首を縦に振ふった。木佐谷樹はひとつうなずくと静かに語りはじめた。

　木佐谷樹によれば彼女の実家は地元では知らぬ者のない有名な旧家であるらしい。由ゆい緒しよ正ただしい日本家屋がそのまま残るお屋や敷しきで、彼女はそこで幼少期を過ごしたのだという。

　木佐谷樹のその能力への目覚めは早く、小学校に上がる頃ころにはその力はすでに目に見える形で顕けん在ざい化していたらしい。その後、能力の研けん鑽さんを積んだという点はぼくと同じだが、それでも『炎ほのお』をコントロールするまでにはずいぶんと苦労があった。

　特に幼い木佐谷樹にとって難しかったのは感情と力が無分別にリンクしてしまう点で、そのため小学生の頃の木佐谷樹は炎が勝手に暴れ出さないように自分の感情の高まりをいつもセーブしなければならなかったという。

「だから子どもの頃から友達はいなかったわ。だって色いろ鬼おにの最中にお友達を燃やしちゃうわけにはいかないもの。遊びの内容が変わるわ」

「こえーよ」

　ぼくはつっこみつつ、友達の輪の中に入れないでいるちっこい女の子を想像し、ちょっぴり胸が痛くなった。おかっぱ頭でスカートの端っこを握にぎりしめて公園の隅から遠巻きに遊んでいるクラスメイトを眺ながめている木佐谷樹の姿が思い浮うかんだのだ。それは胸がつかえるような光景だった。「あたしも入れて」の一言をかけられず、遊具の陰かげからそっと顔だけ出して友達の様子をうかがっている内気な小学生の女の子。

　そんな彼女の唯ゆい一いつの心のよりどころは兄だった。

「兄はわたしより六つ年上でね。とても頼たよりになる人だったわ。子どもの頃からわたしの面めん倒どうを見てくれて、わたしにこの奇き妙みような力があると発覚してからも、少しも気味悪がったりせずにわたしのことを可愛かわいがってくれた。わたし、兄が好きだったわ」

　木佐谷樹の兄さんは物静かな性格だったが、反面粘ねばり強く冷静な人ひと柄がらの持ち主で、この年の離れた妹が生まれついた力のせいで不幸にならないよう心を配った。木佐谷樹に実家を離れるよう勧めたのも彼で、能力が邪じや魔ましてなかなか他人と打ち解けられないでいる妹を思いやってか、中学生の彼女に上京するように促うながした。木佐谷樹が14歳のときである。

「たぶん、兄にしてみれば力を持てあましているわたしを見て、広い世間に出た方が能力のコントロールに繫つながると思ったんでしょうね。それで中二の夏からこっちで暮らすようになったの。最初は兄のマンションに居い候そうろう。高校生になってからは一人暮らし。以来、ここにいるわ」

「いいにいさんだね」

　ぼくはしみじみと言った。木佐谷樹は素っ気なくうなずいたが、ふと苦笑いをして言う。

「そういや、獅堂くんに少し似てるかも」

「ほ、ほんと？　ど、どこが……？」

「そうね。手かな」

「手？」

　まじまじ。ぼくは思わず自分の左の掌に視線を落とした。

「なにそれ。意味わかんね」

　くすくす。

　木佐谷樹は喉のどを鳴らし、声を出さずに笑った。

　そのあと、ぼくらは電車に乗って街中まで戻った。そのまま別れるにはまだ日も高かったので、ぼくらは近場をぐるりと散策したが、やったことと言えばそれくらいだった。とくに深い会話が交かわされることもなく、ぼくらは淡たん々たんと歩いた。もっともぼくの心理状態について言えば、隣となりに木佐谷樹がいるというだけで「淡々」などという枯れた境地からはかけ離れた状態にあったけれど。

　そんなぼくに対し、木佐谷樹はほとんど表情を崩くずすことはなかったが、少なくともぼくを燃料用コークスにするほど退たい屈くつな時間を過ごしたわけではなかったらしい。最後、駅の改札前で別れるとき、ハイヒールの踵かかとを揃そろえて彼女は言った。

「今日はありがとう。楽しかったわ」

「そりゃよかった」

　ぼくの返事に木佐谷樹はほんの日ひ溜だまりほどの笑えみを唇くちびるにためた。そしてさっと黒くろ髪かみを払はらって言った。

「でも、また次があるなんて思わないでね。デートは一回きり。こんなサービスはもう二度とないんだから」

「は、はあ。ありがとうございます。───てちょっとまて。これはそもそも君から誘さそってきたんだろっ」

「あら、そうだったかしら」

「そうだよっ」

「都合の悪いことは忘れたわ」

「都合が悪いって自分で言ってる！」

「ごめん。今まで黙だまっていたけど、わたしビッチなの。獅堂くんのことなんか便利なＡＴＭくらいにしか思ってないから」

「なにそれひでえ！　つーかＡＴＭにジュースおごるなよ」

「ふふふ」

　軽口めいたやりとりに木佐谷樹は微笑ほほえみ、ぼくもつられて苦く笑しようした。だがこの時ぼくはまだなにもわかってはいなかった。この日、木佐谷樹がどれだけの覚かく悟ごを持ってここに来ていたか。そして、その胸にどれだけの想おもいを秘ひめてこの試験に臨のぞんでいたかを。

「さよなら、獅堂くん」

　そう言うと木佐谷樹は颯さつ爽そうときびすを返す。

　その背は凜として、どこまでもまっすぐだった。










　ぼくがロンドの家に遊びに行くと、引っ越こしの荷物がごった返す中、段ボール箱とソファーの狭はざ間まで丸くなって本を読んでいたロンドが顔を上げて言った。

「ねえログ。ログってセーラー服とブレザー、どっちが好きなの？」

「あん？」

「女子高生の制服」

　唐とう突とつな質問に、ぼくは一いつ瞬しゆん身構えた。新手の精神攻こう撃げきか、はたまたぼくの性的指向性に対するこの子なりの探さぐりかなにかかと思ったのである。

　だが彼女の手にしていたのが本ではなく、「入学の手引き」と記された冊子であるのを見てほっとする。どうやらこの子はこれから通う学校のパンフレットを眺めていたらしい。

「そんなのどっちでもいいよ」

「ホント？　男の子って、どっちがかわいいなとかないの？」

「入学しちゃったらそれが当たり前だしなあ。それに男子だったら、自分の制服が学ランかブレザーかのほうを気にすると思うぜ」

　それに男子にとって重要なのは制服の中身の方だ、などという心のつぶやきは用心深く洩もらすことなく、ぼくはせいぜい慎つつしみ深い顔で答えた。

「でも、なんでそんなの見てるんだ？　きみはまだ中学二年だから試験は再来年だろ」

「そうなんだけど、復学するならついでに高校も決めておいた方がいいと思ってっ。そのほうがやる気も出るし、目標を持つことはいいことでしょっ。……あ、この高校ボレロなんだ。そしてこっちはいかにもトラッドなセーラー服だわ。なんかおねえさん、って感じね。ふむふむ」

　一丁前に女の子らしく『都内制服一覧図ず鑑かん』などという本を開きつつ、熱心に自分の着たい制服に赤ペンで丸印をつけているロンドをあきれて眺めていると、その傍かたわらを通りがかったＪＪがお小言を投げてくる。

「ほらほら、ロンド様。遊んでいらっしゃらないで、せめてご自分のお部屋の片付けくらいなさって下さいな。ゲーム機とおもちゃとＤＶＤソフトの類たぐいは自分で整理すると約束したはずですよ」

「はあい」

　白い割かつ烹ぽう着ぎに白い三角巾きん、手には軍手という完全に戦闘モードに突とつ入にゆうしているＪＪに一いつ喝かつされ、ロンドはしぶしぶ立ち上がるとやむなく己おのれの部屋を片付けはじめる。

「あーあ。健康な毎日ってけっこう忙いそがしいのねえ。お布ふ団とんの中で朝から『信長の野望』に明け暮れていた時代が懐なつかしいわ」

「あたりまえだ」

「これじゃあ山内上うえ杉すぎ家でクリアするの、とうぶん先になりそう」

「つーか現在進行形かよ」

　ぼくは思わずつっこんだが、ものとガジェットに溢あふれ足の踏ふみ場もないこの子ども部屋の惨さん状じようを見れば、ロンドならずとも片づけに二の足を踏む気分はわからないでもない。そう。いよいよ新居も定まり、現在星ほし降ふり家ではお引っ越し作業の真っ最中だったのである。

「わたし、今度は一いつ軒けん家やに住みたいなあ。ずっとマンションに住んでいたから。高いところの眺めはもう飽あきちゃったわ」

　などとロンドがつぶやくため難航していた星降家の新居がついに決まったのは夏の日差しもいよいよ本格的な盛りを迎むかえた七月の中ちゆう旬じゆんのことだった。

　ロンドの希望としては日当たりのよい場所、マンションはイヤ、ネット環かん境きよう完備、といったところで、これ自体ならさほどむずかしい条件ではない。が、これに立地条件や主従三人が暮らせる広さといった項こう目もくを含ふくめると選せん択たく肢しはがぜん絞しぼられる中、彼らが定めた新居はなんとぼくの家から目と鼻の先にある、表通りに面したある空き家だった。

　そこはぼくの通学路の途と上じようにあるレンガ造りの建物で、もとはレストランを経営していたお店らしかった。作りはやや古風ながら堂々たる西洋館で、二階は住居、一階は以前の住人によって改装され、現在は空き店てん舗ぽとなっている。

　業者を呼んで中に入ると、外装のイメージそのままに重じゆう厚こうな作りとなっており、特に店舗部分は木とレンガを組み合わせた内装が落ち着いた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「うーん。いいわねえ」

　建物は三階建てで、一階はカフェテリアと厨ちゆう房ぼう、物品庫などからなっており二階は住居スペース。三階はロフトで、小高い場所に空いた天窓を開くと、午後のあたたかな日差しが風とともに差し込んでいる。

「こちらたいへんなお買い得物件となっております。駅から近く、周辺にはショッピングモールと図書館もございます。これだけの立地の物件、そうはございません」

　セールストークにも熱の入る不動産会社の人の言葉をよそにロンドはあちこち部屋を飛び回り、まるでダンジョンみたいに建物の中を探たん索さくしていたが、最後におしゃれな店内の前で深く腕うで組ぐみをすると傍らに控ひかえる松まつ岡おかさんにむかって言った。

「うむ。気に入ったわ。松岡、ここを買いなさい」

「かしこまりました」

「い、いいんですか」

　思わず訊たずねるぼくの傍らで、ロンドが笑顔で言う。

「だって、ログのおうちも近いし気に入ったんだものっ」

「ユアハイネスのお望みのままに」

　ＪＪが困ったように微笑んだところでめでたく購こう入にゆう決定となり、こうしてロンドの新居は定まることとなった。

　新たな家の主あるじとなり、オーク材をふんだんに用いた趣おもむきのある店内を眺ながめていたときだった。ふとロンドがとんでもないことを言い出した。

「ねえログ。あなた、カフェテリアのマスターってやったことある？」

「は？」

　ぼくは瞬まばたきした。










　夕食の後のことだ。ぼくが自分の部屋でスマホを弄いじっていると、突とつ然ぜん左腕がはげしく痙けい攣れんした。まるでギターの弦げんを弾ひくときのように（弾いたことないけど）肘ひじから下が小刻みに震ふるえ、やがてそれは唐突に収まる。

「……??」

　一瞬、何が起こったのかわからず自分の掌てのひらを眺めていたとき、ふとベッドの脇わきになにか言い得ぬ気配を感じてぼくは顔を上げた。次の瞬間、ベッドの脇にロンドが立っているのに気づき、ぼくはのけぞった。

「ロ……ロンド!?」

　ロンドは一糸まとわぬ全ぜん裸らだった。ひっくり返ったぼくの面前でロンドは無表情にあたりを見回していたが、つとそのぺたんこの胸に肩かた口ぐちから落ちかかった黒髪の毛先をつまむと、しゃがれたハスキーヴォイスでつぶやく。

「ふむ。やはり金こん色じきは色が出にくいとみえる。今はこれが限界か」

「お、お前……！」

　ぼくはのけぞった拍ひよう子しに壁かべにぶつけた後頭部の痛みも忘れて思わず叫さけんだ。

「グラツィアーナ！」

「よう。少年」

　ロンドは、いやロンドの姿を模したグラツィアーナはぼくに目をむけるとにやりと微笑んだ。瞳ひとみが、黒い。

「お、お前……なんでここに……」

「腹が減った。約束だ。食事としてお前の力を妾わらわに供せよ」

「き、供せよって……。つーかお前……ほんとうにグラツィアーナなのか？　ロンドの姿を借りてるんじゃなく？」

「この小こ娘むすめは今ここにはいない。おそらく家だろう。この姿はたんに妾があれの姿を模して一時的にこさえただけにすぎん」

「な、なんで……」

「我が末まつ裔えいの見目を真似まねしてみたのだ。お前もこの方が親しみやすかろう。ん？」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう。紛まぎらわしい姿をして急に出てくんなっ。てかなんか服着ろ、服っ」

「そんなものはない」

　ったく。

　ぼくは目のやり場に困りつつ、白い裸身をさらして佇たたずむこの影かげにむかって手近にあったワイシャツを放ほうり投げた。そして彼女がそのシャツに袖そでを通す間、思わず今見た光景を脳内で反はん芻すうする。当たり前だけど、ぼくがロンドの裸はだかを見たのは初めてだったからである。

　だが脳内フォルダにその新規画像を加える間もなく、振ふり返った瞬しゆん間かんに先刻のぼくの記き憶おくは瞬またたく間に上書きされた。というのも目の前には素す裸はだかに白シャツだけを羽織るというせくしーロンドが立っていたからである。

　しかも彼女はなぜか律りち儀ぎに一番上の襟えり元もとのボタンだけを留めている一方、おへそあたりから下のボタンはまるで留めておらず、その下半身の涼すずしさを一層際きわ立だたせている。

　つーか、こいつわざとやってないか。

「ごはん」

「わかった。わかったからここに座れ。ていうか座って下さいっ」

　ぼくはベッドの端はしにこの影を招くと小学生の頃のインフルエンザの予防接種みたいに腕をまくり、彼女の前に差し出した。

「うむ」

　グラツィアーナは子どものような素す直なおさでぼくの手を取ると、ああんと口を開け、かぷりと歯を立てる。

　彼女の歯が甘あま嚙がみする、痛みともくすぐったさとも付かぬ柔やわらかな感覚の中、ぼくはぼんやりとグラツィアーナの横顔をながめた。それはまさに「黒くろ髪かみのロンド」以外の何物でもなく、たとえて言えばそう、ファッション雑誌を見ていたロンドが「これからはやっぱり清せい楚そ系は黒髪よねっ」とか言ってＪＪに内ない緒しよでコンビニに行き黒のヘアカラーを買ってきてバスルームでこっそり染めたらこんな感じになるのではないかという妄もう想そう、あるいはロンドがもし日本人だったらこんな感じでは……という想像を完かん璧ぺきに満たすものだった。

　その姿はまさに「かわいい」という以外表現のしようがなく、ぼくはあらためて自分のガールフレンドがどれだけ美少女だったのかを、まざまざと思い知らされていた。

　もっとも見とれてばかりもいられない。ぼくは必死に理性を立て直すと、食事を終えたグラツィアーナにむかって言った。

「おい、グラ。今度出てくるときは一言断ってからにしてくれ。いいな」

　グラツィアーナは小首をかしげた。

「グラ、とは妾のことか？」

「グラツィアーナって、なんか呼びにくいからな。愛あい称しようだ」

「ふむ。グラか。悪くない。───なぜだ？　この時間は貴様が住居で一人でいる時間のはずだ。時の計測が誤っていたのか？」

「そ、そういうわけじゃないけど、とつぜん出現されたらだれだってびっくりするだろ。つうか、せめて服は着るようにしてくれ」

「くだらん。なぜ妾が人間の愚おろかな習しゆう俗ぞくに従わなければならぬ」

「そ、そうだけど、お前がその姿でいていちばん困るのはたぶんロンドだぞ。それを少しは考えろ」

「なるほど。では次からはこの格好で現れることにしよう」

「ちがう！　どこの世界に裸ワイシャツでふらふらしてる女の子がいるんだよっ」

「何か着ろと言ったのは貴様だぞ？」

　ぼくのベッドの上で脚あしを組み、そのつま先を揺ゆらすように弾はずませつつグラツィアーナが片かた眉まゆをあげたときだった。こんこんと部屋のドアがノックされ、続いてメグの声がした。

「おにーちゃん。お部屋にだれかいるの？」

　ぼくは飛び上がった。

「やばい。おいグラ、はやく消えてくれっ」

「消えろだと？　たわけが。なぜ妾が身を隠かくさねばならん」

「お前じゃなくて、ロンドがここにいることがヘンなんだよっ。頼たのむよ、妹がびっくりするっ。メグはまだ小学生なんだ」

「騒さわぐな。そうぞうしい。まったく」

　グラツィアーナはぼくの声を遮さえぎると、わずらわしげに黒髪を搔かきつつ立ち上がった。そして肩かた越ごしにぼくに眼まな差ざしをむけて言う。

「少年」

「え？」

「契けい約やくを忘れるなよ」

　ぼくがなにか言おうとしたときにはグラツィアーナの姿はすでになく、「おにーちゃん、いっしょにプリン食べよう」とパジャマ姿のメグがドアを開けたとき、床ゆかには彼女の羽織っていた白いシャツだけがそのままの形で残されていた。










　恋こいをすると女の子は綺き麗れいになるというが、じゃあ元から綺麗な女の子がさらにパワーアップするときは一体なにが原因なのだろう？

　などと思わず問いただしたくなるくらい、最近の木佐谷樹軍乃は輝かがやいている。

　といって、べつにこのクール系美少女が髪型を変えたり、服装を変えたということはない。事実、学校ではあいかわらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで物静かに黒板にむかっているだけだし、流れるような黒髪ロングも以前のままだ。が、中身の方は多少変化してきているのか、北海の氷山の先せん端たんみたいだった印象がいくぶん柔らかくなったことは確かだ。

　ある日のことだ。ぼくのところにやってくるなり木佐谷樹はこう言った。

「ねえ獅堂くん、『はな』って十回言ってみて」

「なんだよ突然」

「いいから」

「やだよ。きみ、どーせなにかたくらんでんだろ」

「いいから、言って」

「はなはなはなはなはなはなはなはなはなはな」

「じゃあ、質問です。これはなんでしょう？」

　そう言って、木佐谷樹は人差し指で自分の顔の中央をさし示す。

「鼻」

「ぶー。不正解でした。わたしは木佐谷樹軍乃です」

「くだらねえっ」

「やーい。ひっかかったー」

　そう言って無む邪じや気きに笑う木佐谷樹の表情はとても数週間前、鉄てつ塔とうに登ったぼくを焼き殺そうとした人間と同一人物とは思えない。そんな彼女の変化をぼくはうれしく思ったが、かといって彼女がぼくやロンドのすることすべてに協力的になったかと言えばそんなことはなかった。それどころかそのまなざしはつねに批判と鋭するどさを帯び、その言葉は容よう赦しやなくぼくらの甘さを抉えぐる。

　あるとき、木佐谷樹は言った。

「ていうか、獅堂くんたちの考え方が誤っているということはないのかしら。そもそも前提として」

「なんのことだよ」

「超ちよう能のう力りよく者でも異性にもてて、友達がたくさんいて、毎日を楽しくすごしている子だっているんじゃないかしら、ってこと。べつに能力者のすべてが世を儚はかなんでいるとは限らないでしょう？　そういう子にとってはあなたたちの行動はただのおせっかいで、だとしたら能力者を集めて連帯するという獅堂くんやロンドさんのそもそもの大前提は崩くずれることになるけれど」

「そ、それは……」

　痛いところを突つかれぼくはひるんだ。が、ここで負けてなるものかと強弁する。

「……そ、そんな奴やつはいない」

「は？　なにを根こん拠きよに？」

「い、いいだろ。超能力者にもてる奴はいない。いないったらいない。ソースは俺！」

「なにそれ。ばかばかしい」

　さすがに呆あきれたように木佐谷樹は肩をすくめてみせたが、そんな彼女が、心ならずもぼくらの手伝いをすることになったのはむろんロンドの説得による。ぼくと会う都度ロンドは木佐谷樹の下もとを訪ね、飽あきもせず彼女を勧かん誘ゆうする。

「お願い、ぐんのん。わたし、ぐんのんといっしょに仲間探しをしたいの。だって、こういうことはみんなでやった方が絶対たのしいし！」

「ぐんのん……」

「あ、やだった？　すごく言いやすかったから」

「べつに構わないけど……」

　さしもの木佐谷樹の対人障しよう壁へきもロンドのお日様みたいな天てん真しん爛らん漫まんさの前には劣れつ勢せいとならざるをえないようで、木佐谷樹は気け圧おされたようにつぶやく。

　それを見てぼくはからかいたくなった。

「軍ぐん乃のんか。いいな。ぼくも次からそう呼ぼうかな」

「黙だまりなさい。燃やすわよ」

　もっとも木佐谷樹もまんざらでもないのか、一刀のもとにぼくを斬きり捨てたあと、小声で「ぐんのん……」などと口の中でつぶやいている。が、これこそがロンドの人心掌しよう握あく術であり未来への深しん慮りよ遠えん謀ぼうだったとはだれが想像しよう。

　翌日のことだ。

　木佐谷樹が困こん惑わくした様子でぼくのところにやってきた。聞けば今度新しく出来るカフェで専属のウェイトレスをやることになったという。

　ぼくはおどろいた。

「は？　ウェイトレスなんて、きみ、やったことあるの？」

「ないわ。あるわけないでしょ。ていうか接客とか普ふ通つうに怖こわいし……」

「ならやるなよ」

「でも時給がいいの。そこ。一万円だって」

「時給一万円!?　なんだそこっ」

「あと、オーナーが一週間に一時間でもいいからって……」

「へ？」

「あと、かわいい制服を日ひ替がわりで十着用意してくれるんだって。週末ごとに海外旅行につれていってくれて、休み時間はおいしいおやつとケーキ食べ放題で、新作ゲーム機が発売されるたびにプレゼント支給してくれるって言ってるわ。あと休きゆう憩けい室にはまんがライブラリーを十万冊アーカイヴする予定だからぜひ来てね、って」

「はあ？　どんなオーナーなんだよ。まるで子どもじゃ……てか、ま、まさかっ」

「そう」

　絶句したぼくが言葉を失ったのとほぼ時を同じくして、引っ越こしセンターのトラックが横付けされ、おもちゃやゲームソフトの入った段ボール箱が大量にロンドの新居に運び込まれると同時に一階の店てん舗ぽ部分では改装工事が本格的にはじまった。

　むろんこれはロンドが考え出した超能力者による超能力者のための秘密基地であり、同時に彼らがいつでも自由に利用し、憩いこうことが出来るカフェテリアであった。

「やっぱり人が気軽に集まる場所は必要だもんね。ついでにそこでお茶が飲めたり、おいしいケーキを食べることができたら最高よねっ。とすればそこはカフェ以外にありえないでしょっ」

「だからってなにも本格的にカフェテリア経営することはねーだろ……」

「あら。ログだってちゃんと準備しろって言ったじゃない！　ちなみにお店の名前は『ドルチェ』よっ」

「ドルチェ？」

「うんっ。イタリア語で『甘美なお菓子スイーツ』っていう意味なんだから。まさに、わたしたちのお店にぴったりの名だと思わない？」

　ロンドは元気よく言う。この子の考えでは新居の一階部分をカフェテリアとし、二階より上をロンドたち主従の住む住居とするつもりであるらしい。彼女は学業があるため、ひとまず経営は松岡さんとＪＪのふたりに委ゆだね、ゆくゆくは超能力者が気軽に集つどえる憩いの場とし、自らの夢の楽園とすることがこの子の雄ゆう大だいにして遠大な野望であった。

　そして傍かたわらにいた木佐谷樹を両手でぎゅっと抱だきしめる。

「というわけでよろしくねっ、ぐんのんっ」

　金きん髪ぱつの美少女に抱きすくめられ、さしもの難なん攻こう不ふ落らくの木佐谷樹軍乃も陥かん落らくしたが、人ごとではないと気がついたのは、しっかりぼくの制服まで用意されていると知らされたからである。聞けばぼくもこのカフェテリアを構成する人員に組み込まれているらしい。ぼくはぼうぜんとしたが、事ここに至れば腹をくくらざるを得ない。

　ともあれ、こうしてロンドの新たな住まいはその全ぜん貌ぼうを現しつつあった。










　ロンドは木佐谷樹のことがすっかり気に入ったらしい。

　ある日のことだ。下校時間、鞄を担いで校門を出たところで、ぼくは声をかけられた。

「やほー。ログ」

「ロンド!?」

　ぼくは面食らって声を上げた。見ると、ロンドが校門にもたれかかるように立っている。

「ど、どうしたの？」

「へへー。学校終わるの、待ってたの」

　麦わら帽子に白いワンピース、サンダルといういかにも夏らしい出で立ちのロンドはちょっぴりはにかんで言った。それを聞いたとたん、ぼくはメロメロになった。これをやられて落ちない男子はいない。

　ぼくは照れ隠しにぶっきらぼうに言った。

「な、なんだよー。わざわざこんなところで待っていなくてもいいのに」

「ふふふ。今日はログと一緒にお散歩に行きたいと思ってっ」

「お散歩？」

「うんっ。公園」

　首をかしげるぼくに、ロンドは笑顔でこれからリハビリがてら近くの森林公園まで歩いて行くのだと言った。なんでも「もう室内でのリハビリは飽き飽きだわっ」と言って家を出てきたとのことで、一応、ＪＪの許可はとってあるという。この子のことだ。きっとこの朗らかな陽気を眺めるうち、思わず外へ飛び出してきてしまったのだろう。

「ぜんぜんかまわないぜ。よし。これからいっしょに行こう」

「それでね。もしよかったら───その、ぐんのんも誘いたいなあって……」

「へ？　木佐谷樹？」

「うん」

　そう言うとロンドはわずかにそのほっぺを赤らめ、肩を前後にもじもじと揺らす。

「あ、ああ……うん、木佐谷樹ね。ぼくはいいけど、あいつがなんて言うかな……」

　てっきり二人きりで出かけるのかと思いきや、意外な展開に何となく心に風が吹き抜けていくのを感じつつ、ぼくがあいまいに言葉を濁したときだった。

「いいわよ」

　ふいに背後で声がした。振り返ると、いつの間にいたのか鞄を肩に提げた木佐谷樹が踵を揃えて佇んでいる。

「木佐谷樹───い、いいのか？」

「ほんとっ？　ぐんのん」

　思わず身を乗り出すロンドに対し、木佐谷樹は小さくうなずく。その表情はいつもながらにクールで、何を考えているのかうかがい知れない。

「ええ。行きましょ。───別に今日はなにもないし」

「わーい。やったあ」

　ロンドはぴょこんと飛び上がった。

　二十分後。

　ぼくらは学校から少し離れた場所にある小さな森林公園にいた。そこはこのあたりでは一番緑の豊かな場所で、自然の静けさと木立の作る涼を求める地元の住民たちの憩いの場となっている。

「わあ！　緑がいっぱいっ。樹々もいっぱいっ」

　ロンドは公園内を駆け回っては木の梢や空、それらを覆うケヤキの見事な枝振りなどを見上げてはしゃいでいる。一方、ぼくと木佐谷樹は並んでそのあとをゆっくりついていく。

　ふと木佐谷樹が言った。

「で、その後の調子はどうなの？」

「どうって、なにが？」

「例のお店のこと。器が出来たのはいいとして、肝心の能力者たちを集める算段はたったの？　仲間同士繫がりを得ようにも、あの店を利用する彼らは獅堂くんたちが超能力者であることを知らないのよ」

「んー。そこが問題なんだよな……。まさか広告うつわけにもいかないし」

「あきれた。器だけ作ってそっちの方はおざなりだったのね。ま、そんなことだろうとは思っていたけれど」

　木佐谷樹は肩をすくめて言った。

「で、獅堂くんのアイデアは？」

「とりあえずTwitterの裏垢とかでそれっぽいメッセージつぶやいて、反応返ってくる奴の中から慎重に本物を見定めていくぐらいしかないだろうな。会うとなったらあの店を待ち合わせ場所に指定してさ」

「なんだ。意外と普通ね」

「なんだよ？」

「獅堂くんならもっと身体を張った芸をしてくれるかと期待してたのに。たとえば、YouTubeに能力動画さらすとか、背中に幟とアドバルーンつけて、駅前のビルで壁昇りのアトラクションをするとか」

「……きみさあ。ぼくのこと、踏みつけても死なない生命体ぐらいにしか考えてないだろ」

「まさか。獅堂くんが踏みつけたら歓ぶ男の子だということは正確に理解してるつもりよ。踵の尖った婦人靴なら特にね」

「違う！」

「冗談よ」

　そんな会話を交わしつつぼくらはベンチに腰を下ろし、緑の芝の上を跳ね回っているロンドを眺めていたが、ふと木佐谷樹はスクールバッグから自分のデジカメを取り出すと木立の間を走り回るロンドにそっとレンズを向ける。その所作に、ぼくはこの美少女と知り合ったきっかけが絶縁碍子の写真画像であったことを思い出した。

　あの頃の冷笑的でどこか不穏なまなざしをしていた木佐谷樹を思えば、今こうして親しくなり、いっしょに肩を並べていること自体が夢のようだ……と傍らの彼女を眺めているうち、ぼくはおぼえず頭を下げていた。

「その……ありがとう、木佐谷樹。今日はわざわざ来てくれて」

「なによ。突然」

　木佐谷樹は薄く笑った。そしてそっと首を振って言う。

「いいのよ。今日は本当になにもなかったし。それに、こういうところはわたしも好きだしね」

「でもあいつ、ホントによろこんでるから。また次の機会も頼むよ」

「ええ。でも、もうその機会は少なくなるかも」

「え。どうして───？」

「もうすぐ夏休みだもの。少なくとも獅堂くんとは学校では会えなくなるわ」

「夏休み……」

　木佐谷樹の言葉にぼくははっとした。

　夏休みになればもう木佐谷樹とは会えない。少なくとも学校で会うことはなくなる。そんな当たり前のことに、ぼくはこのときはじめて気づいたのだった。ふいに目の前で日が陰ったような気がしてぼうぜんとする。ロンドや木佐谷樹とこうしてすごす日々があまりに自然だったぶん、これがずっと続くとぼくは何の根拠もなく思い込んでいたのだ。

「───あ、でも、『ドルチェ』で会えるじゃん。ほら、あそこがオープンしたら、二人でバイトに入ったときにさ」

　木佐谷樹がロンドと交わした約束を思い出し、ぼくは気を取り直して言った。だが木佐谷樹の応いらえはそっけなかった。

「ええ。でも休み中は勉強もしなくてはならないし。なかなかうかがえるかどうか」

「勉強か……」

「もう高二だしね。一応、再来年は受験だし」

「そ、そうか───」

　なんだか急に現実に戻されたような気がして、ぼくは沈黙した。同時に、さっきまで確かに思えた木佐谷樹との繫がりがひどく心許ないものに感じられ、不安になる。そして思う。ひょっとして───こうした親密な関係も一時の幻のように、夏休みが終わり二学期を迎える頃にはまた以前の状態に戻ってしまうのだろうか。学校一の超絶美人とその地味なモブクラスメイトという、本来、口を利くことすらかなわない間柄に。

　このクールな美少女の横顔を眺め、そんなことを思っていた時だった。

「ログっ。ぐんのんっ」

　そこへロンドが一直線に駆けてくる。だいぶ筋力が戻ってきたのか、その駆けっぷりは普通の女の子に少しも引けを取らない。

「もうっ。どうしたの、ふたりともっ。そんなとこに座ってないで、あの楡の木まで駆けっこしましょっ。ほらほらログも立ってっ」

「お、おう」

「いくわよ。それっ」

　ぼくの手を引くや否や、ロンドは公園の中央に聳える楡の老樹にむかって勢いよく走り出した。







　その後、ぼくらは駅前のハンバーガーショップに立ち寄った。運動したからお腹がすいたと言い出したロンドが、このお店に入りたいとねだったのである。ちょうど放課後時だけあって、店内は学校帰りの女子高生たちの奏でる喧噪で溢れている。

「わー。大人の世界だわ……」

　まるで異星人の惑星に迷い込んだみたいに目を丸くしてしきりにきょろきょろしていたロンドだったが、ぼくがトレーに載ったハンバーガーのセットを運んできたとたん、ぱっと目を輝かせて叫ぶ。

「わあい。ハンバーガーだわっ。ひさしぶりっ」

「つーか、そんな感動するもんでもないだろ」

「だって、こういうのお店で食べるのひさしぶりなんだもの。テイクアウトは風情がないし。ＪＪはあんまり食べさせてくれないしっ」

　そう言うとロンドはあむあむとうれしそうに手にしたチーズバーガーをほおばる。そんな幸せ顔のロンドにぼくは思わずつっこんだ。

「でも、甘い物やお菓子はけっこう喰ってただろ。隠れてさ」

「えー。そんなことないわ」

「よく言うよ。しょっちゅうぼくにおつかいを頼んでたろ。近くのコンビニでチョコレート買ってきて、とかさ」

「えへへ。そうだったかしら」

　ロンドは照れ笑いをした。木佐谷樹が訊ねる。

「……それって、ビルのてっぺんで療養していた頃のお話？」

「うんっ。わたしの部屋に来られるのはログひとりだったから」

「そう───」

「その頃にくらべりゃ、もうすっかり顔もまんまるだな」

「ふん。ログったらまたそんなこといってっ」

　ほっぺに赤いケチャップをつけたままロンドはぷっとむくれる。それに気づかないでいるこの子に、やむなくぼくは紙ナプキンをひと摑みすると、その口元を拭ってやる。

「……ったく。子どもかよ。ほれ」

「んんむに……」

　ぼくにほっぺと口元をごしごし拭われ、ロンドはにっこりした。そして満面の笑みを浮かべて再び口いっぱいにパンをほおばったとき、つと木佐谷樹が立ち上がって言った。

「わたし、そろそろ帰るね」

「えーっ。ぐんのん、もう帰っちゃうの？　まだ来たばっかりなのに」

「ごめん。用事があるのを思い出したの。ふたりとも、どうぞごゆっくり」

　片目をつむってそう言うと木佐谷樹はスクールバッグを肩に引っかけ、去っていく。そのすらりとした背を名残惜しそうに見送り、ロンドは口を尖らせた。

「残念ね。もっとぐんのんと遊びたかったのに」

「まあ、しかたないさ」

　ぼくはそう言って慰めたが、席を立ち、どこか足早に去って行く木佐谷樹の後ろ姿が妙に記憶に残った。




　そうこうするうちにぼくらは終業式を迎え───、

　夏休みに入った。










　慣れというのは恐おそろしい。

　ぼくの左手に住む妙な居候と言葉を交わすようになって数週間が過ぎた。はじめのうちはその感かん触しよくと、時折出現しては話しかけてくる奇抜な言行に悩なやまされていたぼくだったが、近ごろは慣れてきたせいかそういうこともなくなった。

　もっともそれが人目に付く野外ともなれば話は自おのずと異なる。

　その日、ぼくはメグと近くの区民プールにいた。泳ぎの苦手なこの妹は春から水泳を習い始め、週二回、ぼくはレッスンのたびに彼女の送り迎むかえしていたのである。

「じゃあ、四時半にな」

「うー」

「大だい丈じよう夫ぶだって。こわくないこわくない」

「うん」

　ぼくの手をようやく放し、水着とバスタオルと着替えの入った透とう明めいなビニールバッグを提げてとことこ建物の中に入っていくメグを玄げん関かんで見送り、ぼくはプール施し設せつの入り口の前にあった木こ陰かげのベンチに腰こしを下ろした。館内は空調が効き過ぎているため、外で時間を潰つぶそうと思ったのだ。

　空はからりと晴れ渡わたっていた。目もくらむような日差しが、戸外に白い光をまんべんなく降り注いでいる。

　ベンチに陣じん取どり、木こ漏もれ日の下でロバート・Ａ・ハインラインの『夏への扉とびら』を開く。一ページ目から読み始めて三分の一ほど読み進めたときだった。突とつ然ぜん、本の背を支えていた左手が引きつり、ページに挟はさんでいた栞しおりがことりと地面に落ちる。それを拾おうと腰をかがめたとき、目の前で急に日が陰かげり、地面に濃こい影かげができた。

　ぼくはひょいと視線を上げ───、

　そこにグラツィアーナが突つっ立っているのに気がついた。

「わっ」

　白昼堂々姿を現したこの影にぼくは思いっきりのけぞった。そんなぼくを見下ろし、グラツィアーナはわずかに唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「よう」

　今日のグラツィアーナは全ぜん裸らではなく、かろうじて薄うすい黒のキャミソールのようなものを一枚身につけていた。おそらく前回、ぼくになにか着るように言われたためだろう。脚あしは素す足あしのまま、乾かわいた地面を踏んでいる。

「お、お前……。な、なんでこんなところに……」

　一いつ瞬しゆんの自失の後、しどろもどろに訊たずねるぼくに対し、グラツィアーナは黒くろ髪かみを搔かきながら言った。

「なに。たまには日の高いうちに外に出てみようと思い立ってな。それに近ごろはあまり日の光を浴びていない」

　木陰の作った小さな日ひ溜だまりをそのかわいらしい鼻先に載のせつつ、グラツィアーナは言った。

「お前こそ、ここでなにをしている」

「な、なにって……妹のプールが終わるのを待ってるんだけど……」

「ぷーるとはなんぞや」

「人が泳ぐ場所のことだよ。水がたくさん湛たたえられているんだ」

「それは、古代ローマ風ぶ呂ろのような公衆浴場のことか？」

「入浴機能は無い。水を楽しんだり、泳ぐ技術を身につけるための場所……かな」

「ふむ」

　鹿しか爪つめらしい顔でうなずくと、グラツィアーナはふわりとぼくの傍かたわらに腰を下ろす。ぼくはどぎまぎしつつ、ロンドと寸すん分ぶん違たがわぬ姿をしたこの影をそっと眺めた。明るい日差しの下、むき出しになったか細く白い肩にキャミソールの肩かた紐ひもがちょこんと引っかかっている。

　ぼくは懸けん命めいに赤面を抑おさえ、ぶっきらぼうに言った。

「で、そっちこそ何の用だよ」

「しれたことだ。食事にきまっておろう。その力、今すぐ吸わせよ」

　そう言ってぼくの左の二の腕うでを取るなり、グラツィアーナはあーんと大口を開ける。ぼくはあわてて叫さけんだ。

「ち、ちょっと待てっ。ここはまずいって！」

「なぜだ」

「ひ、人目に付くだろっ。もしこんなとこ、誰だれかに見られたら……」

　そう言うとぼくは必死にあたりに目線を配った。こんな目立つところでこいつにしがみつかれようものなら、どう言い訳したって傍はた目めには熱ねつ烈れつなラブシーンにしか映るまい。

「頼たのむ。今は勘かん弁べんしてくれっ。家に戻もどったら必ず吸わせてやるからっ」

「ちっ。迂う遠えんなことを」

　ふう。

　なんとか野外でいちゃつくのだけは回かい避ひし、ぼくは安あん堵どのため息をついた。つうかこのところ互たがいが互いに慣れてきた分、だんだん態度に遠えん慮りよがなくなってきているような感じがするのは気のせいだろうか。

　そんな気安さも手伝い、ぼくはつと胸に湧わいた疑問を訊ねた。

「つーかさ、お前の目的って本当にエネルギーだけなの？　最近よく姿を現すけど」

　とたんにグラツィアーナは下した顎あごを突き出した。

「なんだ。小こ僧ぞう。妾わらわの行動にケチをつける気か」

「い、いや、そんなことないけど。ただ、そんなに能力者のエネルギーって必要なものなのかなと思って」

「ふん。なにを今さら。妾の野望は数あれど、現在その中で最優先すべき最大のものは『生き延びること』だ。妾がいかに強大な魔の使い手であれ、時を経ること幾いく星せい霜そう、力は細り、呪は涸かれ、血統すら病やみ衰おとろえた現げん況きようにあっては種として生き延びることを一義におかねばなにも始まらぬ。そのためにお前のような小僧の口車に乗り、この貧弱な身体に配はい慮りよしてまでくだらん約定を交かわしたことを忘れたか」

「う、うん……」

　念を押され、ぼくは力なくうなずいた。そんなぼくを憐あわれと思ったか、グラツィアーナはにやりとして続けた。

「もっともその意味で言えばお前たちが今やろうとしていることには多少興味がある。ま、下等な人間どもが行う振る舞いの割には、だが」

「……？　なんのことだよ？」

「能力者どもを集め、連帯し野合しようというこの小こ娘むすめの策のことだ。あれはなかなか気が利きいている上に、妾にとっても諸事都合がいい。なにせ、強力な異能どもが餌えさとして妾の周りに増えることは大だい歓かん迎げいだからな」

　ぼくは愕がく然ぜんとした。

「お前……そんなことまで知ってるのかよ！」

「当然だ。妾に見通せぬことなどない。傍から見ていればまどろっこしくてかなわんがな。お前はなぜ、あの炎ほのおを操あやつる少女をさっさと味方にせん？」

「余計なお世話だ」

　ぼくは思わず声を荒あららげた。それからしぶしぶ言う。

「木佐谷樹はダメだ。───本人がうんと言わない」

「あれは面おも白しろい。なかなかの手て練だれだし、力も強い。あの業ごうの深さはかなりのものだ。妾の使い魔になる素質充分じゃ」

「何言ってる。だから木佐谷樹は見込み薄だって」

「くだらぬ。打ち倒たおして服従させればよいだけの話ではないか」

「ばーか。そんな簡単にいくか。人間には心ってものがあるんだよ」

「心だと？」

　とたんにグラツィアーナは嘲あざ笑わらった。

「人間がその目的を叶かなえるに心に忖そん度たくするとは寡か聞ぶんにして知らんな。そもそも、人類の歴史は闘たたかいと淘とう汰たの歴史であり、人間は長年にわたりそうした厳しい進化論的闘とう争そうを勝ち抜ぬいてきた種ではなかったか？　お前のその考えは適者生存というダーウィンの法則に反するぞ」

「ダーウィン？」

　ぼくは思わず目をむいた。

「お前、なんでそんなことを知ってるんだ？」

「さいきん、本で読んだ」

「お前が!?」

「うむ。お前の家にある本はあらかた読んだぞ。もっと字の多い本はないのか。用意して妾の寂せき寥りようを紛まぎらわせよ」

「知るか！　本を読みたきゃ図書館にでも行け。つーか、そもそも木佐谷樹は友達なんだよ。友達と闘ったり、まして強ごう引いんに従えたりなんてできるはずないだろっ」

　いつのまにか好き勝手に家の中を動いているらしいこの好こう奇き心しん旺おう盛せいな影にふと言い得ぬ危き惧ぐを感じてぼくは叫んだ。そんなぼくに対しグラツィアーナは言った。

「ふん。ならば好きにするといい。だがな小僧。これだけは言っておくぞ」

「な、なんだよ」

　ふいにまっこうからこの影に見み据すえられ、ぼくは思わず気け圧おされた。そんなぼくにむかい、グラツィアーナは不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「先日、お前は我が末まつ裔えいであるあの小娘の身の保全と引き替かえに妾の命脈を保ち、この純血の維い持じのためあらゆる力を尽つくすという約定をかわした。だが、わっぱ。このことだけは脳のう裏りに刻みこんでおけ。妾に残された時間はそれほど多くはない」

「…………」

　絶句したぼくがようやく身じろぎしたとき───、

　すでにあたりの日差しの中にグラツィアーナの姿はなかった。
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　夏休みに入り、ぼくは久しぶりにロンドの新居を訪ねた。

「あらログ様。いらっしゃいまし」

　カラン……と呼び鈴りんを鳴らして店内に入ってきたぼくに気づき、カウンターにむかっていたＪＪが面おもてを上げる。

「こんにちは。ロンドいる？」

「申し訳ありません。ロンド様はただいまお出かけですわ」

「そう……」

　うなずきつつ、ぼくはあたりを見回した。ＪＪはバーカウンター前に置かれた高いスツールに腰を下ろして書き物をしていた。黒いストッキングに包まれた長い脚あしがいくぶん持てあまし気味にくの字に揃そろえられている。

「ＪＪはなにしてたの？」

「お恥はずかしい。これですわ」

　ＪＪはわずかに微笑むと、手元に開いていた冊子をちらりとずらして見せた。

「クロスワードパズル……？」

「はい。日本語の語ご彙いを増やす勉強にと思いましてはじめたものだったのですが、いつのまにか趣しゆ味みになってしまって……」

　控ひかえめに笑うこの侍女の言葉にぼくは今さらながらにこの人が外国人であったことを思い出す。彼女の操あやつる日常会話があまりに流りゆう暢ちようなため、ぼくらもついこの人の母国語が別にあるのを忘れがちになる。

　ぼくは頭を搔きつつもう一度店内に視線を巡めぐらせた。カフェ『ドルチェ』は見み違ちがえるほど変化していた。一階の店てん舗ぽ部分はすでに改装工事を終え、今や開店を待つばかりとなっている。最高級のマホガニー製の椅い子すとテーブル、キャビネットなどで巧たくみに構成された英国調かつ琥こ珀はく色いろの店内は、まさにロンドが思い描えがいていた夢の空間と呼ぶにふさわしい。

「にしてもよく短期間でここまで準備を整えたね。まるで見違えちゃった」

「巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかず───。わが主あるじは仕事が早いことをお望みですわ」

　ＪＪは笑え顔がおで言った。

「それに、人ごとではないのですよ。ログ様もこのカフェにおける重要な戦力の一人ですから。現在、ログ様の制服をオーダーメイドで作らせている最中ですわ」

「だからぼく、ウェイターなんてやったことないですよ」

「わたくしもですわ。よろしいではありませんか。こんな素す敵てきなヴィクトリアン調のお店で働く機会、本国でもなかなかありませんことよ」

　ＪＪはおすまし顔で片目をつむってみせる。

　普段はこうして優しいのに、ロンドのこととなると態度が一変するんだよな……と思いつつ、ふとこの人に興味が湧き、ぼくは訊ねた。

「ＪＪはイギリス出身なの？」

「ええ。イングランド北部のヨークシャーが故郷ですわ。とっても風ふう光こう明めい媚びなところなんですの。日本に来てからは、ずっとロンド様のおそばに」

　つとぼくは首をかしげて訊ねた。

「前から聞こうと思ってたんだけど……ＪＪの本名はなんていうの？」

「えへへ。内ない緒しよデス」

「ＪＪって頭かしら文も字じの略りやく称しようだよね。なんのイニシャルだろう。ジェーン？　ジュリア？　ジェニファー？　まさかジョジョってことはないよね」

「わたくし、第二部が好きですわ」

「あ、いや、そういうことじゃなくて……」

　話が妙な方向に流れかけ、ぼくが話題を変えようとしたときだった。ふとこの美び貌ぼうの侍女さんはクロスワードの本を閉じて言った。

「でもよかったですわ。今日、ログ様に来ていただけて。わたくし、ロンド様がいらっしゃらないときにログ様と二人きりでお話をしたいとずっと思っていたものですから」

「え、な、なに？」

　一瞬どきっとするぼくに、ＪＪはその眼鏡の奥で柔やわらかい笑みをうかべて言った。

「ログ様、ちょっとこちらへおいでいただけますか？」

「カウンターの中に？」

「ええ。ちょっとこれを運んでいただきたくて」

　なんだろう、とぼくはスツールを立ち上がった彼女に続いてカウンターの背後へ回り込んだ。この重じゆう厚こうなチーク材のバーカウンターはかつての店舗の唯ゆい一いつ名残と言うべきもので、この一角だけは琥珀色の店内にあってどこか大人びた雰ふん囲い気きを湛えている。

「ＪＪ、なにを運べば───」

　と言ったときだった。ＪＪは振ふり返るなりぼくの左手を取った。そしてカウンターの上で自分の掌てのひらをそっと重ねると、ぼくがぼうぜんとした一瞬の隙すきをつき、隠し持っていた手て錠じようをガチャリとぼくの左手首にかける。おもちゃやイミテーションではなく、明らかに拘こう束そくを目的とした本物仕様のものだ。

　彼女は手錠のもう一方の輪をすばやくカウンターの端はしにある鉄製の支柱に固定すると満足げに言った。

「これでよし、と」

「じ、ＪＪさん……？」

「ふふ。これでもう動けませんね」

　ＪＪは笑顔で言うと、なにが起こったのかわからずとまどうぼくの右みぎ腕うでを取りカウンターの反対側に容よう赦しやなく引っぱる。左手は固定されているため、必然的にぼくはカウンターの上で両手を広げてのけぞるような姿勢となった。さらにこの侍女さんはそのしなやかな肢し体たいをぼくの身体からだの上にぴたりと重ねると、右手首を捕とらえたまま言う。

「はい。拘束♪」

「ち、ちょっ、ＪＪ、こ、こ、これはいったい……」

　とつぜん年上美人に取り押さえられ、これはいったいなんのご褒ほう美び……じゃなかった、なんの仕打ちなのかとぼくは激しくどもった。ぼくの胸の上に、ロンドの華きや奢しやで少女っぽい体つきとは異なる大人の女性の甘やかで重たい肢体がどっしりと載のっている。

　あの木き佐さ谷や樹ぎですら負けを認めたその圧あつ倒とう的な巨きよ乳にゆうをたわむほど押しつけられ、ぼくの理性が赤く熱したフライパンの上のバターみたいに溶とけ果てようとしたときだった。

　ぼくの耳元に唇くちびるを近づけ、ふとＪＪがささやくように言った。

「ログ様にうかがいます。今、離り影えい体たいは不在ですか？」

「……ほへ」

「例の影かげです。ログ様の左手に宿っているという」

「…………！」

　ぼくははっとした。この美貌の侍女がなにを企き図としてこんなことをしたのか、ようやくその理由を察したのである。ぼくはかろうじて正気を取り戻もどすと、左手に意識を集中させた。が、あの影が潜ひそんでいるような気配はない。

「う、うん。いない、というか完全に無反応みたいだ」

「そうですか」

　ほっとしたようにＪＪは胸をなで下ろした。そして言う。

「失礼しました。ロンド様、そしてログ様に取り憑ついているというその影についていくつか知り得た新事実があり、それをログ様お一人だけに伝えるべく、このような振る舞まいに及およびました。どうぞお許し下さい」

「そ、それはわかったから、はやくこの手錠外してください！」

「申し訳ございません。それはできません。現状、わたくしどもがその影を拘束する術すべを持ち合わせていません。である以上、こちらも最低限の自衛策をとらざるを得ません。どうぞしばらくそのままの姿勢でお聞き下さい」

　ぼくをカウンターに押し倒たおしたままＪＪは容赦なく言った。全身のあらゆる部位という部位で今まで知らなかったこの侍女さんの様々な肉体的特とく徴ちようを感じつつ、ぼくはやむなくうなずいた。

　そんなぼくにむかって彼女は言葉を紡つむいだ。

「先日、ログ様は影との会話の中で影がロンド様のことを『我が子孫』と語ったということを教えて下さいました。さらに離影体が自らを『グラツィアーナ』と名乗ったということも。わたくしどもはこの二つの事実を元に例の影の具現化・人格化とロンド様の血統との間に、より根源的で近しい関係があるのではないかと考え、調査を進めてまいりました。その結果、ロンド様の血をさかのぼること数百年前にまさに『グラツィアーナ』と呼ばれた人物が実際にいたことが判明したのです」

「えっ。ホント!?」

　一いつ瞬しゆん、自分の体勢も忘れて問い返すぼくにＪＪは小さくうなずいた。

「はい。ご存じの通り星ほし降ふり家はイタリアにルーツを持つ名家であり、その系けい譜ふは中世までさかのぼれます。星降家にアーカイヴされていた膨ぼう大だいな古文書や文ぶん献けん、さらに当時の伝承や口伝その他ほかさまざまな記録を検証した結果から、ほぼその人物で間ま違ちがいないかと」

　そのゴージャスな胸を潰つぶれるほどぼくに押し当てるという挑ちよう発はつ的な姿勢とは裏腹に、ＪＪはこの人らしい理知的かつクールな口調で説明を続けた。

「彼女の名はグラツィアーナ・デッラ・ファッジョーラ。14世紀、イタリア北部ピエモンテ地方の一部を治めていた有力貴族の子女です。裕ゆう福ふくな生まれで美貌と才さい媛えんで知られた評判の女性でしたが、悪あく魔まと契けい約やくを交かわし妖あやしい術を使い領民を惑まどわせたという罪により幽ゆう閉へい、当時の教会法により魔女裁判にかけられ、有罪。拷ごう問もんの末17歳の時に火ひ炙あぶりの刑けいとなっています」

「火炙り……」

　ぼくはぼうぜんと口の中でつぶやいた。

「そいつが、あいつだっていうのか」

「それはわかりません。ですが名前や略歴に合がつ致ちする点から言っても、その可能性は大きいかと思われます」

「あいつが……」

　ぼくは口をつぐんだ。ぼくの左手の中に潜み、時折「力」をねだってぼくの腕を甘あま嚙がみしたり、もっと本が読みたいと駄だ々だをこねるあいつと、その凄せい惨さんな最さい期ごを遂とげたと歴史の文献に記録されている魔女との人物像が上手うまく重ならなかったのだ。ＪＪは言った。

「この際、この人物の評価や裁判の妥だ当とう性は措おいておきましょう。問題はそんな過去の亡ぼう霊れいがなぜ今となってロンド様の血として甦よみがえったかということです。ログ様は彼女と実際に言葉を交わしたことのある数少ない人間です。お聞かせ下さい。いったいあの離影体───グラツィアーナを名乗る女性はどのような人物なのですか。善か悪か。ロンド様に仇あだをなす存在か、それとも放ほうっておいて大過ないのか」

「う、うーん……。どういう人物かと聞かれても……」

　とつぜんグラツィアーナについて訊たずねられ、ぼくは困こん惑わくした。面と向かってそんなことを訊ねられたのは初めてだったからである。

　あいつが危険な奴やつであることは間違いない。つねにぼくらの行動に目を配り、監かん視ししているし、戦えばぼくと木佐谷樹を同時に相手にできるくらいの戦せん闘とう力を持ち合わせている。理解力ひとつとってもその成長スピードは尋じん常じようではないし、能力、性格、そのいずれから見てもあいつが危険きわまりない存在であることはあきらかだ。

　だが一方で、ぼくにはあいつが単に遺伝子防衛本能だけに支配された古いにしえの血のお化けにも思えないのだった。一応コミュニケーションは取れるし、なんというか、そう───接したときの肌はだ触ざわりや雰囲気に、妙みような人間くささを覚えるのだ。むろんこれは「ロンドと同じ外見をしている」という印象故ゆえに、ぼくのガードが甘くなっているということもあるかもしれないけれど。

「うまく言えないけど……。当初思っていたよりも、人間くさい奴だな。なんか俗ぞくっぽいというか」

「俗っぽい？」

「うん。思ったより親しみやすい感じはする。ふつうに話をするし。通じるし。もちろん、危険な奴にはちがいないんだろうけど」

　ＪＪは露ろ骨こつに不満そうに言った。

「失礼ですが、ログ様はすでに離影体の口舌に乗せられているのでは？　たとえわずかでもうかつに信用しては危険かと」

「そうかなあ」

「そうです。ましてその離影体と契約を交わすなどと、軽けい率そつも甚はなはだしい。人語を解するというだけの訳のわからない未知の存在との契約が成り立つと本気でお思いなのですか？」

「い、いや」

　先日のことを言われ、ぼくは口ごもった。先日の一件、あの花火大会の夜にグラツィアーナとぼくが交わした契約については彼女にだけは告げてある。ぼくのこの決断が、この人の目には早まったように映るのだろう。ＪＪは不満そうに言った。

「まったく……。初デートついでにあんな約束をしてくるなんて。わたくし、ログ様がロンド様とお出かけになる許可は出しましたが、離影体と勝手に交こう渉しようすることに関しては一いつ切さい許可など出していませんことよ」

「だけど、この場合あれしかなかったんだ」

「聞こえません」

　ぷいとＪＪはそっぽをむいた。

「そもそも、ログ様は本気なのですか？　グラツィアーナを名乗る影とそんな契約を結んだということは、ログ様は当分の間───いえ、もしかしたらこの先ずっと、ロンド様にいっさいお手を触ふれられないということを意味するのですよ。ログ様はロンド様の愛情にどう応こたえるおつもりなのですか。ちゃんと毎日抱だきしめて、夜泣きしたらいい子いい子してさしあげる気はおありなのですか？」

「いや、だからそれはその………」

　ぼくはしどろもどろで視線を泳がせた。そんなぼくの左手にかかった手錠の鍵をようやく外し、ＪＪは言った。

「それで、ログ様は今後どうするおつもりで？　影の動向については気になります」

「そっちはぼくに任せてよ。まあ、あまり気を揉もむ必要はないとは思うけど」

　そう言ったとき、つとぼくの胸に先日プールの前でグラツィアーナと交わした会話の断だん片ぺんがちらりと過よぎった。が、ぼくはしいてその不ふ吉きつな陰かげりに気を留めなかった。今思えばぼくは完全に誤っていたのだろう。そう───ぼくはこのとき、近い未来、自分たちの身の上にあんな事が起こるとは夢にも思っていなかったのである。

　手首をさすりつつ、ぼくは身を起こした。そして鞄かばんを肩かたに担かついで振ふり返る。

「ロンドによろしく。出直します」

「今度おいたをしたら、手錠程度じゃ済みませんことよ」

　ＪＪがウインクして言う。彼女に見送られ、ぼくは『ドルチェ』を後にした。










　その夜。

　夕食後、めずらしく机で参考書とむきあっていたぼくが伸のびをしてそろそろ床とこにつこうかと思っていた時だった。ふいに枕まくら元もとのスマホが鈍にぶく震ふるえた。画面をあらためると新着メールが一件届いている。差出人を確かく認にんし、ぼくはメールを開いた。

　そこにはこう書かれていた。





『すぐきて。いますぐ。命をかけて　ぐんの』












　心地ここちのいい夜風がビルの河岸かしを吹ふき抜ぬけていく。

　着ていたシャツが一瞬風に孕はらみ、背中で大きくふくれあがる。喉のど元もとを引っぱられるのを無視し、ぼくはビルの外がい壁へきに左手をひっかけたまま足あし下もとの車道を見下ろした。数珠じゆずつなぎになったヘッドランプの明かりが光の帯となってまるで川のように眼下を流れてゆく。

　ぼくはふっと息をつくと、再び虚こ空くうを飛んだ。そんなぼくの頭上のどこかで新月が瞬またたいているはずだったが、探す気にもなれないほどネオンは周囲の闇やみを圧し、繁はん華か街がいを華はなやかな極ごく彩さい色しきに彩いろどっている。

「ったく」

　木佐谷樹のメールに家を飛び出しあわてて場所を訊ねるぼくに対し、獅し堂どうくんを手伝ったところ、と短い返信が届いたのがつい十数分前のことだ。木佐谷樹がぼくを手伝ってくれた場所……とくればあそこしかない。

　闇空を飛び、短い跳ちよう躍やくを繰くり返す。ジャンプ、またジャンプ。

　少しでも時間を短縮しようと、ぼくは次々にビルを飛び移った。やりかたは簡単だ。重力をコントロールできるのなら、当然それを弱めることだってできる。ビルの端はしからジャンプする瞬間、足下のＧを極限まで弱めて相対的な質量を軽くし、飛び移って着地したあと、また同じことを繰り返せばいい。ぼくは風に乗るように次々にビルを踏ふんだ。これだけ能力を全開にさせたことは、ここ最近、ない。

　数分後、ぼくは火災のあった例のビルの上にいた。

　木佐谷樹は───そこにいた。

　あの日ぼくが大量の瓦が礫れきと防ぼう火か扉とびらの前で立ち往生していた際、その視線で障害物を灼やき尽つくし、活路を開いてくれた彼女が立っていたビルの屋上───そこに小さな人ひと影かげがある。

　ぼくはほっとした。そして外壁を降りると、壁かべに片手をつけたまま「木佐谷樹」と下にいる彼女に声を投げる。木佐谷樹はおどろいたようにおとがいを上げた。

「獅堂くん……」

「木佐谷樹、だいじょぶ!?」

　ぼくは重力を切り彼女の前に着地すると、あわてて駆け寄った。木佐谷樹と会うのは終業式以来だった。彼女はいつもの制服姿だった。スカートが、風にわずかにそよいでいる。

「どうした!?　なにがあった？」

「ううん、べつに」

　木佐谷樹は首を振った。

「べつにって……何でもないのか」

「うん。ただメールしただけ」

「ホントに？　ホントにそれだけ？」

「うん」

「なんだ」

　ぼくは溜息をつくとがっくり膝ひざを折った。同時にむかっ腹が立ってきて口を尖とがらせる。

「なんだよー。心配するだろ。あんなメール送ってきて。つうか、生涯連れん絡らくすることはなかったんじゃないのかよ」

「気が変わったのよ」

　そう言って木佐谷樹は薄うすく微笑ほほえんだ。

「やっぱり来てくれるのね。獅堂くんって」

「わからんぜ。次は」

　片かた眉まゆを目め一いつ杯ぱい持ち上げてぼくはそう言うと、よっこらしょと近くの手すりに背を預けた。そして対面のビルに目を走らせる。復旧工事がまだなのか、火災現場はその周辺を青いビニールシートがまるで患かん部ぶをガーゼで包むように覆おおっている。

　ここが、あの日木佐谷樹の立っていた場所。

　ここから非常階段の窓ごしに建物の中を狙ねらえるのか……とぼくが内心舌を巻いていたときだった。つと木佐谷樹が言った。

「ねえ獅堂くん。海、行かない？」

「海？」

「わたし最近まで知らなかったけど、木佐谷樹軍ぐん乃のさんって、男性から見てどうやらエロい身体からだしてるらしいの。夏だし、暑いし、17歳だし、わたしの人生初ビキニは獅堂くんに見せてあげる。わたし、肩けん胛こう挙きよ筋きんから僧そう帽ぼう筋きんにかけてのラインには自信があるの」

「はん？」

「海じゃなかったら水族館デートでもアニメ映画三本立てでもいいわ。この夏休みは有意義にすごしましょう。その時は背中にスリットの入ったトップスを着てきてあげる」

「どんだけ背中に自信あんだよ。つーか、なんかあったの───？」

「ねえ獅堂くん。獅堂くんは……自分の力をイヤだと思ったことはない？」

「あん」

「力。重力」

「今、それを聞くのかよ」

　ぼくは頭を搔かいた。そして言う。

「そんなのしょっちゅうさ。子どもの頃ころから」

「そんなとき、どうするの？」

「べつになにも。こんなの、ガキンチョの時に取ったそろばん８級やクロールで25メートルプールを泳いだときにもらった賞状と同じさ。ふだんは忘れてるけど、持っている事実は変わらない。思い出すのは必要に迫せまられて使うときだけだ」

「たとえば、この間の人助けの時とか？」

「まあ、ね」

「獅堂くん、身体はるもんねー。細いくせに」

「仕方ないだろ。目の前の女の子がなにもしてくれないんだから。ぼくだって、好きで身体張ってるわけじゃないよ」

「あら。聞き捨てならないわね。まるで獅堂くんをいつも外壁に登らせているのはわたしのせいだっていいたいみたい」

「ある意味ではね」

「どういう理り屈くつかしら」

　木佐谷樹が昂こう然ぜんとあごを上げる。ぼくは言った。

「きみは自分の力を滅めつ多たに使わないからさ。きみは、それほどの力を自分のためにしか使わない。唯ゆい一いつの例外はぼくだ。何度か助けてもらって言うのも何だけど、どうしてその力を外に向けない？」

「わたしのせいにするのはやめて下さらない？　獅堂くんの行動は自分なりの想おもいや考えがあってのことでしょ？　あなた、いえ、あなたたちの振る舞いとわたしの間には本来なんの関係性もないわ。わたしとあなたは友達だけど、仲間じゃない」

「ちぇっ。またそれかよ」

　ぼくは口を尖らせた。そしていくぶんいらいらしながら言葉を続けた。

「だからさ。何もみんなで徒党を組んで正義の味方になろうっていってるわけじゃない。仲間、盟友、同志……どんな言い方でもいいけど、互たがいに助け合うことは出来るだろう。そうすればこの力だってなにか別の使い道が見つかるかもしれない。そうだろ？」

「……獅堂くんって、本当なにもわかってないのね」

　つと嘲あざけるような口調で木佐谷樹は言った。ぼくはむっとした。

「なにがだよ」

「いろんなことを、よ。獅堂くんっていつもそう。後先考えず行動する。獅堂くんは優やさしいけれど、力の怖こわさを知らないわ。力は祅わざわい。力は厄やく災さい。それがわからなければ、あなたはいつか大切な人を傷つけることになるわよ。わたしが、なぜあなたたちの仲間にならないか教えてあげましょうか？」

「な、なんだよ」

「怪け我がさせたくないからよ。わたしね、子どもの頃兄を燃やしたことがあるの」

「え──」

　ぼくは絶句した。木佐谷樹は淡たん々たんと続けた。

「七歳の時よ。ちょっとした口論がきっかけでわたしは当時いちばん仲の良かった女の子とけんかになったの。どっちも譲ゆずらず、諍いさかい声はしだいに大きくなっていったわ。そしていつしかわたしの周りには飛び火が舞まい出していた。視界が紅あかく、夕暮れみたいに染まったのを憶おぼえてる。でも、結果的にわたしはその子に回復不可能な傷を負わせずに済んだわ。近くにいた兄が私の変化に気づき、とっさにその子を庇かばってわたしの目の前に立ちふさがったの」

　ぼくは言葉を失って木佐谷樹の言葉を聞いていた。

「わたしの炎ほのおは兄を焼いたわ。あわててひっこめようとしたけど、当時のわたしはまだ自分の炎をコントロールすることが出来なかった。この力は視線に依い存そんするの。わたしの視線をまともに浴びた兄は大やけどを負い、病院に搬はん送そうされたわ。そして医師の問いかけに対して、兄は決して本当のことを言わなかった」

「……兄さんって、この間話してくれた……」

「ええ」

　木佐谷樹はうなずいて言った。

「兄はとても強い人よ。精神的にも肉体的にも。退院後、兄は笑ってわたしを許してくれたわ。それどころか大学生になったとき、中学生のわたしを親元から引き取りここまで成長させてくれた。わたしは力を磨みがいたわ。死ぬ気で。でも、兄への負ふ債さいは消えないわ。わたしは兄が好きだけど、兄のことを好きであればあるほど、自分と自分のしたことが許せない。なにより、わたしはまだぎりぎりのところで自分の能力を信用していないの。もしお友達をあのときのお兄ちゃんみたいに灼いてしまったら？　好きになりかけている男の子や、希望に満ち溢あふれている女の子を傷つけてしまったら───？　そう考えるととても怖いの。仲間になれですって？　人に関心をむけろですって？　いいかげんなことをいわないでよ。わたしの過去をなにひとつ知らないくせに」

「木佐谷樹───」

　ぼくはぼうぜんとした。彼女はそんなぼくを見てぎこちなく笑った。そして二秒間目を閉じる。目を開いたときには瞳ひとみの色も表情もすでにいつもの木佐谷樹に戻もどっていた。

「ごめん。熱くなった。でもこれでわかったでしょう。もうわたしを仲間の一員に加えようとするのは止やめた方がいいわ。獅堂くんは優しすぎるの。だからみんな自分と同じだと思ってしまう。でもね、その想像力には限界があるの。わたしと獅堂くんは月と太陽ほどにも違ちがう」

　木佐谷樹は手すりにそっと手を添そえると、四囲に溢れる夥おびただしい数のネオンの瞬またたきを眺ながめながら言った。様々な原色の洪こう水ずいと競きそうように犇ひしめく高いビルの狭はざ間まにあって、月の光は見えなかった。

　眩まばゆいネオンを背に黒いシルエットとなって木佐谷樹は声を紡つむぐ。

「こうしてたまに会ったり話すくらいなら構わない。でも互いの心に深く繫つながり、何かを育はぐくんだり、共有したりするのはやめましょう。ましてやわたしを仲間に引き込んでコミュニケーションの中心に置くような真似まねは避さけた方が賢けん明めいよ。でないとわたし、いつか必ず怒いかりに身をまかせて誰だれかを傷つけてしまう」

「そのときは、ぼくを見ろ」

　ぼくはぶっきらぼうに言った。

「え？」

「どんなことでもいい。今度からもしきみが何かにむかついたり、自分が手がつけられないほど腹を立てていると思ったときは、迷わずぼくを見ろ。ガン見して凝ぎよう視ししろ」

「獅堂くん」

「遠えん慮りよはいらない。思いきりやれ。幸い、ぼくらは同じクラスだ。もうクラス替がえはないから、あと一年半は一いつ緒しよにいられる。授業中でも、休み時間でも、体育の時間でもなんでもいい。ぼくはいつだってきみの目の届くところにいるから」

「獅堂くん……」

「これからはぼくがきみの壁になる。にいさんに比べれば頼りないかもしれないけど───安心しろ。これでもけっこうしぶといし、打たれ強くできてるんだ。きみの精神的サンドバッグくらいにはなる。ちなみに今なら特別ご愛顧で無料サービス実施中」

　ぼくは冗じよう談だんめかして言った。なんでこんなことを言ったのか自分でもわからない。でも、言わずにはいられなかったし、たとえもし時間を巻き戻して再びこの瞬しゆん間かんに戻れることができたとしても、たぶんぼくはこの子に同じことを言うだろう。この不器用で、頑がん固こで、奥手で、繊せん細さいで、臆おく病びようで、心の優しい美び貌ぼうのサイキッカーに。

「…………」

　一方、木佐谷樹はビルのほとりに佇たたずんだまま、ただ黙だまっていた。うつむく彼女の黒くろ髪かみを街の喧けん騒そうをふくんだ夜気がわずかに揺ゆらす。このとき彼女がなにを考えていたのかはわからない。

　やがて木佐谷樹は身じろぎするとぽつりと小さな声で言った。

「───ばかね。そんなこと、できるわけないじゃない」

「木佐谷樹……」

　そしてぼくが再びなにか言い出しかける前にさっとスカートを翻ひるがえすと、きびすを返す。

「もう失礼するわ。さよなら」

　立ち去ろうとする彼女にぼくはかける言葉を探した。が、結局なにも思いつくことなく、ぼくは無言でその背を見送った。










　その電話がぼくの下もとにかかってきたのは翌々日の夜のことである。それは予感も前まえ触ぶれもなく、まるで災害のように唐とう突とつに降りかかりぼくの心臓をまっすぐに直ちよく撃げきした。

『獅堂様でいらっしゃいますか？　わたくし、星降家の執しつ事じの松まつ岡おかでございます』

　スマホが鳴り、相手の第一声を聞いた時点で、すでにぼくの胸には暗雲が立ちこめていた。なぜなら画面に表示された着信相手の名はロンドだったにもかかわらず、通話口から聞こえてきたのは男性の深いバリトンだったからである。

「松岡さん!?」

『はい。夜分申し訳ございません。おそれいりますが、ロンド様がそちらにお邪じや魔ましておりませんでしょうか？』

　その言葉を聞いた瞬間、ぼくは口の中に酸すっぱいものがこみ上げてくるのを感じた。暗雲は黒い積乱雲へと変わり、空一面を覆おおっていく。

「い、いえ。来てません。なにかあったんですか……？」

『先ほどからロンド様の姿が見えません』

　この篤とく実じつな執事さんの声こわ色いろはふだんとほとんど変わらなかった。だがそんな彼がぼくに電話をかけてきているというこの行こう為いが、何より状じよう況きようの深刻さを告げていた。

『調べましたところ、玄げん関かんにロンド様の靴くつがございません。お部屋に異状はなく、他ほかに物が一いつ切さいなくなっていないことから、もしやロンド様の身になにかあったのでは、と』

「わかりました。ロンドがいなくなったんですね？」

『はい。ロンド様はおそらく着の身着のままかと思われます。財さい布ふも置いていかれたようで、現在、侍じ従じゆう長が心当たりのある場所をしらみつぶしに捜さがしております』

「わかりました。すぐそっちに行きます」

『ご迷めい惑わくをおかけしまして恐きよう縮しゆくでございます。お願い致いたします』

　世慣れたこの人らしく松岡さんは端たん的てきに短く言い、電話を切った。ぼくはあわてて上着のシャツを引っかけた。そして指ぬきグローブを左手に塡はめたところで、再びスマホが鳴る。ぼくはひったくるようにして飛びついた。

「はい」

『もしもし、獅堂くん？』

「木佐谷樹か!?」

　ぼくは声を上げた。木佐谷樹はどうやら野外から電話をかけているようで、声がわずかに遠く感じられた。ふとある予感がして、ぼくはスマホの角に耳を押し当てた。

「木佐谷樹、どうしたの？」

『ごめんね、突とつ然ぜん。でも、さっき道でロンドさんを見かけて。でも、ちょっと様子が変で……』

「えっ」

『いえ。さっき呼び出されたんだけど……。でも、会ってみたらなんだかいつもと様子がちがってて───』

　彼女はいぶかしむというよりは戸と惑まどうように言った。ぼくはあわてて訊たずねた。

「木佐谷樹、ち、ちょっと待って。もう一度言ってくれ。今、きみの側そばにロンドがいるんだな!?」

『ええ。でもあの子、何故なぜかはだしで……』

「はだし？」

『ああ、ごめん。あの子が動き出したわ。いったん切るね。わたしが直接家まで送るってあの侍じ女じよさんに伝えて』

「まて、木佐谷樹、まだ切るな。今どこにいる!?」

『公園よ』

「公園？」

『ほら、この間、三人で行った……』

　電話はそこで唐突に切れた。

「ちっ」

　ぼくはスマホを握にぎりしめると全速力で家を飛び出した。










　公園前の自転車置き場でまろぶようにつんのめったところで、ぼくはようやく脚あしを止めた。目の前では嵩かさ高だかい森の緑が先日訪おとずれた公園の空を厚く覆っている。

　新しん鮮せんな空気を体内に送り込もうと心臓の鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ中、苦しさに耐たえかねてぼくは喘あえいだ。そして身体からだをくの字に折りつつあたりを見み渡わたす。

　人ひと影かげは───ない。

　ぼくはスマホ片手に木佐谷樹とロンドの姿を求めて歩き出した。ここに来る途と中ちゆう、駆かけつつ松岡さんに今聞いた事情を話したあと、すぐさま木佐谷樹に連れん絡らくをいれたものの電話はあれっきり繫がらなかったのである。

「ロンド……木佐谷樹……」

　風が木々がサワサワと鳴る中、ぼくがもどかしく公園内を歩き回っていたときだった。ふと女の子の声を聞いたような気がし、ぼくは立ち止まった。

　見ると、高台の一画に低い生け垣がきで囲われた小さな四阿あずまやがあり、そこのベンチに外灯に照らされた制服姿の女の子の姿がある。木佐谷樹だった。

「木佐───」

　ぼくは声を出しかけたところでその側に女の子が寄り添っているのに気づき、はっと言葉を飲んだ。丸木を縦に割り、その切断面を並べて作られた木のベンチとログテーブル。そのテーブルの上に小こ柄がらな少女が一人、木佐谷樹と向き合うように座っている。麦むぎわら帽ぼう子しのつばに隠かくれ、その顔は見えない。

「ロンド───？」

　ぼくがぼうぜんとつぶやいたとき、風に乗って切れ切れに二人の会話が聞こえてきた。

「……だからわたしね、ぜひぐんのんに仲間になってほしいのっ。せっかくこうして友達になれたんだもの。もっともっとなかよしになりたいわ。ううん。わたしだけじゃない。ログだって、ＪＪだって、みんなぐんのんを仲間にしたいと思ってるわっ」

　それは紛まぎれもなくロンドの声だった。

「だからそれは前に断ったはずよ。それに、たぶんわたしはあなたたちの力にはなれない」

「あら、どうして？」

　黒いワンピース姿のロンドは微笑ほほえむと小さく首をかしげる。どうやらロンドはしきりに木佐谷樹を勧かん誘ゆう、というか仲間に引き入れようとしているらしい。

　思わず会話の断だん片ぺんに耳を澄すますぼくの前で、木佐谷樹は静かに首を振ふった。

「───さあ。性格の相そう違いかしら。それとも生まれついた個性の違ちがいか。わたしはあなたたちのようにまっすぐになれないからよ。獅堂くんにも言ったけどね。……さ、もうこんな話はやめて、早く戻もどりましょ。みんなが心配しているわよ」

　そう言うと木佐谷樹はロンドを促うながす。だがロンドはそんな彼女を手で制すると明るい口調で言った。

「わたしもまっすぐじゃないわ。あなたや、そしてログが思っているよりもね。人に言えない秘密や想おもいをいっぱい持っているわ」

「ロンド……？」

　木佐谷樹は眉まゆをひそめる。ロンドは笑った。

「ホントよ。わたし、ホントは心の中は闇やみだらけで黒いの。わたしにはわかる。自分の胸の奥にある、闇の兆きざしが───」

「…………」

「それに───ただで、とは言わないわ。もし、このわたしの願いを叶かなえてくれるなら……そのときは、ぐんのんにいいものをあげる」

「それ、かわいい制服や新しいゲーム機の話？　悪いけど、わたしが欲しいものはそんなんじゃ……」

「知ってるわ」

　ぞくり。

　ふいにロンドはその顔に凄せい惨さんな笑えみを浮うかべた。そして木佐谷樹の肩かたにその手を置く。

「あなたが本当に欲しいものを、わたしは知ってる」

「ロンド……」

「いいわよ。わたし、それでも」

　そう言うと、ロンドは絶句する木佐谷樹にむかってそっと顔を寄せた。そして甘く囁ささやくように語りかける。

「ふふ。わたしはそれでもいいのよ。二人で分けましょ───……その代わり、あなたはわたしに炎ほのおの能力を捧ささげるの」

　ロンドの右手が仄ほのかに染まった木佐谷樹のなめらかな頰ほおに触ふれ、その背がゆっくりと前へ傾かたむく。闇の中、ふたりの少女のシルエットがひとつに重なりかけた───、

　と、その時。

　ぱさっ、と麦わら帽子に隠して束ねられていたロンドの髪かみが一ひと房ふさ、そのこめかみの縁ふちからこぼれ落ちる。だがその色はブロンドではなかった。夜でも見まごうことのないその漆しつ黒こくの髪に、はっとしたように木佐谷樹が身を引く。

　ぼくもまた、はっと我に返り、全速力で駆け寄りながら怒ど鳴なった。

「木佐谷樹、そいつから離はなれろ！」

「獅堂くん!?」

「そいつはロンドじゃない!!」

　ぼくが叫さけんだ瞬しゆん間かん、麦わら帽子を撥はね上げ、黒髪を露あらわにした先刻までロンドであった「それ」は、ふいに木佐谷樹の鼻先に触れるほど至近に顔を寄せ、「にっ」と笑う。

「───！」

　木佐谷樹の瞳ひとみが深しん紅くに染まるのに十分の一秒もかからなかった。たぶんぼくは、本気で怒おこった木佐谷樹を初めて見たと思う。

　紅ぐ蓮れんの炎が闇やみ夜よを切り裂さき、眼前の影かげを炎が包む。が、それは錯さつ覚かくでしかなかった。全身火だるまと化したと思ったのもつかの間、「それ」は信じがたいスピードで木佐谷樹の射程距きよ離りから抜ぬけ出すや、宙高く飛び上がり、まとわりつく炎をはじき飛ばしながらまるで猫ねこのように音もなく地面に着地する。

　その脚は素す足あし───。

「グラツィアーナ……！」

　驚おどろきと怒いかり、ふたつの感情に引き裂かれながらぼくは叫んだ。そのぼくをちらりと見てにやりと笑うと、この暴走した古いにしえの魔ま女じよの血ははだしのまま再び木佐谷樹にむかって頭から突とつ進しんする。そのスピードは到とう底てい人間のものではない。が、同時に相あい撃うつ木佐谷樹もまた常人ではなかった。

「！」

　もはや声すら発することなく、木佐谷樹は殺さつ到とうする影を睨にらみつけた。その瞬間、炎が[image: ]ほとばしり、火の矢や弾だまが闇を貫つらぬく。だがグラツィアーナはそれをすべてかわすと一気に距離を詰つめ、高く飛び上がるや木佐谷樹に襲おそいかかる。

「……え」

　ふいを突つかれ、一瞬木佐谷樹の視線が上下にぶれる。その深紅の瞳が夜空へ一条の光が貫き射さしたとき、敵はすでに彼女の面前に迫せまっていた。

　が、木佐谷樹は素す晴ばらしい反射神経の持ち主だった。間かん一いつ髪ぱつグラツィアーナの攻こう撃げきをのけぞってかわすと、スカートを翻ひるがえしつつ自分の半径数メートルに素す早ばやく炎の防ぼう壁へきを展開させた。同時にまるで弾だん幕まくでもはるように周囲に炎の弾丸をありったけ飛ばし影を撤てつ退たいさせると、彼ひ我がの間に時間と距離を作り出す。

「───っ」

　その鮮あざやかな炎の乱らん舞ぶにぼくは思わず息をのんだ。が、木佐谷樹の懐ふところに飛び込むのに失敗したグラツィアーナの攻撃はそれでしまいではなかった。

　ふいにグラツィアーナの姿が消えたのである。地面に沈しずみこむか、まるで夜の闇に溶とけ入るように視界から見えなくなったこの影に、ぼくらが一瞬視線をさまよわせたときだった。

「ここだ」

「！」

　炎の防壁の内側、ふいに木佐谷樹の足あし下もとに伸のびた影かげからぬっとその半身を現すや、グラツィアーナは虚きよを衝つかれた木佐谷樹に至近距離から襲いかかる。彼女は周囲に炎を舞まわせたが、間に合わなかった。喉のどに一撃を受け、木佐谷樹の姿勢が初めて大きく崩くずれる。

「やめろーっ!!」

　ぼくは叫び───、

　とっさに左ひだり拳こぶしを地面に叩たたきつけ、木佐谷樹とグラツィアーナの間にありったけの重力を走らせた。ぴたりと両者の動きが止まる。

　グラツィアーナはその場で顔を上げた。そして肩かた越ごしにぼくを見る。

「何のつもりだ、わっぱ」

　それは、地の底から響ひびくようなしゃがれ声だった。ぼくは唇くちびるを嚙かんだ。

「やかましい。それはこっちの台詞だ。なんの真似まねだよ」

「なんの、とは？」

「この行こう為いだ。なんでロンドに化けてこんな真似を……」

「知れたこと。お前がこの炎使いを仲間に引き入れるのに手を焼いていたようだったから手伝ってやったのだ」

「なに!?」

「以前言ったろう。打ち倒たおしたのち従属させよ、と。この手合いの扱あつかいは心得ている。少々痛めつければ案外従順になるものだ」

「ふざけるなっ。そもそもロンドのまわりで騒そう動どうは起こさないと約束したはずだぞ」

「ふん。知らんな」

　グラツィアーナは鼻で笑った。ぼくは無意識に握にぎり拳を作っていた。

　すでに木佐谷樹は起き上がっていた。彼女もまたこれが先日深夜の校舎で相対した影……ドッペルゲンガーであることを悟さとっているのだろう。そして、それが今ロンドになりすまして自分を誘ゆう惑わくしようとしたことも。

　なんてこった。ぼくのせいだ。ぼくが誤ったせいで木佐谷樹をこんなに危険な目に遭あわせてしまった。ＪＪの言うとおりだった。こいつがコミュニケーションの成立する、会話や交こう渉しようの通じる相手だと一瞬でも信じたぼくが馬ば鹿かだったのだ。

　ぎりっ……。ぼくは強く唇を嚙んだ。怒り、憤いきどおり、悔かい恨こん、羞しゆう恥ち、あらゆる感情が胸の中で渦うずを巻く。なによりロンドに化けたこと、あの子の見目姿を騙かたって木佐谷樹をだまそうとしたことをこの影に後こう悔かいさせてやらなければ腹の虫がおさまらない。

「思いしらせてやる」

「おもしろい。やってみろ」

　グラツィアーナは昂こう然ぜんと顎あごを上げた。その表情にいっそう腹が立ち、ぼくは猛もう然ぜんとこの影に襲いかかった。

「こいつっ」

　が、ぼくのへなちょこパンチなどこの影にはかすりもせず、二、三、素早いフットワークでぼくの拳をかわした次の瞬間、グラツィアーナは稲いな妻ずまのような強きよう烈れつな右カウンターをぼくに叩き込む。ぼくはふっとび、高台を囲う木製の柵さくに叩きつけられた。

「どうした、小こ僧ぞう。達者なのは口だけか？」

「るせっ」

　ぼくは口元を拭ぬぐって立ち上がるや、さらに頭からつっこんでいく。だがグラツィアーナは余よ裕ゆうを持ってぼくをかわすと、ふわりとしたステップを踏ふむなり強烈な回し蹴げりをぼくの胴どうに叩き込む。

　ぼくはうめき、半歩よろけた。圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力の差に瞬またたく間に防戦一方となり、ぼくはしだいに背後にある楡にれの巨きよ木ぼくへと追い込まれていく。が、それこそがぼくの狙ねらいだった。

　グラツィアーナの拳をかろうじてかわしたときだった。ぼくはその場で反転するや靴くつ裏うらに重力を走らせ、背後の木の幹を一気に駆かけ上がった。そしてとんぼを切るように上からこの影の頭上を急きゆう襲しゆうする。

「喰らえっ」

　だがその蹴りもグラツィアーナには効かず、紙かみ一ひと重えでぼくの足先を避よけるやこの影は瞬時に体たいを入れかえ、ぼくを背後から突き飛ばす。頭から地面に突っ伏ぷすぼくをグラツィアーナが嘲あざける。

「阿あ呆ほうが。そんな攻撃がきくか」

「へん、かかったな」

「なに!?」

　次の瞬間、グラツィアーナは楡の幹に叩きつけられていた。倒れ伏ふしたぼくが地面を伝い、巨木の幹を触しよく媒ばいに使って重力を発生させたのだ。ぼくは躊ちゆう躇ちよしなかった。間かん髪はつを容いれず左手をかざし、固定されたグラツィアーナを瞬時に手元に引きつけるや、重力を身体からだの中で二か所同時にコントロールする。つまり左の掌てのひらから右みぎ脚あし、その靴底が踏みしめている大地へ、ありったけのＧを発生させながらグラツィアーナの身体をその重力源の中心へと叩きつけたのである。

　ドンッ！

　地じ盤ばんに無数の亀き裂れつが入り、周囲三メートルがまるで隕いん石せきが落下したかのようにまるごと陥かん没ぼつする。通常のＧを遥かに超こえる威い力りよくで大地に叩きつけられ、さしものグラツィアーナもその動きを止める。

　ぼくはぜいぜいと息をつきつつ重力を走らせ、先ほどの四阿あずまやの柱にグラツィアーナを引きつける。そして、まるで魔女の磔たつ刑けいのように柱にはりつけられたこの影に、とどめとばかり殺到した、

　その瞬間。

「ログ───」

　ふいに影が面おもてを上げる。嗄れ声から一転、その耳慣れた声にぼくは凍こおりついた。黒髪から鮮やかな金髪へと変わったその可憐な容貌に、半瞬、ぴたりとこぶしが止まる。

　グラツィアーナにすれば、その隙すきで充じゆう分ぶんだった。

「！」

　次の瞬間、ぼくは真上に吹ふき飛んでいた。顎に蹴りを食らったのだ、と気づいたときにはこの化け物の凄すさまじい打撃がぼくの意識を切り裂いていた。二発、三発、四発、あとはもう憶おぼえていない。完全にぼくの戦意がなくなるまでその乱打は続いた。

「……き、きたねえ、ぞ……」

「知るか」

　戦闘力を失ったぼくの左手をひょいと背中に回すと、グラツィアーナはにやりと笑い木佐谷樹にむきなおった。金髪はすでに黒に戻もどっている。

「さて。初めに戻ったな。娘むすめよ。どうする？」

「───……獅堂くんを放しなさい」

　木佐谷樹は声低く言った。その瞳は真っ赤に染まり、ぽつぽつと、まるで墓場の鬼おに火びのように彼女の周囲に無数の炎ほのおが浮うかび始める。

「獅堂くんを放しなさい。ロンドのドッペルゲンガー。さもないと……」

「き、きさやぎ……やめ……ろ……」

　ぼくは必死に喉から声を絞しぼり出した。

　そんなぼくを羽は交がい締じめしつつグラツィアーナは悠ゆう然ぜんと木佐谷樹と対たい峙じしていたが、つとがらりと表情を変えると、嘲るような口調で訊たずねる。

「おかしなことを言い出す娘だ。なぜ妾わらわとお前が争わねばならぬ？」

「……？　なんですって」

　一瞬眉まゆをひそめる木佐谷樹にむかってグラツィアーナはあっけらかんとして言った。

「そうだろう。先ほどお前は妾に、いや、この小娘に化けた妾に自分たちの仲間にならないかと誘さそわれ、拒こばんだばかりではないか。そんなお前が、この小僧を守るためなぜ妾と闘たたかう必要がある？」

「そ、それは……」

「今日ばかりの話ではない。そもそもお前はこの小僧が何度頼たのもうと、こやつの仲間になることを肯がえんじなかったではないか。そのお前が、なぜこうも突とつ然ぜん心変わりしてこの小僧の命を救いたがる？　いったいどの口が『この小僧を放せ』などと言うつもりだ？」

「……そ、それは」

　思わず言葉に詰まる木佐谷樹に対し、グラツィアーナはにやりと酷こく薄はくな笑えみを浮かべると挑いどむように言った。

「そうだ。お前は矛む盾じゆんだらけだ。小娘よ。口では孤こ高こうを気取るくせに孤独に怯おびえる。お前はこの小僧たちの仲間でも何でもない。お前には矜きよう恃じを賭かけて守るべき動機も、理由も、規き範はんもないではないか。にもかかわらず争う相手を求めてどうする？　自分が信じているわけでもないもののために命をはる人間ほど場ば違ちがいで滑こつ稽けいな存在はない」

「……黙だまりなさい、本気で燃やすわよ」

「己おのが心を見み透すかされ、頭にきたか？　娘。ならば答えよ。お前はなぜ妾に立ち向かう？　妾と闘って無事で済まないことはお前にもわかっているはず。にもかかわらず、どうしてお前はその炎で妾と対峙しようというのだ？」

「…………！」

　木佐谷樹は真っ青になって沈ちん黙もくした。

　ぼくは全身の痛みも忘れてこの二人の対決を見守った。グラツィアーナの言葉は滅め茶ちや苦く茶ちやだったし、強ごう引いんで乱暴で手前勝手なものだったけれど、それでも……いや、それだからこそ、この美び貌ぼうの異能持ちの少女の抱かかえる心の秘密の一いつ端たんを的確に突ついていた。

　このとき木佐谷樹が何を考え、どのような答えを導き出したのか、ぼくにはわからない。だがこの結末を固かた唾ずをのんで見守るぼくの前で、やがて木佐谷樹は静かに顔を上げた。

「……あなたと対峙する理由はあるわ」

　そして木佐谷樹はぼくとグラツィアーナをまっ正面から見み据すえて言った。

「それは、友達だから───。ふたりははじめてわたしを認めてくれた友達だからよ。わたしを化け物扱いすることなく、好こう奇きや警けい戒かいのまなざしで見ることなく、ふつうの女の子として認めてくれた初めての友達だからよ。だから、守る」

　夜気の中、木佐谷樹は凜りんと背筋を伸ばして言った。───あたかも彼女自身の精神がそうであるかのように。

「このふたりはね、幸せになれる子たちなの。獅堂くんもロンドも、互いに実りのある生を生きるに値する過去を持ってる。でも、それだけじゃないわ。このふたりはわたしに教えてくれたのよ。生きること、楽しむこと……異能も血も関係なく、わたしたちはもっと自由に、思うままに振る舞ってもいいんだって、それはけっして遮ることのできない光なんだって、ふたりはわたしに示してくれたの」

　木佐谷樹はきっぱりと言った。

「長い間、自分の心を堰せき止めていたわたしに、獅童くんとロンドは世界をくれたの。だからわたしはこのふたりのために闘う。お前のような影かげに自由にはさせない」

「き、木佐谷樹……」

　焰ほむら立たつ炎を背後に、木佐谷樹の紅あかい瞳ひとみがきっと細められたときだった。




「ぐんのん、待ってっ」




　ふいに、つむじ風みたいに駆けてきた小こ柄がらな女の子が木佐谷樹とグラツィアーナの間に立ちふさがるや、力いっぱいこの友人を抱だきしめる。

　上気したほお、風に乱れまくった金髪、その細っこい体はまだまだ肉付きは足りていなかったけれど、なによりその瑞みず々みずしい瞳は溢あふれんばかりの元気と生気に満ちている。

　それは紛まぎれもなく本物のロンドだった。

「……？　ロンド……!?」

　さしもの木佐谷樹も虚きよを衝つかれたのだろう。まるで幼子みたいにしがみついてくるこの少女に、あっけにとられたように瞬きをする。

　と、そこへさらに公園の入り口からＪＪと松岡さんも駆けてくる。

「ログ様！　木佐谷樹様！」

「ふん。───そろそろこの姿も時間切れか」

　ふとグラツィアーナが己おのれの掌を眺ながめてつぶやく。そしてグラツィアーナは前へ進み出た。地面を踏むその素す足あしは、わずかに透すけかけている。

　それを見、ロンドもまた一歩前へ進み出た。金髪と黒くろ髪かみ、髪の色が異なる他ほかはまったく同じ外見をした二人の少女は、ぼくらが見守る中、鏡のように公園の中央で相対した。

　片手で軽く心臓を押さえつつ、ロンドは言った。

「去りなさい。わたしの影───ううん。グラツィアーナ」

　グラツィアーナは鼻を鳴らした。

「ほう。わが名を知っていたか」

「ＪＪから事情は聞いたわ。あなた、わたしの中にずっといたんですってね。でも、今はそのことはいいわ。ログを放し、すみやかに消えなさい。そして、わたしが命じるまでもう現れちゃダメ」

　そこまで言って、つとロンドはボロボロになったぼくを見やった。そして一いつ瞬しゆんぷっとむくれ、咎とがめるような表情を浮かべる。

「はん。命じるだと。さかしらになにを勘かん違ちがいしている。妾こそがお前の主あるじなのだ。控ひかえよ。そしていにしえの命に従え。我が血の末まつ裔えいよ」

　憎にくまれ口を叩たたきつつも、グラツィアーナの姿はしだいに薄うすくなりつつあった。ぼくら全員がはっとする中、この離り影えい体たいの姿はまるで日差しの消えた影かげのようにその存在感を失い、ゆっくりと薄まっていく。

　ロンドは逆らわず、肩かたをすくめて言った。

「そうかもしれないわね。でも、今はふたりとも生きていることが大事なの。さもないと、わたしたちどっちも夢の途と中ちゆうで行き倒だおれちゃうわよ」

「……たしかに少々遊びすぎて疲つかれたようだ。ひとまず消えるとしよう。だが忘れるな───。お前の血の中に、いつでも妾はいる。その血には真に偉い大だいな魔ま女じよの力が宿っているということを」

「もういいわ。いい子だから、今は眠ねむりなさい。わたしのご先祖様───」

　そんなロンドの声に導かれるように、影はいよいよ薄くなってゆく。

　淡あわく、

　淡く、

　まるで夜の闇やみに溶とけ入るように。

「───忘れるな。そのか細い身体からだの中に潜ひそむ力と呪のろいの源を。我が血統こそ世を統すべ、支配する力の一極。そして、かつて闇に葬ほうむり去られたすべての魔女たちの呪じゆ詛そと希望であるということを……」

　そして、最後にその輪りん郭かくが完全に闇に消え果てる瞬間、グラツィアーナはふと表情を改めて言った。

「娘、お前はいいな」

「えっ」

　一瞬、ロンドが目を見開く。

　だが次の瞬間、あたりにグラツィアーナの姿はなかった。と同時にふいに支えを失い、ぼくはどっと地面に倒たおれた。

「ログっ」

「獅堂くん！」

　とたんに弾はじかれたようにロンドと木佐谷樹が駆かけ寄ってくる。さらにＪＪと松岡さんも。

　女の子二人に抱き起こされ、ぼくは薄うす目めを開けた。痛みと熱だらけの身体に感じる優やさしい女の子の腕の感かん触しよくが心地ここちよく、ぼくはもう遥か天上の門を潜くぐったような気がした。

「……ご、ごめん。みんな……」

　ぼくは虫の息で言った。とたんにロンドがぷっとむくれる。

「もうっ。ログったら、ホンっトに馬ば鹿かなんだからっ」

「ご……ごめん……」

　安心したのか、急速に意識が薄れてゆく。いまわの際きわ、ぼくは必死に頭をもたげて側そばに寄り添そっていた木佐谷樹を見上げた。

「き、木佐谷樹───……」

「え？」

「……へへ。これでぼくたち仲間だな」

　そこまでが限界だった。

　力のすべてを使い果たし、ぼくは気を失った。










　こんこん、というノックに続いてロンドが病室に入ってきたとき、ぼくは頭を枕まくらにあずけて天てん井じようを眺めていた。

「ロンド」

「へへー。ログ、元気っ？　お見み舞まいに来たわっ」

　おどろいて起き上がろうとするぼくを手で制し、ロンドは枕元の椅い子すに腰こしを下ろした。そしていきおいよく顔を寄せる。

「具合はどうっ？」

「うん。もう全然いいよ。傷ももう痛くないし」

　ぼくは絆ばん創そう膏こうをはっつけた頰ほおをほころばせて言った。公園の夜から二日が経過した病院の一室である。

「よかった。『ドルチェ』のオープン記念日が決まったから知らせに来たのっ。その日は仲間内でパーティをするんだからログもぜったい参加しなきゃダメよ」

「ああ。わかった」

「でも……たいしたことなくてほんと良かった。もうっ。ログったら、わたしに内ない緒しよでこんな無む茶ちやしてっ」

「いや、ご、ごめん」

　さすがに言葉がなく、ぼくはぽりぽりと頭を搔かいたが、実際あれからけっこー大変だったらしい。ぼくは気を失っていたためよくおぼえていないけれど、その後ぼくの手当てやその他でロンドやＪＪはいろいろ骨を折ったと伝え聞いた。

　そんな中、うれしかったのは木佐谷樹がぼくのお見舞いに来てくれたことである。

　あの夜の公園では、そのクールな外見の背後に隠かくしていた様々な側面を見せてくれた彼女だが、その後ひとつ気持ちを吹ふっ切ったのか、昨日、この病室をひっそり訪ねてきたとき、ぼくらのメンバーに加わってもいいと言ってくれた。むろん几き帳ちよう面めんなこの子らしく、脱だつ退たいはいつでも自由、あれこれ束そく縛ばくするな等々、そっけなく条件をつけるのを忘れなかったけれど。

「じゃ、これからよろしくね」

「う、うんっ。こちらこそ」

　それだけ言うと木佐谷樹は長居せず、お見舞いに籐とう籠かごに入ったフルーツをおいてすぐに立ち去ったが、帰り際ぎわ、ドアの前でふと立ち止まるとぼくを振り返って言った。

「ねえ、獅堂くん」

「え」

「───いいえ。なんでもない」

　しばらくぼくを見つめたあと、木佐谷樹はそっとドアを閉めたが、その真しん摯しで不器用な態度はいかにもこの子らしいものに思えた。

　美貌の見舞客の訪問を受けぼくは元気を取り戻したが、一つ不思議なのはあのときなぜ彼女があの公園にいたか、ということである。のちに聞いたところによれば、木佐谷樹はロンドに呼び出されたとのことだが、ロンドに聞いてもそうした電話は一いつ切さいしていないという。そしてその当のロンドは、たまたま近所を散歩していたところ、自分にそっくりな女の子が歩いているのを見かけ、おどろいて追いかけているうちにいつしか見失ってしまい、気がつくとこの公園をさまよい歩いていたという。そしてふと我に返り、薄うす気き味み悪わるさに帰宅しようかと考えていたとき、闇やみ夜よにきらめく不思議な炎ほのおを見かけて（たぶん木佐谷樹のだろう）飛んで駆けつけ、この事態を目もく撃げきすることになった、というのが経けい緯いらしい。

　この騒そう動どうがいったいなんだったのか、いや、そもそもどうしてこんなことが起こったのか定さだかではないけれど、ただ一つ言えることは今回の一件にあの影が深く関かかわっていることはまちがいない。

　だが、いったい何が目的であいつがこんなことを……と首をひねっていたときだった。ふとある考えが頭をよぎり、ぼくははっとした。

　ひょっとして、あいつ───……。

　まさか、な。

　ぼくが首を横に振ふったとき、突とつ然ぜんロンドがぼくを見て言った。

「ありがとうね。ログ」

「な、なにが？」

　ふいに礼を言われ、ぼくはきょとんとした。

「いろいろ支えてくれて。今まで、ずうっと」

「なんだよ急に。ぼく、なにもしてないよ」

「ううん。ログはしてくれたわ。とってもたくさん。ＪＪから聞いたわ。ログがわたしの見えないところでいろいろ頑がん張ばってくれていたって……」

「ロンド……」

「わたし、何となく気づいてはいたの。いつもわたしの身近にいる、不思議な存在には」

　ふとロンドは歌うように言った。

「でも、ほんというとよくわからないの。この血が、いったいわたしに何をさせようとしているのか───そして、いったいわたしをどこに導こうとしているのか。だってわたしはそもそもわたしなんだし、魔女と言ってもまだ子どもだしね。第一、元気になってお外を出歩けるようになったのも最近なんだし、いきなり偉大なる始祖の血が流れているとか言われても困っちゃうわ」

　それはこの子なりの偽いつわらざる心境なのだろう。ロンドは可愛かわいらしく口を尖とがらせて言う。

「うん」

「でも……そうね。変な言い方かもしれないけど、そんなむかしのご先祖様の血がわたしの中に流れているって感じられるのは、ちょっぴりうれしいかな。わたしは一人じゃないんだって気がするし、言い換かえればそれって、わたしが病気に負けず、今日こうして元気にこの場に生きているっていう証あかしじゃない？」

　そう言ってロンドは白い歯をこぼす。

「うん。そうだね」

「ふふ。だから一応そのことのお礼を言っておきたかったの。ログに。また迷めい惑わくをかけちゃうかもしれないけど、これからもなかよくしてね！　って」

「ああ」

　ぼくは笑ってうなずいた。そしてその言葉に誘さそわれるように、これまで共にすごしてきたなつかしい日々を見晴るかす。それは決して楽しいことばかりじゃなく、辛つらいことや、人に言えないこともあったけれど、

　でも、それもこれも、すべてはこの子の『今』に繫つながっていて───、

　そして未来へと続く。

　なんとなくしんみりしてぼくらが無言で顔を見合わせていたときだった。おかしみが湧わいたようにロンドがしみじみと言った。

「ね、ログ、気づいてる？」

「なに？」

「いつもと立場が正反対だってこと。わたしが起きてて、ログがベッドに寝ねてる」

「はは。そういやそうだね」

「そうだわっ」

　ふとロンドが何か思いついたのかいたずらっぽい表情を浮うかべる。そしてぼくのベッドの端はしにちょこんと腰を下ろすと、はにかんで言った。

「わたしが回復のおまじないをしてあげる。ログが早くよくなりますようにって」

「へ？　どんな？」

「へへー……」

　ロンドは赤面しつつ微笑ほほえむと、ちょっぴりぼくににじり寄る。そして落ちかかった金きん髪ぱつを耳の上にかき上げるや、そっとその唇くちびるをぼくのおでこに近づける。

　ぼくがどぎまぎして思わず目を閉じた───

　と、その時。

「ロンド様。そろそろお車の用意ができましたわっ」

　ガチャ。と、いきおいよく病室のドアが開き、ＪＪがその長身を現す。ぼくらはあわてて飛びすさった。ぼくはくるりと反転して枕を抱だきしめ、ロンドは真っ赤になってスマホをいじり始める。

「───あら、どうかなさいましたか？」

「い、いえ」

　ぜいぜいぜい。

　そんなぼくらをじろりと見やり、この篤とく実じつで美び貌ぼうの侍じ女じよさんはわずかに微笑むと、「めっ」というように片かた眉まゆをもち上げてみせた。










　そして、いよいよパーティ当日。

『ドルチェ』の店内は美しく飾かざり付けられていた。金のモールに紅白の紙で作った花びら、色とりどりのオーナメント。まるでクリスマスの季節と見まがうほど店内は麗れい々れいしく輝かがやいている。本格的なオープンをいよいよ明日に控ひかえ、カフェ『ドルチェ』は今日、内輪だけの開店記念パーティが行われることになっていた。

「いらっしゃいませ。ログ様！」

　なかでも麗々しさの極きわめつけはこの人だろう。完成したばかりのウェイトレスの制服をその長身に身につけたＪＪが訪おとずれたぼくに花のような笑え顔がおをむける。

「当店へようこそ。元気になられたようでなによりですわ」

「はは。おかげさまで」

　ぼくがぎこちなく頭を下げたとき、店てん舗ぽに通じる控え室の扉が開き、すらりと背の高い女性が姿を現す。ＪＪが声をかける。

「ああ、木佐谷樹様。ちょうどよかった。サイズはいかがでしたか？」

「はい。腰こしまわりは問題ありません。ですが、やはりスカートの裾すそが短すぎるような気が……。あと、胸も少し」

　そう言って姿を現したのは。

　純白の絹のブラウスに腰の位置で絞しぼった黒のウエストコート、長い脚あしを引き立たせる同じく黒の膝ひざ上うえまでのドレスに袖そで口ぐちとペアのリボンタイ。フリルと装そう飾しよくは控え目にし、黒と白を基調とした上品でシックな制服を纏まとった木佐谷樹軍乃が立っている。

　すでに同じ衣い装しようを身につけたＪＪとふたり、モデル級の容姿を持つこの女性たちがウェイトレスの制服姿で並んで佇たたずむその光景は、既すでにこの店内が客で溢あふれかえるであろうことを保証しているといっても過言ではない。

　食い入るように見つめるぼくに気づいたのだろう。木佐谷樹は冷ややかに言った。

「なにを見ているのよ。獅堂エロ。その好色な視線をしまいなさい。犯罪よ」

「ちょっと見てただけだろ！　つうか人の名前を勝手に改名すんな！」

「あら失礼。『体は名を表す』という諺ことわざの、まさに生きた体現を目にしてしまったものだから、つい獅堂くんの名を勘かん違ちがいしてしまったわ」

「それ逆だから！『名は体を表す』だからっ。つーかきみ、ぼくに恨うらみでもあるのかよ」

「恨み？」

　木佐谷樹は一いつ瞬しゆん、きょとんとした。そして薄うすく笑って言う。

「そうね。『人生を変えられた』という意味では、あるような気もするし、ないような気もするわ。でも、基本的にわたし獅堂くんのことを尊敬してるし、敬愛しているわよ」

「……ほ、ほんと？」

「ええ。愛の炎で包んであげたいくらい」

「こええよ！」

　と、そこへ元気のいい風が飛び込んでくる。

「いらっしゃい、ログっ。あと、ぐんのんもすっごく似合ってるわっ。やっぱりぐんのんをスカウトしたわたしの目に狂くるいはなかったわね！」

　そう言うとロンドは自分の手て柄がらみたいに腰に手を当ててふんぞり返ったが、その格好を見てぼくはおどろいた。なんとロンドはうちの高校の中等部の制服を着ていたからである。膝までのプリーツに紺こんのボレロ。胸むな元もとには可愛らしいエンジ色のリボンが結んである。

　流れるようなブロンド、透すき通る肌はだ、小こ柄がらながらバランスよく伸のびた肢し体たい。なによりその生気にとんだまなざしとそのふてぶてしい口元は、一目でこの子がただ者ではないことを示している。
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「ふふん。どう？　ログ」

　真新しい制服を身につけたロンドは、髪かみを一いつ閃せんさせるとお日様のような笑顔で言った。

「……ロ、ロンド。なんでうちの制服を……」

「わたし、ログの学校の中等部に編入したの。ちゃーんと試験も受けて合格したわっ」

「編入？　し、しかし、なんだってわざわざ……」

「だって、ログと同じ環かん境きようでお勉強したかったんだもの。それに、これでいつも近くにいられるでしょっ。見学しに行ったら、中等部と高等部、校舎もすごく近いし！」

　わくわく顔でそう言うと、啞あ然ぜんとするぼくの前でロンドはくるりと回ってみせる。

「お三方ともお似合いですよ。これでまたひとつ店内に艶あでやかな花が増えましたな」

　ダンディーな口くち髭ひげを整え、これまた渋しぶいバーテンダー姿に装いを変えた松岡さんが深いバリトンで相づちを打つ。どこからどうみても本職にしか見えないところは人生経験のなせるわざといったところか。

　その後、ようやくしたくが整ったところでロンドは皆みなの前に立つと、左右を見み渡わたし胸を張って言った。

「えへん。ではこれより、『リア充じゆうブレイカーズ』の結団式および『ドルチェ』の開店記念式典をはじめます。まずは団長兼けん代表兼社長の星降ロンド・タルクウィニアよりご挨あい拶さつ申し上げます。みなさま、ご清せい聴ちようを」

「てか、いつの間に代表になったんだよ」

「えへへ……」

　ぼくの声にロンドは相好を崩くずした。そしてぺこりと頭を下げて言う。

「みんな、ありがとう。この日を迎むかえることが出来てとてもうれしく思います。こんなに素す敵てきなお店が出来たのもひとえにみなさまのおかげです。今日はその始まりの第一歩です。わたし、星降ロンドはここにカフェ・ドルチェの誕生を宣言いたします」

　ぱちぱちぱち。

　ロンドを囲むぼくらから拍はく手しゆがわき起こる。なかなか堂に入ったあいさつに感心するぼくをよそに、ロンドは話を続けた。

「わたしがここまで元気になれたのもみんなのおかげです。今日は感謝の気持ちを込めてそのお話をするね」

　そこまで言うとロンドはその表情をあらためた。

「みんなも知ってのとおり、わたしはずっと入院していました。そこは高いビルのてっぺんで、毎晩、ベッドに入った後、横になりながら窓を見ると夜景の光がいつも綺き麗れいに輝いていました。わたしの目にはその一ひと粒つぶ一粒が宝石みたいに見えました。そして心に強く思いました。わたしもその光の中に加わりたい。いつか必ず仲間になるぞって。今、わたしは夢を叶かなえ、地上に立っています」

「ロンド」

　ぼくの声にロンドは微笑んで続けた。

「でも、降りてきて思うのは地上は地上でけっこう大変だということです。毎日忙いそがしいし、勉強しないとダメだし、毎朝決まった時間に起きないとＪＪが怒おこります。でも毎日がとても楽しいです。なによりここにはたくさんの人がいます。今まで一度も出会ってこなかった、そして出会いたいと思っていた人たちが……。わたしはそのうちの何人かとお友達になりました」

　自分を取り巻くギャラリーに目を向け、ロンドはさらに言葉を紡つむぐ。

「わたしは元気になりましたが、体力はまだ回復したばかりです。だからこれからはいっぱい勉強したりスポーツしたり、これまで叶わなかったいろんな機会を作りたいと思います。そして、たくさんの仲間と出会いたい。今もきっとどこかにいる未来のお友達と。このドルチェがそういう場所になってくれればいいと願っています。今日はその始まりの日です」

　皆が見守る中、ロンドは胸を張って言った。

「一年前、わたしの夢は少しでもいい、ベッドの上で起きていられる体調を維い持じすることでした。でも今は違ちがいます。ログ、ぐんのん、みんな、どうもありがとう。わたし、この命をめいっぱい使ってみせるね」





「面おも白しろい小こ娘むすめだ。その運命にどこまで足あ搔がけるか、見せてもらうとしようか。幼き我が血の末まつ裔えいよ」






　ロンドがそう宣言したとき、ぼくはつと耳にした。皆からの祝福を受けるロンドを見守っていたぼくの左ひだり腕うでのあたりで、低い嗄しわがれ声が満足そうにそうつぶやくのを。

「あらＪＪ！　泣いちゃダメよ！　締しめの言葉がまだなのに」

「な、泣いてなんていませんわ。いませんともっ」

　感極まったのか、目を真っ赤にしてしまった侍女さんをロンドが笑顔でたしなめる。

　店内に明るくほがらかな笑い声が弾はじけた。










　ぼくらの前方に茜あかね色いろの空が広がっている。

　夕刻。

　ロンドとぼく、木佐谷樹の三人は駅前の舗ほ道どうを歩いていた。パーティが引けたあと、別れを惜おしんだロンドがわざわざ外まで送りに来てくれたのである。日が陰かげると共にようやく風が出始め、淡あわく薄うす紫むらさきに色づいた雲が西の空に棚たな引びいている。

「ああ、楽しかった。ふたりとも、学校が始まったらよろしくねっ」

　よほど楽しかったのだろう。パーティの余よ韻いんそのままにロンドは元気よく言った。身につけているのはむろん、真新しい中等部の制服だ。

「うん」

「ぜったいよ。二学期初日にわたし、ログたちのクラスに遊びに行くからっ」

「……まじ？」

「当たり前じゃない。これからはログとぐんのんに会いに毎日行くわっ。そうだわっ。お昼にお弁当を持っていくから、三人でブレイカーズの今後を語り合いましょうっ。仲間も増やしたいし」

「う、うん」

　こんなかわいい子が教室に訪ねてきたらいったいどんな騒さわぎになることやら……と、その光景を想像し、ぼくが頭を悩なやませていたときだった。木佐谷樹がおだやかに口を開いた。

「いいわね。じつはその件についてなんだけど、ちょっとふたりに話があるの」

「なあに？　ぐんのん」

　首をかしげるぼくらにむかって木佐谷樹は言った。

「サークルの目的の一つに提唱したいことがあるの。つまり、『このサークル活動を通じて超ちよう能のう力りよくをなくす』というのを目的にするのはどうかしら。異能力を抱かかえて困っている人が意外と集まると思うのだけれど」

「……？」

　ぼくはきょとんとした。それからロンドと顔を見合わせて訊たずねる。

「なんだよ急に。つーかなんの話だよ。力をなくすって」

「ねえ獅堂くん。もし───もしも、よ。わたしたちが普ふ通つうの高校生に戻もどり、『この力』から解放される方法があるとしたら、あなたならどうする？　つまり、わたしたちが超能力者じゃなくなる方法があるとしたら」

「……超能力者じゃ、なくなる？」

　ぼくは再度首をかしげた。それから軽く笑って肩かたをすくめる。

「そいつはいいや。もうこの力に煩わずらわされずにすむ」

「わたし、けっこう真面目に聞いてるんだけど。獅堂くんに」

「さあね。そんなこと考えたこともないや」

「じゃあ考えてみて。いま。ここで」

「木佐谷樹……？」

　とつぜん妙みようなことを言い出したこのクラスメイトを見やり、ぼくは眉まゆをひそめた。木佐谷樹の口調の中に、なにか冗談では済まない不穏で剣けん吞のんな響きを感じたのである。ロンドもまたいぶかしそうに木佐谷樹を見つめている。

　そんなぼくらを前に、木佐谷樹は淡たん々たんと言った。

「ごめん。今まで黙だまっていたんだけど、こうして正式に仲間になったのだし、きちんと言っておこうと思って。とても大事なことだと思うし、大切なことだとも思うから」

「な、なんだよ。あらたまって。つうか、なんだよ、その方法って」

　いくぶん用心深く訊ねるぼくにむかって、木佐谷樹はふいに姿勢を正した。そして、そのまなざしをまっすぐにぼくに据すえて言う。

　その驚くべき事実を。




「簡単よ。わたしたち超能力者は、恋こいをすると能力が消えるの」




「は……？」

「いえ。正確に言えば能力が落ちる、というべきかしら。でも、恋をしていれば、いずれ力は消滅するわ」

　沈黙が落ちた。

　一いつ瞬しゆんの間の後、ぼくは我に返った。それからぎこちなく苦く笑しようする。

「は、はあ？　木佐谷樹、なにいってんの？　あんまりおもしろくないぞ、それ」

「ほんとうよ。目の前にいるわたしが証しよう拠こ。獅堂くん、あなたも見たはずよ。ううん。見ていないとは言わせない。わたしの力がどれだけ落ちているか。ほら、あの日、地下の通路でやったロウソクのテスト。今のわたしは全盛期の七割くらいまで能力が落ちてる」

「……木佐谷樹」

　ぼくは言葉を失った。目の前の女の子が冗談や戯れ言を言っているわけではないとようやく気がついたのだ。それからなんとか声を絞しぼり出す。

「そ、それは……マジなのか？」

「ええ」

「ほ、ほんとに、ほんとに冗談抜きで……？」

「ええ」

「つ、つうか、君は、いつから……」

「そうね。最初に変化に気がついたのは先月の初め、郊外に写真を撮りに行ったときかしら。それから、夜の学校で。あと、街で大きなビル火災があったときもそうだし、そのあと、地下の工事現場でデートしたときも。その後は小しよう康こう状態だったけれど、先日の夜から本格的に。……基本的に、この夏は能力は低下の一途だったわ」

「───この夏」

　まるで化学実験の結果を読み上げるような木佐谷樹の淡々とした声を耳にしつつ、ぼくはぼうぜんとした。彼女が口にした言葉が噓偽りのない事実であることを、頭が理解するよりも早く、心がそれを受け止める。

　と同時に、ぼくは自分の心臓の鼓動が一段と速まるのを感じた。呼吸が浅くなり、口の中が渇く。郊外、夜の学校、ビル火災、そしてデート……今、木佐谷樹が順に述べた出来事のすべてがなにか無性になつかしく、身近な出来事に感じられたからである。

　そして気づく。

　今挙げた数々の出来事を、この子がだれと過ごしてきたかを。

「先日もそう。公園であの影かげと対たい峙じしたとき、すごく力が落ちてるのを感じたわ。さもなければ、わたしがあんな影におくれをとるものですか」

「………」

「あ、あのう」

　ひたすら絶句するぼくをよそに、傍かたわらでこれまた言葉を失い、ぱちぱち瞬またたきを繰くり返していたロンドも、ようやく木佐谷樹がなにを言っているのか理解したのだろう。口ごもりながら言う。

「ち、ちょっと待って。超能力者が恋をすると能力が落ちちゃって……そして、今、ぐんのんの能力が落ちているってことは……。その、つ、つまり、ぐんのんは───」

「ええ」

　木佐谷樹はきっぱりとうなずく。

「どうやら、そういうことみたい。自分でもまだ信じられないし、かなり愕がく然ぜんとしているし、ほっぺたをつねりたい気分だし、なんでよりにもよってこの人なの、という想おもいはあるけれど」

　そこまで言ったところで、この美び貌ぼうの炎の使い手は深いため息をついて言う。

「言っておくけど、わたしだって、信じられないし、引き返せないかいろいろ画策したんだから。でも………」

　そこで言葉を句切り、木佐谷樹は沈ちん黙もくした。それからふっとほおをほころばせて微笑ほほえむと、ロンドにむかって言う。

「編入おめでとう、ロンド。新学期からよろしくね！　でも───ううん。ということで、あなたとはライバルということになるわ。ロンド。あなたのことは大好きだし、お友達になれてとてもうれしいけど、わたしも負けないから」

「えっ。は、はいっ。いや、その……あ、あうー…………」

　ロンドはあたふたしていたが、ふいにほおずきみたいに真っ赤になって押し黙る。

　続いて木佐谷樹はぼくを見た。

「そういうわけで、よろしくねっ。獅堂くん！」

　そして彼女は言った。この子らしく、凜として、きっぱりと。




「わたし、木佐谷樹軍乃は、あなたのことが好きです」
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「かわいい女の子が元気に跳はね回るような物語を描えがきたい！」

　というのは物書きとしてのぼくを構成する大きな要素のひとつであり、おそらくこの先もずっと抱かかえていくテーマなのでしょうが、「でも、だからといって男の子が主役になっちゃ駄だ目めってことはないよな」という思いが少しずつわき出すようになったのは、いったいいつ頃ごろからだったでしょうか。

　そうした創作上の想おもいや、今度お話を書くとしたらこんな風にしてみたいといった願望、さらには主人公は異能持ち、登場する女の子キャラクターに学校の制服を着せる（そしてそれをかわいらしくイラスト化してもらう！）など、これまた一度はやってみたかった要素をもりだくさんに詰つめこみ、極めつけにそこに禁断（？）の恋れん愛あい要素までプラスして描いてみたのが今、お手元にある本作ということになります。……というわけで、皆みな様さまこんにちは。清せい野の静せいですっ。新刊『さよなら、サイキック』の第一巻をつつしんで上じよう梓し致いたします。

　先ほど申し上げたように、この物語を書くそもそものきっかけは男の子でした。それも「もしふつうの（それもびっくりするくらい特別じゃない）男の子がある日突とつ然ぜん超ちよう能のう力りよくに目覚めたら……？」という小さな思いつきから創作はスタートしました。

　こうした主人公が超能力、またはそれに類する不思議な能力を持っているという設定はエンターテインメントの世界では広く普ふ遍へん的なもので、そうしたテーマを題材にした優すぐれた小説や漫まん画が作品は数多く存在します。名を挙げればそれこそ枚挙にいとまがないくらいで、ぼく自身、少年時代に読んで影えい響きようを受けた作品はたくさんありますし、そうした作品は今なおぼくの書しよ棚だなと個人史の中で特別な位置を占しめています（余談ですが、ここ数年、学生時代にわくわくしながら読んでいたような作品がアニメ化される機会が増えたようで、じつにうれしい限りです）。

　そうした作品はエンターテインメントの常として、主人公の能力の発芽と同時に冒ぼう険けんに入ることが多いようです。つまり、主人公は危機的状じよう況きように際してそれまで眠ねむっていた真の力を呼び覚まし、覚かく醒せいし、敵に立ち向かう。

　ぼくもそういう燃える展開は大好きですし、前述のように少年の頃わくわくしながら読んできましたが、ただ本作を書くにあたって、ぼくは彼らとは異なり、思春期にその力が発現するのではなく、それよりずっと前、物心がつく頃から超能力（重力を操る力）を持っている男の子を主人公としました。彼はすでに力を持つことの意味や意義、または不幸といったものを予あらかじめ内面化しています。つまりある意味、超能力者としては年季が入っている。

「うーん……。でもこの子、そんな凄すごい能力をなにに使うんだろ？　ていうか、もしそんな能力があっても小学生の頃にさんざん使い倒たおしてぜったい飽あきてるよなあ」

　などとパソコンの前であれこれ思い悩なやみつつ、ぼくは男の子の気持ちになって考えてみました。とりあえず、重力がコントロール出来るということは、壁かべや柱などのいかなる垂直も彼にとっては水平の大地でしかないだろう。そんな少年が大きくなるにつれ、高いビルや建物に登ったりしないはずがない。そして、そんな自由気ままにビルの外がい壁へきを飛び回っていた彼はきっと何かに出会うだろう。いや、出会わなければならない。だれに？　もちろんそれはかわいい女の子に決まってる───というわけで、暇ひまを持てあましていた超能力少年が、ある日高層マンションの一室で療りよう養ようしていた病気の女の子と出会うというボーイ・ミーツ・ガールの物語ができあがったのは今から一年ほど前のことでした。

　その後、この短編は様々な経けい緯いとともに大きくふくらみ、このような形となりました。超能力を持った男の子がある日女の子と出会うという意味ではさほど変わりませんが、旧きゆう稿こうと大きく異なる部分があるとすれば、主人公が出会う女の子が一人ではなく、二人であるという点です。

　この本をお読みいただいた方の中で、もし「ふっ。おれは清野静の書いた作品なら全部読んでるぜ」という世にも奇き特とくな方がいらっしゃれば、あるいは既すでにお気づきかもしれませんが、この作品にはこれまでのぼくの作品には登場してこなかったタイプのキャラクターが一人います。そう、木き佐さ谷や樹ぎ軍ぐん乃のです。

　このキャラクターはまさに今申し上げた三角関係を形成する三つの頂点のうち、その一角を形成するキャラとして着想しましたが、それまでぼくの中には存在しないタイプの女の子でした。ぼく自身、こうしたキャラクターを動かすのはほとんど初めての経験だったため、どうなることかと思いましたが、登場するや否いなや強きよう烈れつな個性を発揮してぐいぐいと物語を牽けん引いんし、ほとんど主人公たちを食う勢いで大活かつ躍やくしてくれました。よく「キャラクターが勝手に動き出す」などと言いますが、それはまさにこういうことかとあらためて実感した次し第だいです。

　この軍乃を含ふくめ、本作には数名の超能力者が登場します。彼ら、とくに彼女は自分の能力というものに対してあまり良い印象を持っていません。理由は簡単で、それが自分のものであると同時に決して自分のものではないからです。その源泉にあるのは自分の内なる力への信しん頼らいと懐かい疑ぎです。

　もっとも、考えてみれば思春期という一時期はだれもがみんなある種の超能力を持っているようなものだという気もします。たった一晩で長大なＳＦ小説やミステリー小説を完全読破してしまう能力（しかも翌朝、ふつうに学校に行っていたりする）や、吹すい奏そう楽がくを演奏する際に譜ふ面めんの中のたった一音にすべてを賭かける集中力、さらには陸上競技の一いつ瞬しゆんの跳ちよう躍やくやコンマ一秒を縮めるために費ついやす汗あせと情熱などは、今とうにその時期を過ぎ去ってしまったぼくからすればまさに超能力以外の何物でもなく、それを思えば超能力者や異能力者なんてものは案外身近な存在なのかもしれない───そんなことをぼんやり考えつつ、ぼくはこの物語を書きました。

　本作の中に出てくるロンド、ログ、軍乃もまたそうした力に時に抗あらがい、時に翻ほん弄ろうされながらも、彼らなりのポンコツ思春期に頭から飛びこんでいくことになるでしょう。彼らがはじめて経験するどきどきの恋（そうそう。もうひとつ思春期には途と轍てつもない超能力がありました。だれかを一いち途ずに好きになるというまっすぐな気持ちです）を前に三人の関係がどう変化していくのか、こちらもまた皆様に見守っていただければ幸いです。

　そして最後に。

　いつもこの時期にひしひしと思うことですが、頭の中で漠ばく然ぜんと思い描いていた妄もう想そうの種やシーンやシチュエーションの断片、キャラクターたちの会話などが、こうして一つの作品としてまとまり、タイトルを冠かんされ、一冊の出版物として成立するには、その過程で信じられないくらい多くの専門的、職人的なスキルを有するプロフェッショナルの方たちの手を潜くぐり抜ぬけねばならず、その一事を思うだけで、筆者の頭は本作の主人公の左手の力を借りずともただただ大地にむかって深く下がるのみです。お世話になった方々に深しん甚じんの謝意を捧ささげつつ、そろそろあとがきを終えたいと思います。

　最後に夏らしい素す敵てきなイラストを描いてくださったあすぱらさんにお礼申し上げます。どうもありがとうございました！




　そうそう。もうひとつお知らせを。

　先ほど自著の話が少し出ましたが、「時載りリンネ！」シリーズが現在電子書しよ籍せきにて配信中です。こちらもどうぞよろしくお願い致します。





清野 静　


















カバー・口絵・本文イラスト／あすぱら

デザイン／沼田里奈










さよなら、サイキック




1.恋こいと重じゆう力りよくのロンド








清せい野の 静せい





[image: ]





2016年9月1日　発行





(C)2016 Sei Seino, aspara





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『さよなら、サイキック　1.恋と重力のロンド』

2016年9月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（カスタマーサポート・ナビダイヤル）

受付時間　9:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/p081.jpg





item/image/p120.jpg
tnal S,
ﬁ e Sl

¢ DR D RIS NN





item/image/p163.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p313.jpg
FURA






item/image/p193.jpg
g ove =TT S —L - MIPNTE—X
i






item/image/gaiji-cid693-m-h.png





item/image/p069.jpg
HE T oo






item/image/p301.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		第１章　ソーリー・ロンリー・ファイヤ・スターター



		第２章　ハロー！　マイ・フェイバリット



		第３章　ファイナル・サマー・スクランブル



		第４章　インコンプリート・ブラスターズ



		第５章　アルティメット・バトルメソッド



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p181.jpg





item/image/p021.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/logo-sneaker.png





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
Good-bye, My Payshic | Contonts.

ot s S5 LP i — P e e i —T— | £

mo ooe T —— DR MHRAII ™

o eee NPT - DH— KOOI

weim soe =TT —L VI —X

ot eee oL X L T Lax >

PUTH |3






item/image/p003.jpg
§

A sve N — O S — N RN — T






item/image/p089.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
KL\ E_h

g R0






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p246.jpg
Wit Betlopetjog

o oo N X L.






item/image/gaiji-cid15190-m-v.png





